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基調講演
　Day 1 の午前中には、科学技術振興機構理事長の濵口道成氏と、BT ジャパン株式会社代表取締役社長 / 日本経済団体連合会
審議委員会副議長 / 内閣府規制改革推進会議委員の吉田晴乃氏による基調講演が行われた。
　濵口氏はご講演の冒頭、同氏がかつて研究員として研鑚をつまれたロックフェラー大学について、多くのノーベル賞受賞者を輩出
した「人類の幸福のための科学」という校訓や、重厚な支援の中で少数精鋭が多様性のなかで切磋琢磨する研究教育環境、さらに
同大学医学研究所に従事した野口英世の功績と国際的評価について実例を挙げながら説明され、これを通じて「自立した精神をも
つ研究者」育成の重要性を語られた。第 2 には、「第 4 次産業革命と君達の未来・仕事」と題して、情報革命とも言える第 4 次産
業革命と日本社会に起きつつある労働人口減少の両者を勘案した上で、ポイントとなるのは専門的能力、考える能力、コミュニケー
ション能力を併せ持つイノベーション人材の育成であることを指摘された。その上で、「イノベーションに取り組む勇気」を育成する教
育に言及され、名古屋大学の国際化の取り組みとともに、同大学で実施されている 2 つのリーディングプログラムの取り組みを紹介
された。第 3 には、「ノーベル賞の教訓から学ぶ」という題目から、天野・赤崎教授のノーベル賞研究を例示されながら、若手研究
者の突破力とメンター力の融合、研究における多様性の許容、革新的な研究を生むための長期支援の重要性を説明された。最後に、

「21 世紀の科学に求められるもの」として、持続可能性の実現や、国連が設定した 2030 年までに実現すべき 17 のゴールについ
て言及され、「志をもって世界に躍進する勇気」をもつよう、リーディングフォーラム参加学生にエールを送っていただいた。
　吉田氏は、「The Digital Possible—デジタル時代における女性の活躍」の演題で、デジタル技術革新が起こした奇跡と、それが
ご自身のキャリアパスに引き起こした奇跡について、ユーモアたっぷりに講演された。冒頭、BT ジャパン社によって製作された、最
新テクノロジーを背景としたウーマノミクス啓発ビデオが上映された。女性の活躍に対する社会認識の時代変化や、女性が置かれて
いる現代の課題についてさまざまな統計データが示され、最新テクノロジーが女性の活躍を促し、社会をさらに発展させる鍵となる
ことが端的に提示された。同氏は、最新 IT テクノロジーによって、航空機の機内にまでもネット環境が張り巡らされ、いつでもどこ
でも効率的にマルチタスクをこなせる仕事環境が生まれ、互いの知恵や情報を共有することによってタスク間に相乗効果も期待でき
ることを指摘された。これは IT が起こした生産性の革命であり、働き方の大改革という奇跡と捉えることができる。ご講演の後半で
は、海外においてご自身が IT 企業へ就職された当時の状況を振り返られ、グリーンフィールドであった IT 業界では、自分のアイデ
アで自分の市場をつくることができ、その成果が数値化されて評価されたことで、次のキャリア形成に繋がっていった経緯をお話しい
ただいた。このようなご経験に基づき、Universal Language（数値化された業績評価）によって日本のウーマノミクスを推進し、経
団連の改革や女性の活躍推進を進められていることをご説明いただいた。そしてこのような活動が評価され、ご自身が FORTUNE 
world’s greatest leaders に選出されたとの見解を示された。最後に Digital impossible と称され、高度 IT 社会においては生産性
の高い経済活動と子育てなどの人間性の高い活動の両立が容易となり、これに対する人々の欲求こそが高度 IT 社会を発展させる活
力となると諭された。女性が輝く社会からこそ男女協働の相乗効果が生まれることを強調され、満場の拍手とともに講演を終えられた。

全体セッション報告

濱口道成氏による基調講演 吉田晴乃氏による基調講演
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ショートプレゼン
　
　Day1 午後のはじめには、博士課程教育リーディングプログラムが発足した平成 23 年度から開始された 20 プログラムのそれぞれ
を代表し、履修生の代表がそのプログラムの概要や成果などについて発表した。これらのプログラムは、今年度が支援期間の最終
年度となる。持ち時間は一人 3 分と短かったものの、多くのリーディングプログラム関係者や産業界等からの参加者を前に、各プロ
グラムの成果をアピールして社会発信する絶好の機会となった。各プログラム独自の様々な取り組みが紹介されるとともに、優秀な
博士人材が育ちつつあることを認識できるよい機会となった。

ショートプレゼン
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パネルディスカッション
　Day 1 午後の 2 番目のプログラムとして、フォーラムのテーマである「リーディング大学院のレガシー」 について、パネルディスカッ
ションが開催された。登壇者は、［モデレーター］杉山直（名古屋大学　PhD プロフェッショナル登龍門プログラムコーディネーター、
理学研究科教授）、［パネリスト］ 坂井スオミ（元 UNICEF 本部倫理担当事務局長首席顧問）、田中健一（三菱電機（株）開発本部
役員技監）、波多野睦子（東京工業大学　環境エネルギー協創教育院プログラムコーディネーター、工学院教授）、岩田洋夫（筑波
大学　エンパワーメント情報学プログラムプログラムコーディネーター、システム情報工学研究科教授）、学生代表 2 名（名古屋大学）、

［コメンテーター］平野博紀（文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室室長）の各氏であった。
　登壇者の自己紹介の後、社会からの博士人材への期待として、坂井、田中の両氏が見解を述べた。国際機関や企業研究者として
働く博士人材を前提として、コミュニケーション能力、Cocreation 能力、組織力などの能力が必要であり、博士課程リーディングプ
ログラムがまさにこれらの育成に適したプログラムであるとのご指摘をいただいた。その次には、中間評価で S 評価を得たリーディ
ングプログラムのコーディネタ―である波多野、岩田の両氏から、各プログラムの成果について紹介された。産業界への進出する修
了生が増加したこと、研究室の壁を越えた研究指導が成されたこと、全学的な教育改革へと結びついたことなど、さまざまな成果が
紹介された。その次には、名古屋大学の二人の学生代表から、Day 0 の議論の内容が簡単に紹介され、フォーラム終了後に名古屋
宣言として発行される 10 の提言案が紹介された。この提言案を題材に、適宜、平野氏からコメントを頂きながら、フロアを含めて
活発なパネル討議が行われた。具体的な内容は、企業における博士号取得者の待遇、博士号取得者を増やす方策、リーディングプ
ログラム支援期間終了後の資金確保、産業界からの博士課程教育に対する資金供与、修了生の同窓会組織化、リーディングプログ
ラムの内製化、研究室や研究科の壁を越えた融合教育などである。最後に、パネラー全員が一人ずつ本パネルディスカッションに
ついて総括し、博士人材に対する期待、学生に対する経済支援の重要性、博士課程教育リーディングプログラムの社会発信、さまざ
まなネットワーキングの重要性などが表明された。

　

パネルディスカッションの登壇者
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ポスターセッション
Day 1 午後の 3 番目のプログラムとして、計 172 名の履修生が各プログラムで習得した知識・技能や、自らの博士論文研究の成果
とともに、リーダーとしての将来性についてポスター発表を行った。発表は以下の三つの区分で実施し審査を行った結果、Industrial 
Future Leader Award は 11 名、Academia Future Leader Award は 10 名、International Future Leader Award は 6 名、
Students Award は 4 名が受賞した。

賞の名称 内容 審査員

Industrial Future 
Leader Award 

Industrial Leader 区分の発表の中で、産業界
のリーダーとして活躍することが期待される学生
に授与される賞

当日参加する企業関係者

Academia Future 
Leader Award 

Academia Leader 区分の発表の中で、学術・
教育界のリーダーとして活躍することが期待され
る学生に授与される賞

当日参加する大学関係者

International Future 
Leader Award 

Industrial Leader 区分の発表の中で、広くグ
ローバルに活躍することが期待される学生に授
与される賞

当日参加する大学・国際機
関・NPO 等の関係者

Students Award 上記 3 区分によらず、全発表の中で、当日参
加した学生から最も高い支持を集めた学生に授
与される賞

当日参加するリーディング学
生 

ポスターセッションの様子 ポスター賞受賞者の表彰式の様子
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出口戦略WG報告
DAY0： 2017 年 10 月 19 日（木）＠名古屋大学東山キャンパス
事前議論 A（環境総合館 1 階、理学南館 1 階）

グループに分かれ、学生のキャリア支援やプログラムの定着などの出口戦略について議論し、産学官に向けた提言をまとめる。提言
は共有し、フォーラム 1 日目のパネルディスカッションの場で発表する提言を選定した。

参加者数：学生 86 名、教員 56 名（名大外 43 名）、メンター 16 名（他に事前登録のない参加者十数名）

12:30-13:00 受付（環境情報館１F ラウンジ）
13:00-13:10 オリエンテーション（環境総合館１F レクチャーホール）
13:10-13:40 講演①文部科学省高等教育局大学振興課 三浦和幸 課長
 逐次通訳付き（環境総合館１F レクチャーホール）
 「博士課程教育リーディングプログラムの成り立ち、成果と今後の課題」
13:40-14:10 講演② ㈱デンソー 技術開発センター 技術人材戦略室 手操能彦様
 逐次通訳付き（環境総合館１F レクチャーホール）
 「Expectations for the new Dr. talent ～ From the perspective of MONOZUKURI companies ～」
14:10-14:20 グループ分け→各部屋へ移動（環境総合館レクチャーホール、同会議室、理学南館セミナー室、同会議室）。

1G：学生 5 ～ 6 名、メンター 1 名、教員 2 ～ 3 名（オブザーバー）×15（日本語 J1 ～ J10、英語 E1 ～ E5）
14:20-17:00 討論（環境総合館レクチャーホール、同会議室、理学南館セミナー室、同会議室）
 - 各提言を共有→整理→議論→グループが推薦する提言の絞り込み→スライド化
 - グループ推薦提言のスライドは、17 時までアップロード。
17:00-17:10 環境総合館レクチャーホールへ移動
17:10-18:00 提言披露、投票（環境総合館１F レクチャーホール）
 ‐ 環境総合館ラウンジに設置された推薦提言 15 案から、よいと思うものに受付で配られたシール 3 枚を貼る（一

つの提案に 3 枚貼っても、一枚ずつ貼ってもよく使い方は自由。自分のチームの提案には貼ることはできない）
 ‐ 投票前後はグループごとにまとまって、お弁当を食べながら着席
18:00-18:10 集計
18:10-18:30 結果発表（環境総合館１F レクチャーホール）
 ‐ 投票の多い上位 10 件を Day1 のパネルディスカッションで披露する提言に確定、再グループ化
  投票の結果、下記提言が選ばれた。
 産学主体のアイデア
 J5 Dear PhD Students, Everything Will Be OK!
 E5 Encouraging More Japanese To Do PhD
 J6 Scholarships and Research Funding for PhD Student from Industry
 J2 Leading Branding Fund
 E1 Leading Program Branding Strategy

 官学主体のアイデア
 J9 Improving Reputation of Graduate School in Japan
 E4 Leading Alumni and Career Network
 E2 Co-creation, Co-design, Co-production Towards Sustainable Development Goals (SDGs)
 J10 Case Compilation Based on The Legacy of The Leading Programs
 J3 Changing Human Resource by Leading Program

 ‐ 選ばれたグループはそのまま。選ばれなかった 5 グループは個人で好きなグループに入る。
18:30-18:40 移動（環境総合館レクチャーホール、同会議室、理学南館セミナー室、同会議室）
18:40-20:00 議論・資料準備（環境総合館レクチャーホール、同会議室、理学南館セミナー室、同会議室）
 ‐ パネルディスカッションで披露する資料（PPT）を作成し、20 時までにアップロード。
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DAY1： 2017 年 10 月 20 日（木）＠名古屋マリオットアソシアホテル
15:00-16:30（16 階タワーズボールルーム）

パネルディスカッション
学生代表による提言と議論
事前討論で選ばれた第 1 次選考提言候補を紹介するとともに、パネリストや会場の参加者からの意見をいただくことで、Day2 での
フォーラム参加者が合意した名古屋宣言に向けた最終絞り込みのための情報を収集した

学生代表：長江祐樹（名古屋大・実世界）、多知裕平（名古屋大・グリーン）

内容：
Day 1 午後の 2 番目のプログラムとして、フォーラムのテーマである「リーディング大学院のレガシー」 について、パネルディスカッショ
ンが開催された。登壇者は、［モデレーター］杉山直（名古屋大学 PhD プロフェッショナル登龍門プログラムコーディネーター、理
学研究科教授）、［パネリスト］ 坂井スオミ（元 UNICEF 本部倫理担当事務局長首席顧問）、田中健一（三菱電機㈱開発本部役員技監）、
波多野睦子（東京工業大学 環境エネルギー協創教育院プログラムコーディネーター、工学院教授）、岩田洋夫（筑波大学 エンパワー
メント情報学プログラムプログラムコーディネーター、システム情報工学研究科教授）、学生代表 2 名（名古屋大学）、［コメンテーター］
平野博紀（文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室室長）の各氏であった。
　登壇者の自己紹介の後、社会からの博士人材への期待として、坂井、田中の両氏が見解を述べた。国際機関や企業研究者として
働く博士人材を前提として、コミュニケーション能力、Cocreation 能力、組織力などの能力が必要であり、博士課程リーディングプ
ログラムがまさにこれらの育成に適したプログラムであるとのご指摘をいただいた。その次には、中間評価で S 評価を得たリーディ
ングプログラムのコーディネタ―である波多野、岩田の両氏から、各プログラムの成果について紹介された。産業界への進出する修
了生が増加したこと、研究室の壁を越えた研究指導が成されたこと、全学的な教育改革へと結びついたことなど、さまざまな成果が
紹介された。その次には、名古屋大学の二人の学生代表から、Day0 の議論の内容が簡単に紹介され、フォーラム終了後に名古屋
宣言として発行される 10 の提言案が紹介された。この提言案を題材に、適宜、平野氏からコメントを頂きながら、フロアを含めて
活発なパネル討議が行われた。具体的な内容は、企業における博士号取得者の待遇、博士号取得者を増やす方策、リーディングプ
ログラム支援期間終了後の資金確保、産業界からの博士課程教育に対する資金供与、修了生の同窓会組織化、リーディングプログ
ラムの内製化、研究室や研究科の壁を越えた融合教育などである。最後に、パネラー全員が一人ずつ本パネルディスカッションに
ついて総括し、博士人材に対する期待、学生に対する経済支援の重要性、博士課程教育リーディングプログラムの社会発信、さまざ
まなネットワーキングの重要性などが表明された。

DAY2： 2017 年 10 月 21 日（土）＠名古屋マリオットアソシアホテル
9:00-10:00, 10:15-12:45 16 階アゼリア

Day１のパネルディスカッションでいただいた議論を踏まえて、提言に興味を持った事前議論に参加していない学生・教員にも参加し
てもらい選ばれた提言を紹介・議論することで、その提言の内容を深化するとともに、参加者全員の同意をもって、最終的に名古屋
宣言としてまとめた。

9:00 ～ 10:00 Day1 でのパネルで出た意見を各 10 件の提言資料に反映（各グループ）
10:15 ～ 10:20 オリエンテーション
10:20 ～ 12:00 10 提言のプレゼンとそれに対する質疑・意見交換、及び名古屋宣言（案）の拍手による承認（1 提言 10 分×10 件）
12:00 ～ 12:45 プレゼンでいただいた質疑・意見を踏まえて、最終的な資料を作成し提出（各グループ；出口戦略 WG 参考資料）。

同時に、名古屋宣言に対するコメントも反映（名古屋宣言は 8 ページに掲載）。
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登壇者及び参加者学生による提言案発表オリエンテーション

学生代表による発表登壇者

提言案のポスター発表グループ討論

DAY1 パネルディスカッションの様子

DAY0 事前討論の様子

DAY2 分科会の様子

文部科学省三浦様による講演



8

名古屋宣言（日本語）

高度博士人財の創出による、国際社会の発展および日本のグローバル社会への展開に向けて、提言します。

「集約」
 • 先例のない、グローバル博士人財の育成プ口グラムとして、７年間の教育ノウハウ・ナレッジを、プ口グラムの垣根を超えて一元・

集約化します。例えば、人財データベースを構築することで、高度博士人財の見える化、卒業生や産業界とのネットワークを実現
します。

「展開」
 • 集約化したレガシーを今後、産・官・学に向けて発信します。例えば、事例を分析し教材化することで、 今後の日本の大学院教

育の高度化に活用します。在学中には、産業界との共同研究をベースにしたインターンシップを導入することで、人財の社会へ
の橋渡しを行います。レガシーの展開を通じて、グローバル博士人財を増やしていくことで、７年間の成果を社会に還元します。

「創出」
 • グローバル博士人財教育エコシステムの構築によって、新価値を創出できる人財を多く輩出し、持続可能な国際社会の発展に寄

与します。

Nagoya Declaration (English)

We the students participating in the Program for Leading Graduate Schools Forum 2017 in Nagoya make proposals for the 
progress of the international community and the contribution of Japan to the global society thorough the creation of highly 
skilled doctoral human resources.

“Consolidation of legacies”
We unify and consolidate seven years of educational know-how/knowledge of this unprecedented Global Doctoral Human 
Resources Development Program beyond the boundaries of individual programs. For example, by building a human 
resource database, we will share information about highly skilled doctoral human resources, and facilitate networking 
between graduates and industry. 

“Advancement of graduate school education”
We will transfer consolidated legacies to industry, government and academia. For example, by analyzing case studies and 
making them teaching materials, we will utilize them for further advancement of graduate school education in Japan. We 
will connect human resources to society by introducing internships for doctoral students based on collaborative research 
with industry. Through the development of legacies, we will return the achievements of seven years to society by increasing 
the number of global doctoral human resources.

“Value creation”
We aim to contribute to the development of a sustainable international society by producing human resources who can 
create new values based on the established educational ecosystems for global doctoral human resources.
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プログラム定着WG報告
1. 定着ワーキング企画概要
　博士課程教育リーディングプログラムは、「優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー
へと導く」ための「大学院教育の抜本的改革」を支援する事業である。採択された 62 のプログラムは、それぞれに国際人材を養
成するための企画や訓練プログラムを考案し、実施してきた。
　各プログラムが考案し、実施した企画や訓練プログラムについて、その概要、着目点、有効性についての情報を共有し、優れた
企画や訓練プログラムを自らの大学院教育の中に移植して実施するためのノウハウを活用できるようにすれば、日本の大学院教育の
改善に今後も活用することができる。
　このような視点から、「優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーへと導く」ために各
プログラムで開発したユニークで優れた試みのノウハウを集め、全国の大学院の関係者と共有する企画を立てた。

2. 企画実施の流れ
　定着ワーキングは、名古屋大学で実施中の6つのリーディングプログラムから、それぞれ1名が参加して運営した。定着ワーキングは、
全国のリーディングプログラムに対して行う依頼の内容を検討し、2017 年の 5 月下旬に、「ユニークな企画・訓練開発プログラムのノ
ウハウ共有および成果広報」という依頼状を送付した。この依頼状は、企画の狙いの説明に加えて、ノウハウ提供のためのフォーマッ
トも指定し、具体的なサンプルを日本語版と英語版で作成し、提供した。

　各リーディングプログラムからのノウハウ提供の締切は、2017 年 7 月末日とした。期限までに、60 を越えるノウハウが提供された。
提出されたノウハウは、定着ワーキングのメンバーが分担して読み、ノウハウの共有という観点から、具体的な説明が乏しい場合には、
より具体的な説明を求め、説明が明快でない部分については、再検討を提供元のリーディングプログラムに依頼した。ノウハウに関
する説明の加筆修正の期限は、8 月末日に設定し、日本語版の内容を確定する一方、英語版の作成を依頼した。多くのリーディング
プログラムから積極的かつ熱心な協力があり、この加筆修正作業は、ほぼ予定通り完了した。

3. ノウハウの共有のためのウェブ活用
　当初、定着ワーキングでは、提供されたノウハウを冊子体と CD で配布する計画を立てたが、名古屋大学のフォーラム実施準備委
員会のアドバイスに基づいて、成果をウェブで提供し、関係者が必要な範囲でファイルをダウンロードする方式に変更した。冊子体は、
フォーラム当日にサンプルとして呈示する取り扱いをすることにした。
　定着ワーキングは、名古屋大学のフォーラム広報ワーキンググループの協力を得て、提供されたすべてのノウハウを簡単な検索機
能を持ったウェブ上に登録し、フォーラムの開催期間（10 月 20 から 21 日）にフォーラムのウェブ（http://www.leading.nagoya-u.
ac.jp/LF2017/）から「プログラム定着 : 特徴ある活動・取り組みのノウハウ集」として公開した。収録ノウハウの数は、68 である。
　ノウハウ集に収録した各ノウハウは、(1) 各リーディングプログラムの全体概要図、(2) ユニークな育成・訓練のノウハウの概要（日
本語と英語のバージョン）、(3) 関連資料（必要な場合）から成っている。
　ノウハウは、グローバルリーダーに必要な多様な技能に関連しているため、ノウハウを分類するために、イギリスの Vitae 
Researcher Development Framework（通常、Vitae RDF と略称される）の分類表を利用することにした。定着ワーキングは、こ
れによって、新しい大学院教育の中で訓練できる可能性のある多様な技能を特定し、訓練プログラムの開発につなぐことができると
期待している。

4. ノウハウ集の校訂
　定着ワーキングは、フォーラム終了後、ノウハウ集の公開は、一時中断することとした。それは、各リーディングプログラムの担当
者が他のリーディングプログラムのノウハウを参照し、自ら提供したノウハウの説明の仕方などを向上させる機会を設ける一方、一般
的な公開のための再確認作業を行うためであった。
　再確認作業を行う依頼は、2017 年の 12 月末に、定着ワーキングからノウハウを提供した各リーディングプログラムに行った。そ
の結果を取りまとめ、2018 年 3 月までには、校訂済みのノウハウ集を再公開する計画である。

5. フォーラム当日の定着ワーキング企画について
　定着ワーキング担当の分科会は、フォーラム二日目の 10 月 21 日午前に行われた。この分科会では、同志社大学大学院グローバル・
リソース・マネジメントプログラムの「GRM インフラストラクチャー基礎実験」のノウハウと、長崎大学大学院の熱帯病・新興感染
症制御グローバルリーダー育成プログラムの「多国籍の大学院生のための英語カリキュラムの設計」のノウハウに関する報告と質疑
応答が行われた。定着ワーキングの依頼により、同志社大学の報告と質疑は、日本語で行い、長崎大学の報告と質疑は英語で行った。
　同志社大学のプログラムは、現代世界にとって喫緊の課題である異文化と摩擦や衝突を回避するための学知と資源・エネルギー
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に関する学知を統合的に扱う能力を訓練することを目的にしている。そのため、人文・社会科学を主専攻とする学生は、インフラ科学、
資源・エネルギー科学の理工学分野を副専攻とし、理工学を主専攻とする学生は、地球規模の課題に関する人文・社会科学分野を
副専攻とする教育課程を導入している。
　今回報告で取り上げられた実践演習では、自然科学分野における最適化問題を社会科学的側面も含めて鳥瞰し、国家資源や社
会インフラが「人間の創出するシステム」であることの認識を学生に深めさせようとするものである。プログラムでは、工業高等専門
学校の教員と協力し、人文・社会科学系の学生に風力・太陽光発電に伴う基礎的実験に参加させるなどの機会を使った訓練を実施
している。
　長崎大学のプログラムは、熱帯病・新興感染症制御グローバルリーダー育成を目的としている。病気には国境がないため、適切
な対応体制を用意して対応するには、言語的な障壁を克服することも重要な訓練要素として位置付けられている。
　今回報告で取り上げられたのは、多国籍で、英語能力も多様な大学院生を訓練するための英語カリキュラムを設計する場合のノウ
ハウである。学生が必要としている英語訓練の具体的なニーズを分析する手順、学生ニーズの分析に基づくコース計画の立案、査
定と評価方法の検討と利用について、科目開発の観点からの実践報告が行われた。
　個別報告に続いて、パネルディスカッション「成果検証と共有の枠組み構築」が行われた。松中学氏（名古屋大学）が司会を務
め、4 名のパネリスト、三須敏幸氏（広島大学）、大屋雄裕氏（慶應大学）、神成文彦氏（慶應大学）、田中瑛津子氏（名古屋大学）
が研究者に求められる幅広い技能を分析提示した Vitae RDF の特徴や意義について、意見交換する一方、現代日本の成果検証に
関する考え方とその検証方法が高等教育機関に及ぼす影響などについて、幅広く意見交換を行った。

ノウハウ発表の様子 パネルディスカッションの様子
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ダイバーシティ・マネジメントWG報告
　本分科会では、社会を活性化する重要な方策である「ダイバーシティ・マネジメント」について、Day 0 における事前討議（Pre-
Forum Session）、並びにフォーラム二日目の分科会において、全国の各プログラムが進めてきたダイバーシティ・マネージメントに
関する取り組みを紹介し、今後のあり方についての討論や意見交換を行いました。発表及び討論は全て英語で実施しました。さらに
Day 0 においては、HeForShe イベント『キャンパスから性暴力を追放するためのワークショップおよび Global Ideathon（アイデア
ソン）』を実施し、安全安心な大学をつくるための方策や意識改革について意見交換を行いました。

（１）ダイバーシティ・マネジメント

１）Diversity Management Pre-Forum Session B (Day 0)
実施日時：2017 年 10 月 19 日（木）13:00-15:00
場所：名古屋大学東山キャンパス　減災館 1F 減災ホール
　リーディングフォーラムにおいて、全国のプログラムの中で優れた多様性推進活動について、フォーラム参加者へ発信し、「ダイバー
シティ・マネージメント」の理解促進を目的として、フォーラム前日に、事前討論を実施しました。全国 39 プログラムから 60 名の学
生が参加しました。小グループに分かれて、各プログラム学生が「ダイバーシティ・マネージメント」に関する取り組みについて発表
しました。グループ内でそれぞれの取り組みについて議論し、8 プログラムの優秀事例を選出しました。

２）Diversity Management Session (Day2)
実施日時：2017 年 10 月 21 日（土）10:15-12:30
場所：名古屋マリオットアソシアホテル　17F コスモス
　Pre-Forum Session において選出された優秀な８プログラムがそれぞれの取り組みを報告し、全国 39 プログラムから参加した 60
名の学生に加えて、企業や大学関係者も交えて議論を行いました。その後休憩を挟んで、選出されたプログラムからの代表者をパネ
リストとしたパネルディスカッションにより、今後の産官学におけるダイバーシティ・マネージメントのあり方について意見交換を行い
ました。

 

（２）HeForShe イベント『キャンパスから性暴力を追放するためのワークショップおよび Global Ideathon（アイデアソン）』
実施日時：2017 年 10 月 19 日（木）15:00-17:00
場所：名古屋大学東山キャンパス　減災館 1F 減災ホール

　全国の各プログラム参加生が「キャンパスから性暴力を撲滅するためには何ができるか」をテーマとして、議論を行いました。
　国連機関 UN Women による HeForShe（世界規模でのジェンダー平等運動）を推進する世界の主要 10 大学に、名古屋大学は
日本で唯一選出されています。HeForShe 事業ではキャンパスから性暴力を撲滅することを共通のコミットメントとしており、そのため
の解決策を考えるアイデアソンを毎年、各大学で実施しています。今回は、リーディング大学院合同フォーラムに全国から参加した大
学院生とともに、イベントを開催しました。

写真：（左）Pre-Forum Session B (Day 0)の様子、（右）Diversity Management Session (Day 2)の様子
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　イベントの前半は、参加者が少人数のグループに分かれ、デートレイプがどのような状況で起きるかについて、シナリオを用いな
がら議論しました。議論をする中で、性暴力は身近な関係でも起こり得て、誰もが加害者・被害者になり得ることを学びました。イベ
ント後半では、キャンパスから性暴力をなくすために何ができるかについて、再び少人数のグループにわかれて議論した後、各グルー
プによる発表を行いました。 
　全体を通じて、参加者は熱心に議論をしていました。参加者からは、性暴力身近にあるものであり、このテーマについてもっと議
論したり、教育プログラムを設けることが重要であるとの指摘がありました。

 
 

 

写真：Day 0におけるGlobal Ideathon（アイデアソン）の様子
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参  考  資  料
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開催大学挨拶
日時：2017 年 10 月 20 日（金）10 時〜 10 時 30 分
登壇者：松尾清一（名古屋大学総長）

　皆様おはようございます。名古屋大学総長の松尾清一と申します。本日は皆様ご多用の中、博士課程教育リーディングプログラム
フォーラム 2017 に多くのご出席を賜り、心より感謝を申し上げます。主催大学を代表し、一言御挨拶と御礼を申し上げたいと思います。
　はじめに、本日出席を賜りました来賓の皆様、日本学術振興会理事長安西祐一郎様、文部科学省大臣官房審議官瀧本寛様、ま
た後ほど基調講演を賜ります、科学技術振興機構理事長濵口道成様、BT ジャパン株式会社代表取締役社長吉田晴乃様、このたび
は誠にありがとうございます。また本日は、文部科学省、日本学術振興会、全国の大学、企業等から多数の皆様にお越しいただい
ております。事務局によりますと、参加登録は 1000 名を超えており、まだまだ多くの皆様に来場いただく予定です。改めて感謝を申
し上げます。
　皆様もご存知のとおり、現在日本は非常に大きな曲がり角に立っております。国内では少子・超高齢化に対する将来への不安が
広がり、また国際的にも様々な出来事が起こる中で、「日本がどのようにして世界の幸福や社会の持続的発展に貢献していくのか」
が大きな課題となっております。そのような中で、非常に優秀な博士人材を質・量ともに増やし、社会で大いに活用することが、問
題解決への大きな鍵になるのではないかと考えております。そのためには、これまでの大学のあり方を見直し、若い優れた人材が自
分の将来を見据えた勉学に集中、専念できるシステムを作ることが重要と言えるでしょう。
　日本における博士課程修了者数は先進国の中で最も少なく、かつ減少傾向にあります。アメリカ、中国、イギリスなど、どの国も
博士号取得者を増やしている中、日本だけがこうした状態にあり、「博士離れ」は深刻な問題です。博士離れの大きな原因としては、
博士号取得後のキャリアパスが不安定であること、また進学への経済的な負担が挙げられます。これらを克服するために、「博士号
を取得することで責任ある魅力的なポストに就くことができ、それに見合った収入が保障され、採用した企業は博士人材の活用によ
り生産性向上やイノベーションの進展といった成果が得られる」好循環を作り出す必要があります。そして大学側には、博士課程を
学生がより高いレベルの能力を身に付け、実績をつめる場所へ変革させることが期待されており、まさにその突破口となるのが、リー
ディングプログラムです。
　このリーディングプログラムは、日本の国公私立大学における大学院教育を抜本的に改革することを目的に 2011 年に開始され、
今年で 7 年目を迎えます。全国 33 大学で 62 プログラムが展開されており、各プログラムが優秀な学生を募り、俯瞰力と独創力を備え、
広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーの育成を行っております。リーディングプログラムには全国で 4000 名を超える学
生が在席しておりますが、これは日本の大学院生総数 25 万人のうち 1.6% にあたり、将来社会のコアとなる博士人材を育成しており
ます。5 年一貫のプログラムでは、博士前期課程入学時に、研究計画や英語力、意欲やコミュニケーション能力を評価されプログラ
ムに入り、5 年間優れた教員の指導を受け、専門性に加え多様なスキル、国際感覚、リーダーシップマインドを身に付けます。多く
の留学生も参加しており、選抜された優秀な人材が切磋琢磨できる環境が確保されているのです。
　名古屋大学では、優秀な博士人材の育成が大学としての最重要課題であると認識し、長期計画の中で、博士人材に必要な力を 3
つにまとめました。新たな課題に挑戦する研究力、英語を基盤とする国際発信力、そして社会とつながる力です。これらを身に付け、
修了後さまざまな分野でリーダーシップを発揮いただくことが重要であると考えております。少し前の出来事ですが、青色発光ダイオー
ドを発見し、2014 年にノーベル物理学賞を受賞された赤崎先生・天野先生は、研究当時不可能とされていたことにあえて挑戦し、
非常に苦労しながらも大きな偉業を成し遂げました。リーディングプログラムの学生に限らず、日本の博士課程の学生には、与えら
れたテーマのみではなく、自ら新しいテーマを開拓し、それを未来社会につなげていく、こうしたチャレンジ精神を培っていただきた
いと思います。他の先進国に遅れをとりながらも、昨今学生による自主企画研究会やベンチャー企業も多く立ち上がり、日本の学生
にもチャレンジ精神が育ちつつあると感じます。また、英語を基盤とする国際発信力も極めて重要です。博士人材は学術論文にとど
まらず、どの立場にあっても相手の意見を聴き、自らの意見を表明しながら、周囲と連携し未来を切り拓くことが求められます。社会
とつながる力の重要性については、既にリーディングプログラムの成果として示されつつあります。リーディングプログラムでは、大学
教員のみならず、産業界、国、自治体、国際機関等からも多大なご支援をいただくことで、いろいろな方と意見交換する機会を得
られ、次の時代につながる内容を日々学ぶことができております。また、大学の壁を打ち破ったことで、修了後産業界や国際機関で
力を発揮しようとする学生が増加したことも大きな成果であると言えます。
　最後に、日々高い志をもち、リーディングプログラムを通じてリーダーシップの素養を身に付ける一方、研究そのものの力も伸ばし
ている学生の皆様に心から賞賛を送りたいと思います。本日、明日の二日間にわたるフォーラムでは、皆様の積極的な発言に期待し
ております。またリーディングプログラムの成果、「レガシー」が大きなテーマとなっておりますが、大学としてはこうした内容を引き続
き明日に向かって伸ばしていきたいと考えております。日頃プログラムのために尽力いただいている皆様からのより一層のご支援を祈
念いたしまして、私からの御挨拶とさせていただきます。
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来賓挨拶
日時：2017 年 10 月 20 日（金）10 時〜 10 時 30 分
登壇者 : 瀧本寛（文部科学省大臣官房審議官　高等接続・高等教育局担当）

　皆様おはようございます。只今紹介をいただきました、文部科学省大臣官房審議官の瀧本寛と申します。本日博士課程教育リーディ
ングプログラムフォーラム 2017 をこのように盛大に開催されますこと、心よりお慶びを申し上げます。また、本フォーラム開催にあた
り尽力いただきました、松尾総長はじめ名古屋大学の皆様、関係者の皆様に厚く御礼を申し上げます。加えまして、本日は産業界を
はじめ各界の皆様にも参加いただいているとお伺いしております。講師派遣やインターンシップ受入など日頃の多大なるご協力に、
高い席からではございますが御礼申し上げます。
　少子高齢化や国際競争の激化など、めまぐるしいスピードで国内外の環境が変化を続ける中、日本が今後も成長を続けるために
必要とされる「第四次産業革命」や「ソサエティ5.0」の推進など、学術プレゼンスの向上や新産業の創出が求められております。
昨今人工知能が急速に進化し、人間の仕事が AI に奪われてしまうのではないかという不安が広がる中で、さまざまな領域での活躍
が期待される「高度博士人材」育成の重要性が増しているとともに、博士課程教育への期待もより一掃の高まりを見せております。
日本の未来をより豊かなものにしていく上で、全国の学生の中でも特に優秀な学生として選ばれた皆様は、次の時代を牽引する人材
として大いに期待されております。
　高度博士人材へのニーズが高まる一方、従来博士課程教育に対しては、「限られた専門分野に閉じこもりがちである」という批判
的な声もございました。こうした状況を変革すべく、広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーを養成する事業として、博士
課程教育リーディングプログラムを平成 23 年度にスタートさせ、62 プログラムを採択、これまで 1000 億円を超える予算を投入して
まいりました。産業界をはじめ各界の皆様や、国内外の先生に尽力いただいた結果、プログラム参画企業・機関数は 850 を超え、
インターンシップ派遣数は累計約 1000 名、共同研究の案件も 750 件を超えなおも右肩上がりに増加しております。昨年度までにプ
ログラムを修了した 730 名のうち 96% の 690 名が就職し、既にさまざまな分野で活躍をしておりますが、96% という就職率は、全
国の学生と比較しても非常に高い割合です。さらに国内外の学会あるいはコンペ等での受賞をはじめ、特許出願、起業など、在学
生の皆様の素晴らしい活躍ぶりも報告されており、今後のさらなる飛躍に大きな期待を寄せております。
　現在、文部科学省所管の科学技術学術政策研究所を中心に、博士人材データーベース（通称、JGRAD）の構築を進めております。
この JGRAD は、社会における博士人材の活躍状況を幅広く追跡し、博士課程修了者の継続的なキャリアを集積する情報基盤構築
を目的としたものです。リーディングプログラムの本来の成果とは、プログラムを履修した修了生が、社会のさまざまな分野でその力
を存分に発揮することであるといえます。文部科学省としては、JGRAD によりその活躍状況を把握し、各方面にアピールしていきた
いと考えております。さまざまな情報提供サービスもございますので、学生の皆様は是非ともご登録をお願いいたします。
　リーディングプログラムに対しては、既に中間報告等において、分野横断的なカリキュラム、学生の質を確保する仕組み、研究科
間の教員連携や、海外インターンシップや研修、留学の拡大等、さまざまな点で評価がなされております。その一方で、国からの事
業支援期間終了後の継続性や、プログラム担当教員以外の関係者の理解と協力という面では課題も指摘されております。採択大学
関係者の皆様におかれましては、事業支援期間終了後も、素晴らしい成果を残してきたリーディングプログラムを継続、定着、発展
させることで、国際競争力を有する魅力ある大学院作りを進めていただきますようお願いいたします。また、産業界はじめ各界の皆
様には、プログラムの更なる発展に向けて、長期インターンシップの受入や、講師派遣、とりわけ博士人材の採用につきまして、格
段のご配慮をお願いいたします。
　結びになりますが、これまでプログラムに携わってこられた教職員の皆様の努力に心から敬意を表しますとともに、本事業を通じて
日本の新たな博士課程教育が構築され、未来を牽引する大きな原動力となることを祈念し、私からの御挨拶とさせていただきます。
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来賓挨拶
日時：2017 年 10 月 20 日（金）10 時〜 10 時 30 分
登壇者 : 安西祐一郎（日本学術振興会理事長）

　皆様おはようございます。日本学術振興会の安西祐一郎と申します。松尾総長はじめ名古屋大学関係者の皆様、本日はこうした 2
日間にわたる非常に大きなフォーラムを開催いただき、誠にありがとうございます。事前準備、運営に感謝を申し上げます。我々日
本学術振興会が運営事務局を引き受けていること、また自分自身がプログラム委員会委員長を 7 年間務めていることから、このリー
ディングプログラムは私にとって大変想い入れのある事業です。平成 23 年度からの 3 年間で 327 件の申請があり、うち 62 件のプ
ログラムが採択されていますが、これまでプログラム委員会の皆様や、40 名超のプログラムオフィサーの皆様など、大変なバックアッ
プをいただきながら運営してまいりました。また、昨今産業界の皆様から格別のご理解、ご支援を賜り、大学と企業のタイアップが
全国で進んでいることを大変嬉しく思っております。加えて、学生の皆様が「こういうことをやりたい」という活動を自ら考え、行動
するようになってきたと感じております。学生独自の組織もできているとの報告も受けており、このプログラムで学ぶ皆様が博士号を
取得し、次の時代を牽引する日がくることを期待しております。
　本日は 5 月に文部科学省で開催された中教審部会での報告を元に、事務局の立場より一言申し上げたいと思います。中間評価の
総括について、まずプラスの面として、分野横断的なカリキュラム、研究科間の教員の連携、産官のリーダーによるメンターやセミナー
の実施、インターンシップを含む海外派遣の増加などが評価されておりました。一方課題といたしましては、事業支援期間終了後の
継続性、とりわけ財政的な持続可能性を問われており、教職員の皆様にはこのムーブメントを是非継続、定着、発展させていただき
ますようお願いいたします。その他、プログラム担当者以外の関係者の理解と協力が得られているかという点も課題として指摘されて
おります。日本の近代の夜明けにおいて、幕末の藩校の学生をはじめとする若い人たちが自分たちで時代を切り拓き、心ある上の
世代がそれを応援しているという構図がありました。さまざまな評価を受けながら、大学、そして博士課程教育は時間をかけて変化し
ていきます。そうしたことを長期に見越して、学生の皆様には次の時代のリーダーを目指していただきたいと思います。
　「日本の近代を切り拓いたリーダーのような人材は、リーディングプログラムの学生から生まれる」、そうした期待をもって 7 年間事
業を運営してまいりましたが、実は 5 年目までは本格的な修了生が少なく、なかなか結果が出ませんでした。相当な資金を投入して
いたこともあり、文部科学省に中止すべきだと伝えたこともあります。ところが、昨年から今年にかけて急速に成果がではじめまし
た。今年の 4 月に 700 数十名の修了生が巣立ったことや、企業の皆様からのバックアップがここ 1~2 年間で急速に進んだこと、あ
るいは文部科学省による現場への理解が進んだことが背景にあると考えております。ここにきてようやく、私にとってこのプログラムが、

「やっていてよかった」と思えるプログラムになりつつあるのです。
　2020 年から小学校の学習指導要領が改訂される予定です。アクティブラーニングを取り入れた教育を活発に行う内容に改訂され
ます。その後中学校の学習指導要領が 2021 年、高等学校も 2021 年から 2022 年にかけて全面的に改訂され、高等学校では 2019
年に「高校生のための学びの基礎診断」という制度も入ります。また、2021 年の大学入試から、センター試験の方式が変わり、英
語の 4 技能が新たに試験科目に含まれる予定です。日本の教育が、小学校から大学まで全て変わる、幕末から明治への教育の変化
に匹敵するものではないかと考えております。ここにいる学生の皆様がリーダーになる時代は、こうした大きな変化の時代なのです。
プログラムで学んだ修了生が、世界各国さまざまな領域で活躍している、そうした時代がくることを願って止みません。産業界はじめ
各界の皆様、関係者の皆様にも御礼を申し上げ、これからのプログラムの更なる発展に心から期待し、私の御挨拶とさせていただき
ます。
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基調講演
日時：10 月 20 日（金）10 時 30 分〜 11 時 15 分
登壇者：濵口道成（科学技術振興機構理事長）
講演タイトル：未来を担う君たちへ　－科学的な思考と倫理観を鍛えよう－

　皆様おはようございます。科学技術振興機構理事長の濵口道成と申します。こうした場で講演をさせていただくことができ、大変
光栄に思います。名古屋大学には、現在 6 つのリーディングプログラムがあり、私自身が総長であった時代にスタートさせた責任を
感じながら、日々はらはらしつつ見守ってきました。本日は私が何を考え、そして何を求めてこのプログラムをスタートさせたか、また
若い学生の皆様にどういったことを期待しているかをお話させていただきます。

　ロックフェラー大学という大学をご存知でしょうか。これまでのノーベル賞受賞者のうち、25 名が在籍していた大学院大学です。こ
の「25 名」という数字がいかにすごい数字かお分かりにならない方もいらっしゃると思いますが、参考までに国別受賞者数を見ると、
日本はアメリカに次いで 2 番目に多い 13 名。ロックフェラー大学は単独の大学で日本の約 2 倍、ノーベル賞受賞者を輩出している
ことになります。ロックフェラー大学の校訓は、「人類の幸福のための科学」であり、私が大好きな言葉です。「人類の幸福のために我々
は科学で貢献する」、というメッセージがあらゆる場所で強く発信され、学生もこの校訓を胸に刻み、トップサイエンティストの一人と
してとことんトレーニングを積みます。例えば、修了生の一人である、ジェラルド ･ モーリス ･ エーデルマンという生物学者が、1972
年にノーベル生理学・医学賞を受賞していますが、この研究の基礎となる内容はロックフェラー大学で学んでいた頃のものです。
　私がロックフェラー大学に在籍していた当時、研究室のある建物と宿舎が道を挟んですぐでしたので、文字通り研究漬けの日々を
過ごしました。宿舎での夕食後、もう一度研究室に戻り深夜まで作業するというようなスケジュールで、年末のファイナルカウントダ
ウンをラジオで聞きながら実験していた記憶があります。花房秀三郎先生に師事していましたが、30 人程度が在籍する研究室で母国
語の種類が 10 ヶ国語という、ダイバーシティに富んだ環境でした。研究室の共通言語は英語であり、昼間日本語を話すことは絶対
に許されず、日本人である先生と私も、ニューヨーカーのように「Saburo」、「Michi」と呼び合っておりました。しかし不思議なこと
に、夜間研究室に残り先生と日本語で会話をしておりますと、自然に「花房先生」と「濵口君」のやりとりに変わるのです。言語と
いうものが、私たちの思考と位置関係、物の考え方と発想に影響を持つということを、これほど強烈に感じた出来事は他にありません。
　また、「ダイバーシティ」というのは、単に語学が堪能というだけでは不十分で、無意識の行動への理解も重要であることを学びま
した。そのきっかけとなったのは、ニューヨーカーの同僚です。ある日彼が、研究室の中で怒りを露にしていたので理由を聴くと、台
湾からの留学生が統計データに関する質問をする際、自分の方ではなく横を向いてにやにやしながら質問をしたのだそうです。私た
ち日本人を含むアジア人は、失礼な質問をするときや言いづらいことを話すとき、愛想笑いをすることがよくありますし、そうした状
況では相手を直視することができないものです。しかしアメリカの社会は違います。どんな状況でも、まっすぐ相手の目をみて、冷静
に物事を話さないと気持ちが伝わらないのです。こうした同僚や先生と議論しているうちに夜が明けてくる、ということもよくありました。

「私が経験したような熱い議論に満ちた研究や教育を、日本の大学でやれているのか」という懐疑の念は、今でも常に持っています。

　ロックフェラー大学から 20 数名のノーベル賞受賞者がでていることは先にお話したとおりですが、意外にも大学内に銅像が設置さ
れているのは 2 名だけで、両者ともノーベル賞受賞者ではありません。1 名は、ロックフェラー大学の創設者であるジョン・ディヴィソン・
ロックフェラー、そしてもう 1 名はこの大学で梅毒や黄熱病の研究に取り組んだ野口英世です。この 2 人の銅像が、図書館の入り口
両サイドに置かれているのです。
　渡辺淳一の『遠き落日』という小説に、野口英世の一生が上手く描かれていますが、生涯で 3 度ノーベル賞候補に選ばれるほど
の仕事ぶりであった一方、性格は少し破天荒な一面を持っていたようです。野口英世は、ロックフェラー大学でサイモン・フレクスナー
という病理学・細菌学者に師事し、蛇毒の研究をしていますが、2 人の出会いは、フレクスナーがロックフェラー大学に赴任する前、
ペンシルベニア大学教授であった頃に遡ります。当時来日したフレクスナーに、「あなたのもとで働きたい」と直談判した野口英世が、
風呂敷ひとつを抱え船で太平洋を渡るのです。正式なポストは与えられず、助手からのスタートでしたが、毒ヘビの扱いが上手く、「何
でもやります」という彼に、フレクスナーが蛇毒の研究というテーマを与えたところ、論文にまとめられるほどの研究成果を上げ、ア
メリカの医学界で一躍その名を知られることとなりました。
　野口英世が昼夜関係なく熱心に働いていたことを物語るエピソードを紹介します。ロックフェラー大学に拠点を移した彼を、第三代
名古屋大学総長である勝沼精蔵先生が訪問した際、「4 時に来てください」と言われたそうです。その連絡を受けた勝沼先生は、「夕
方 4 時というのは研究者が一番忙しい時間帯であるから、これは朝方 4 時に来いということではないか」と考えました。そして実際
に朝の 4 時に訪問したところ、無事野口英世と会うことができ、研究室で紅茶をご馳走になったそうです。その後野口英世は、梅毒
スピロヘータを進行性麻痺・脊髄癆患者の脳病理組織内で発見し、以降もさまざまな病気の病原体を特定するなど、世界が認める
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功績を数多く残しました。
　こうして著名な研究成果を上げたにも関わらず、野口英世がノーベル賞受賞に至らなかったのはなぜでしょうか。それは、彼自身
が光学顕微鏡で見えるものしか信じなかったからだと言われています。野口英世と同時期、ロックフェラー大学にペイトン・ラウスと
いう病理学者がいました。ラウスは、顕微鏡で見ることのできない「ろ過性病原体」によりがんが感染すると主張しましたが、当時
は冷笑され、彼自身もこの研究をやめてしまいました。しかしそこから 55 年の時を経て、主張が正しかったことが証明され、ラウス
は 1966 年にノーベル生理学・医学賞を受賞します。実は、野口英世が研究していた黄熱病に関しても、1901 年の段階でアメリカの
ある研究グループがろ過性病原体によるものではないかというデータを提示していました。それでも野口英世は目に見えるものしか信
じませんでした。これこそが、仮説を証明すべく渡ったアフリカで、自身も黄熱病に感染し命を落とすという悲劇の始まりだったのです。
野口英世もラウスも、自分の仕事に命をかけていましたが、2 人の運命を大きく分けたのは、小さな偶然と、自分が何を信じるのか
という信念でした。科学における「真理」とは、非常に不確実なものです。昨今決定論的な物事の考え方が出ていますが、それは
ある意味我々科学者のおごりのようにも思えます。
　野口英世は伝染病で命を落としましたので、本来であれば感染した現地で遺体を焼かなければならないところ、当時のアメリカ大
統領が「彼の遺体を持ち帰るように」という命令を出し、遺体をラム酒漬けにしてニューヨークのはずれにある墓地へ埋めました。そ
れだけアメリカにおける野口英世の評価が高かったということです。大きな石がひとつ置かれただけのお墓ですが、ロックフェラー大
学の研究仲間が贈った墓碑名には「科学に対する献身的な活動を通して生き、人類愛のために死んだ」と書かれています。このメッセー
ジこそ、科学を志す者が一番大切にしなければならない心だと思います。しかし最近の日本では、どうもこの心がぼやけているよう
に感じます。なんとなく毎日忙しい、論文を書かなければいけないというところにばかり目がいっているのではないでしょうか。「我々
は人類のために活動しているのだ」という高いモチベーションで活動する学生が、このリーディングプログラムから多く生まれることを
願っています。

　少し話題を変え、現代社会の話をしたいと思います。民間リサーチ会社が発表したデータによると、世界経済に決定的な影響を与
える技術は 12 あるとされ、うち 6 つが IT もしくは AI に関連する技術です。オックスフォード大学のマイケル・オズボーン博士がカー
ル・フライ研究員と共著で 2013 年に発表した論文によると、2030 年頃までに、アメリカにある 702 の職業のうちおよそ半分が消滅、
労働者の 47% が失職するとあります。国内でも同様の研究がなされ、日本の労働者の 49% は職を失うとされています。イギリスで
あれば 35% ほどであり、実は日本が構造上非常に脆弱な部分を持つことが明らかになってきました。
　しかし、実際の日本は人手不足です。厚生労働省が公表しているデータによれば、ここ数年有効求人倍率は 1 倍を超え、賃金も
上昇傾向にあります。また、5 大都市圏の 30 歳代の人口は、2010 年を 100% とすると現在はおよそ 80% であり、5 年間で 2 割人
口が減少していることになります。2030 年の予想を見てみると、225 万人の労働人口減少と、AI の発達による 161 万人の失職が見
込まれていますが、この数字は、「2030 年の日本は 64 万人の人手不足になる」ということを指しているのです。
　ただ、人手不足だからと言って仕事があると安心するのは危険です。実はこの予想においては、日本の GDP が伸び続けることが
大前提となっているのです。先進国が今後さらに成長を続けるためには、さまざまな分野でのイノベーションが不可欠ですが、ドイツ
やフランスに比べて日本は大きく遅れています。イノベーション人材が圧倒的に不足しているのです。なお、イノベーションとインベン
ションは、似た単語ですが、大きく異なります。イノベーションは社会実装が求められ、これまでの博士課程における研究からは少し
遠いところにあるものでした。だからこそ今、大学院改革に取り組む必要があり、リーディングプログラムでも活発に実施されている
インターンシップや海外研修が非常に大きな意味を持つのです。
　クレイトン・クリステンセンというハーバードビジネススクールの教授が、『イノベーションの DNA』という本で、「イノベーションを
起こすにはどういう人材が必要か」を述べています。彼が 200 名近いイノベーターにインタビューし、共通する能力をサーベイしたも
のですが、関連づける力、質問力、観察力、ネットワーク力、実験力という具体的な 5 つのスキルとともに、「イノベーションに取り
組む勇気」について説明しています。ここで言う「勇気」とは、決して蛮勇ではなく、データを元にスマートリスクをとる勇気、そし
て発信する勇気です。「勇気なんてものは個人の性格の問題であり、教育できるものではない」と考える方もいるかもしれませんが、
私はこの「勇気」も教育でトレーニングすべきものだと考えています。

　ここでもう一度ノーベル賞の話に戻りたいと思います。ノーベル賞には適齢期があるとされていて、どの分野の受賞者も 30 歳
～ 40 歳くらいでコアになる研究成果を上げています。逆にこの時期に勝負しないと、その先チャンスは訪れないのかもしれません。
2014 年にノーベル物理学賞を受賞された天野先生の場合であれば、発明のコアとなる実験に成功したのは 25 歳、博士課程前期の
頃でした。友達が就職する中、地道に 1500 回もの実験を繰り返したそうです。こうした若手の力が重要であることは言うまでもない
ですが、天野先生の指導教官であり同じくノーベル賞を受賞された赤崎先生のような、師匠の存在も非常に重要です。師匠の幅広
い知識と洞察力や判断力と、若手の突破力があわさったときに破壊的なイノベーションを起こせるのです。実は、こうした「師匠と若手」
の良好な関係性は、他のノーベル賞受賞者にも多く見られます。1973 年にノーベル物理学賞を受賞された江崎先生や、2000 年にノー
ベル化学賞を受賞された白川先生の場合、学生からの失敗の報告が受賞研究のきっかけになっています。失敗したデータを見せる
学生と、そのデータに真摯に向き合う先生。この関係性を大切にしなければなりません。「こうなるはず」と決めてかかると、昨今騒
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がれているデータの改ざんにつながってしまいます。
　「幸運は準備された心のみに宿る」というパスツールの言葉があります。先ほど紹介した天野先生であれば実験機械の故障、
2002 年にノーベル化学賞を受賞された田中さんの場合は間違って試料を混ぜたというそれぞれの偶然が、世界に誇る素晴らしい技
術につながりました。「準備された心」を多くの若手が実感し、イノベーションを生み出す仕組みを、これからの日本は作っていかな
ければなりません。教育の場で、口うるさく指導をすると予定調和的な結果しか出ない一方、本人が自律的にやるといろいろなもの
が生まれてくるというデータがあります。ハイリスクなことをやれば、当然失敗や間違いも生まれますし、本人が生涯をかけて勝負し
ていることで、正確だと信じていても違うことがあります。ラウスと野口英世の運命の分かれ目もここにありました。しかし、これこそ
が科学の特性であり、成功を信じてリスクをとる「勇気」が重要なのではないでしょうか。今の日本社会はリスクをとることの本質を
理解していないように思います。それからもうひとつ、ノーベル賞受賞研究に共通することがあります。どの研究も最初の論文掲載は
名もない雑誌です。大多数が認めないことを発信する「勇気」や、批判に耐え、データによってそれを乗り越える力をトレーニング
するプロセスが不可欠なのです。

　最後に、科学の役割とは何なのでしょうか。1999 年のブダペスト宣言において、知識のための科学・進歩のための知識、平和の
ための科学、開発のための科学、社会における科学と社会のための科学という 4 つが提唱されていますが、私たち科学技術振興機
構では、4 つ目の「社会における科学と社会のための科学」を強調しています。21 世紀は持続可能性の時代とされ、国連が 2015
年に 2030 年達成を目指す 17 のゴールを定めました。世界共通の課題を定めたものですが、「自分の研究に何の関係があるのだろう」
と思う方もいると思います。現に、日本の達成度は下位です。例えば、貧困とジェンダーの問題があります。日本の最貧層はシング
ルマザーと言われていますが、この人たちの子供はディズニーランドや遠足に行けないのみならず、朝ごはんを食べずに学校に行く
ので授業に集中できず、金銭面・学力面で進学が困難となる傾向にあります。こうした貧困の連鎖にどう立ち向かうべきか、これは
社会科学の分野につながっています。皆様が志す科学とは、社会のための科学なのです。どうかこのことを忘れず、若い学生の皆
様に勇気をもって一歩前へ進んでいただきたいと思います。
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基調講演
日時：10 月 20 日（金）11 時 15 分〜 12 時
登壇者：吉田晴乃（BT ジャパン株式会社代表取締役社長、日本経済団体連合会審議委員会副議長、内閣規制改革推進会議委員）
講演タイトル：The Digital Possible －デジタル時代における女性の活躍－

　ご紹介ありがとうございます、吉田晴乃と申します。全国の大学の中でも、早くから女性活躍推進に力を入れておられる名古屋大
学で、講演させていただけることを嬉しく思っております。日本経済団体連合会（以下、経団連）初の女性役員として活動をしており
ますが、最近は経団連も、女性が活躍することで経済の活性化につながる、儲かる、という考えにシフトしつつあります。本日は、「The 
Digital Possible」というテーマで、技術革新、イノベーションが社会全体、そして私自身のキャリアパスに対してもたらした奇跡につ
いてお伝えしようと思います。

　まず、社会全体に対してもたらした奇跡、働き方改革に関するお話です。最近いろいろな場で自己紹介をする際、「4 足のわらじ
ならぬ、4 足のピンヒールを履いた稼働率 4000% のテレワーク CEO」というような紹介をしています。まず 1 足目は、母親であると
いうことです。私はシングルマザーですが、娘のプライオリティは非常に高いです。万が一いま娘からチャットで連絡が入れば、お集
まりの皆様には申し訳ございませんが、この場を失礼させていただくかもしれません。それくらいの高い優先度です。次に 2 足目が、
ブリティッシュテレコム（以下、BT）というイギリス最大手通信会社の日本法人社長としての顔です。就任から 7 年が経ちます。BT
が日本に進出して 30 数年ですが、初の女性社長として、競争の激しい ICT マーケットの中で毎年売り上げを伸ばしてきました。社長
という仕事は、一度売り上げが下がるだけでクビになるものですから、毎年売り上げを伸ばし、社員にボーナスを渡すというのは相
当な責務であり、今の私にとって一番重要な仕事です。そして 3 足目。冒頭お話しましたとおり、経団連初の女性役員に指名してい
ただきました。経済外交にかかる政府への提言を検討したり、女性活躍をはじめ各種委員会をリードしたり、その他メディア対応やこ
うした講演など、相当な時間を割いております。これで終わりかと思っていたところに、経済産業大臣から「規制改革推進委員会の
メンバーになっていただきます」との連絡があり、知らされた頃には決定事項でしたので引き受けるしかなかったのですが、現在総
理諮問機関である内閣府規制改革推進会議のメンバーとして、昭和一桁時代から放置されてきた、農業、医療、教育といったあら
ゆる分野の改革に着手しております。これが 4 足目のピンヒールです。

　経団連役員や規制改革推進会議委員といった公務は、本当に時間のかかる作業の連続で、毎日が受験勉強状態です。こうした公
務をこなしながら、BT の現地法人社長としてクォーターごとの売り上げを伸ばす一方、絶対に母親としての顔も譲らないという、こう
した仕事や生き方を可能にしているのが、間違いなく技術革新なのです。スマートフォンやタブレットがあれば、いつでもどこでも仕
事をすることができます。安倍総理がいらっしゃる場でも、時間があればタブレットをスクロールし、社長としての仕事をしています。また、
イギリスに親会社がある関係で海外出張も多いですが、ロンドンのヒースロー空港から成田空港までの 14 時間でさえ、やろうと思え
ば仕事ができてしまうのです。先日はこの移動時間に、電話会議にもテレビ会議にも出てしまいました。最終的にはキャビンアテンダ
ントの方に、「他のお客さまがお休みになっておりますので」と声をかけられ、ようやく仕事の手を止めることができたのですが、思
わず心の中で「言ってくれてありがとう！」と叫びました。最近はネットもスムーズにつながり、オフィスと違って邪魔が入りませんので、
むしろ移動時間のほうが仕事は捗ります。大学の先生方も海外出張が多いと思いますので、ご注意ください。
こうしてマルチタスクの日々を送る中でひとつ気づいたことがあります。それは、こうしたさまざまなキャリアを同時進行させていると、
自分の人生に多様性が生まれ、凄まじい相乗効果があるということです。私の中で、それぞれのキャリアにおける知恵を共有しあう
ことができ、100%×4 どころか、すべてまとめて 4000% くらいの稼動率のように感じます。親会社の上司も、4 足のピンヒールを履
く私を心配していますが、そのように話をしています。

　次に、デジタルイノベーションが私自身のキャリアパスに対してもたらした奇跡についてです。男女雇用機会均等法の制定から、女
性活躍推進法が制定されるまでのこの 30 年間、私が歩んできたキャリアの話をします。私が就職活動をした頃は、ちょうど男女雇用
機会均等法が施行され、容姿端麗、頭脳明晰な一部の女性には社会進出への道が開かれたものの、多くの女性は親のコネがなけ
れば就職が出来ない時代でした。私自身もその例に漏れず、親のコネで大企業から就職内定をいただきましたが、卒業直前に病に
倒れ、社会復帰するのに 4 ～ 5 年ほどかかりました。さあ就職、となった頃には 25 歳を過ぎており、当時の日本にはそんな女性に
開かれる門戸はありませんでした。バブル絶頂で、日本がまさにイケイケだった時代、ある日突然マイノリティになってしまったのです。
生死をさまよう経験を通じて感じたのは、「どうしても生きていかなければならない、生きていくには仕事が必要だ」ということでした。
そこで私は、自分で生きていくためのキャリアパスを海外に求め、モトローラというアメリカの ICT 企業に就職しました。
　当時の日本市場で、ICT やシリコンバレーうんぬんの話は、若い人や海外の人が勝手にやっている亜流の話でした。あくまで主
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流は製造業でしたので、何の規制もなく、好き勝手なことができたというのは本当に大きかったです。営業をバックグラウンドにこれ
まで 4 カ国 5 企業で仕事をしましたが、自分のアイデアでお客様と話をして、買ってもらって、自分の市場を作り出すことができました。
どれだけ売ったか、自分の貢献度を数字で表すことができ、成果を上げていれば目立ちましたので、要所で世界中の企業から引き
手がありました。日本にいては歩むことのできない、本当にラッキーな裏街道を歩んできたような感覚です。ただ、ここまでアグレッ
シブにやることができたのには、私がシングルマザーだったことが大きく影響しています。稼いで、娘を食べさせて、生きていかなけ
ればいけないからこそ、昇給・昇進があればどこにでも行きました。常に崖っぷちで、考える余裕がなかったことが、ここまで前に
進み続けられた理由だと思います。

　こうしてお話をしながら、結果的に恵まれた私自身のキャリアパスと、いまの日本や日本の女性活躍推進が重なるのです。すべて
がデジタル化され、数値で自分たちの貢献度を表すことを可能になりました。私が BT ジャパンの社長に就任してから 7 年経つとお
話しましたが、7 年というのはグループの中でも最長で、日々記録を更新し続けています。社長の KPI は業績です。すなわち、数値。
このユニバーサルな指標を更新し続けていれば、社長は誰でもいいのです。経済活動の中から本当の女性活躍を推進できるのでは
ないかと思う理由は、数値で頑張りや輝きを表すことができるからです。輝いているなら何ワット？頑張っているなら汗何リットル？と、
これらは極端な例ですが、このように日本のウーマノミクスは変わっていかなければいけないし、変わることができると信じています。
　しかし、今の経済界は本当に大変です。ツイートひとつで株価が変わり、ミサイルも飛ぶし天災も起こります。毎日コンプライアン
ス違反もあるし、グローバルカンパニーの CEO は火消しで大変なのです。そんな中では、どれだけ女性活躍や多様性が重要である
とわかっていても、プライオリティは下がってしまいます。誰かがオーナーシップをとらなければならないのです。そこで、経団連の
女性活躍推進委員会において、今日本の女性活躍に関するあらゆる効果や影響を数値に変えています。自動車メーカーであれば、
女性だけでデザインした車がとても売れている、食品メーカーであれば、男性が 3 分で作れるレトルト食品が売れている、電機メーカー
であれば、「ながら」美容器具が売れている・・・こうしたものを積み上げると、75 兆円、15% の GDP 成長が見込めるのです。日
欧 EPA が先般締結されましたが、見込まれる GDP 成長は 1% です。TPP でさえ 15 兆円と試算されています。私たちはどちらにフォー
カスすべきなのでしょうか。答えは明らかです。
　こうした活動をとあるインタビューでお話したご縁で、今年フォーチュン誌の World’s Greatest Leaders 50 の一人に選んでいただ
きました。他に日本人の方は選ばれておらず、大変恐縮しつつも、これが私のキャリアのピークだと感じました。それは、フォーチュ
ン誌に載ったからではありません。その記事を見た娘から、「ママかっこいい。すごい、最高！」というメッセージを受け取ったからです。
シングルマザーとして仕方がないことですが、とにかく稼ぐことを考えていたので、彼女が幼い頃一緒に過ごせる時間がありませんで
した。私が仕事に費やした、失われた 25 年間を取り戻すことができたような出来事でした。

　技術革新があらゆることを可能にし、私自身のキャリアパスに対してもさまざまな奇跡をもたらしましたが、最後に皆様へ「The 
Digital Impossible」についてお話します。第四次産業革命やソサエティ5.0 の話を聞くと、ある日物凄いイノベーションが起こって、
私たちを幸せにしてくれるのではないかと思えてきますが、「社会」とは所詮私たち個人の集合体であり、ひとつの現象なのです。ソ
サエティ5.0 を実現するには、私たちが自分自身をアップデートし、5.0 にならなければならないのです。では、どのような姿を目指
さなければならないのでしょうか。私たちは戦後 70 年間、日本のために、自分のことを考える余裕もなくロボットのように働いてきま
した。今一度、人間に戻ってはどうでしょうか。動物にも AI にもない、人間にしか備わっていない力があります。それは、凄まじい
進化意欲と生命力、そして新しいものを想像・創造する力です。AI の発達による失職の不安が広がっていますが、時間や手間のか
かる余計な作業や、AI にできることはどんどんやってもらえばいいのです。そうやって生まれた時間を使って、私たちは人間にしかで
きないこと、ここに立ち返る必要があると感じます。
　日本は子育てを機に退職する女性が多いということを、よく「M 字カーブ」と言いますが、私はそれでもいいと思います。仕事を
辞めろというつもりはありません。とことん子供と一緒に過ごせばよいのです。やろうと思えば、私のように 4000% で仕事が出来る
環境もあります。ただ、子育て期間や母親になることで生まれる、自分自身の中のイノベーションは凄まじいものがあるからこそ、そ
れを疎かにして欲しくはないのです。BT にもリーダー育成プログラムがありますが、そのエッセンスは子育ての数十年にすべて詰まっ
ていると思います。クライシスマネジメント、ファイナンシャルマネジメント、タイムマネジメント、セルフコントロール・・・育児休暇
や在宅勤務を経て職場に戻ってきた女性たちは本当に優秀です。一回りも二回りも成長し、輝きが増して、社長の席を譲りたくなるよ
うな人たちばかりです。時間のかかることかもしれませんが、ありとあらゆる知恵、そして技術を使えば、そうした人材を無駄にしな
い世の中になると思います。果たして今の私たちは、21 世紀を生きられているのでしょうか。20 世紀の頃のまま、未だに FAX を使っ
ていませんか。残念ながら経団連は今も FAX は使っていますが、変えていかなければならないものはまだまだたくさんあるのです。
　私はよく娘に、「自分の母が生きられなかったような人生を一生懸命生きたつもりだけど、それでも完璧ではないことは、寂しい想
いをしたあなたが一番よくわかっているはず。だからこそ、ここからバトンを受け取って、さらなる理想を持って新しい道を切り拓いて
ほしい」と話します。今の日本に必要なのは、もっと欲張りになることです。私の父のように戦後の成長を支えた日本人には、ビーフ
ステーキをお腹いっぱい食べたい、外国人のような大きな家や車を買いたい、こうしたとてつもない進化意欲や生命力がありました。
それがこの日本を牽引してきたのです。その全てを持ってしまった私たちが、この時代が、今新しく求めなければならないのは、幸福



22

や健康、新しい価値観や豊かさなのです。いい彼にめぐり合って、結婚して家庭をもって、子供もたくさん育てて、でもキャリアも追
い続けたい、もっと、もっと、もっと・・・こうした気持ちを日本の女性たち、日本の人口の半分が持ったとき、個人の集合体であ
り現象である「社会」に大きな変革が起こるのです。女性が輝くと、男性ももっと輝くという相乗効果が、今まさに地殻変動のように
起きつつあると感じます。日本は GDP3 位の国です。今この国が真剣に取り組めば、とてつもない経済効果になると予想しています。
経団連も間違いなく変わってきています。是非今後応援していただきたいと思います。本日はありがとうございました。
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卓越大学院プログラムに関する説明会
日時：10 月 21 日（土）9 時〜 10 時
登壇者：文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室長　平野博紀

　私さきほどご紹介あずかりました大学改革推進室長の平野でございます。本日は、10 月の後半ということでありまして、概算要求
が表に出てから、私立大学連盟の会合などで卓越大学院の説明をさせて頂いておりますが、このような説明でお話させて頂いたこと
を聞いた事もない方がいらっしゃると思いますので、まずはそこのところを簡単に触れてから、日本学術振興会様が出して頂いた中
間報告の内容について、お話したいと思います。まずは、概算要求の概要につきまして説明致します。
　卓越大学院プログラムの概算要求につきましては、100 億円を要求額とし、予算積算上では 15 件、出来れば 3 年間程度同規模
の採択として 45 件要求しておりますが、今の要求段階の数字という事ですので、ご留意願いたいと思います。
　要求内容を説明します際に強調して言える事は「あらゆるセクターを牽引する卓越した博士人材を育成」するというところであります。
この卓越大学院プログラムのコアの部分となるところは、あらゆるセクターを牽引する卓越した博士人材を育成するという事でありま
す。まずは、各大学様でどのような卓越した博士人材を育成するのかという定義、これをまずしっかりして頂きたいと思います。卓越
した博士人材を育成する観点で、どういった取組が必要なのか、どういった教育プログラムが必要なのか、どういった環境を整える
事が必要なのかという事を考えて頂きたいと思います。
　組織ありきで、そこからどういう人材を育成できるかなと考えるのではなく、こういう人材を育成する観点で、後の事を考える。こ
れを徹底して頂きたいと思います。そういったところで、最後に差がついてくるのではないかと思います。

　卓越大学院プログラムにつきましては、4 つの領域を組み合わせて設定しております。その中で、卓越した博士人材の事例として、
世界の学術研究を牽引する研究者をあげておりますが、ここはアカデミックなイメージをされがちなところではありますが、ここで誤
解のないようにお願いしたいのは、リーディング大学院プログラムを始めた時の問題意識、つまり、ひとつの研究科、ひとつの専攻、
ひとつの研究室の中で教育というものが閉じてしまい、独創力のある人材が育成できなかったのではないかという課題については、
極めて元々重要な課題でありますが、博士人材として当然備えている資質であると思っておりますので、こういったアカデミックなも
のを見た上でも、裾野の広い独創力ある博士人材の育成というテーマについては消えるものでなく、むしろそういったものは、当然リー
ディングプログラムの中でクリアーされた上で、卓越大学院プログラムに取り組むという事です。
　卓越大学院プログラムは、卓越研究科プログラムでもなく、卓越専攻プログラムでもなく、大学院全体に波及して頂きたい取組で
あり、成果の横展開というものを最初から考えて頂き、大学院全体の改革につなげていって頂きたいと考えております。
　予算要求上は、10 年間という事で要求しております。予算については、これからの予算折衝の部分もありますが、どのようにして
プログラムを継続・発展していくのかという点は、重要な論点であります。ここについては、大学内の資源再配分を含めて、しっかり
と確保して取り組んで頂きたいと思っております。また、10 年間という期間でありますので、しっかりとその期間に社会の需要という
ものを見て頂き、10 年後でも通用するテーマであるということが必要だと思っています。
　また、卓越大学院プログラムは教育プログラムでありますので、いわゆる研究費ということ事ではありません。あくまで卓越した人
材を育成する観点の教育プログラムという事でご理解頂きたいと思います。

　さきほど申し上げたようにリーディング大学院で執り行われたもの、もっと言ってしまえば、21 世紀 COE があり、GCOE があり、リー
ディング大学院プログラムがあり、それぞれの時代に求められた課題というものに、博士課程の後期の教育というものをどう形成して
いくのか、学内研究科を横断したプログラムをどう作っていくのか、こういった課題があったわけです。これがすべて大学のシステム
の中に内在化されたという前提の先に、卓越大学院プログラムがあると言う事から考えますと、プログラムを大学全体で取り組んで
いく時に、そのコンセプトが特定教員により実施され終わってしまうことはいけないことであり、コンセプトというものを学内で共有して、
その上で学生に何が一番いいのかを、主専攻の先生・プログラム担当教員が考えていくなど、学外の連携の前に、まず学内の体制
を整える事が必要であり、大学院全体の改革を波及させて頂きたいと思います。学内の資源再配分を含めてしっかりと継続性を考え
ていき、プログラムの構想というものを学内全体でしっかりご理解しといて頂き、学長がしっかり、リーダーシップをとって、大学全体
で取り組み頂く事が必要かと思っております。

　次に、中間報告の内容について、説明させて頂きます。
　これまでの国の予算事項というのは、予算が決まってから公募が始まり、そこから大学が考え始めるといったような感じであります
が、卓越大学院につきましては、数年前から実施準備を行い、早い段階から有識者の方々に方向性を検討頂き、早い段階で大学へ
大きな方向性をお示し、そして大学の提案を出して頂く事を考えており、こういう中で日本学術振興会様よりご検討頂いたのが、中間
報告となります。



24

　中間報告の事業の目的・提案につきましては、卓越した博士人材、高度な頭脳プロフェッショナルというものを、大学から提案し
て頂き、大学のそれぞれの特色を活かしたものを念頭においているため、大学の創意工夫を強く期待しております。博士離れなどの
背景がある中で、大学院が、どのように社会的なマストにつなげていけるかどうか。起業家、企業人などあらゆるセクターを牽引す
る卓越した博士人材が必要であるといった背景に照らして、各大学院において、どういった人材が世の中に需要されているかという
ことを考えて頂いてご提案頂きたいと思います。

　対象となる事業の内容につきましては、一つめに、5 年一貫の博士課程学位プログラムであること。二つめに、養成すべき人材像
を明確に設定すること。三つめに、各大学のそれぞれの特色・強みを活かした独自の構想で作ること。四つめに、ここは極めて重
要でありますが、学長の責任の下で、大学本部が主体的に関わる体制を構築し、申請大学の大学院全体の改革を実現する観点から、
プログラムの構築・実施、成果の波及・継続性・発展性の確保等を図る必要があること。最終的には内製化していく事業であると
いう事です。

　リーディングプログラムとの関係性については、リーディングの成果はしっかり活かして頂きたいと考えています。しかし、リーディン
グの延長線上ということについては、卓越のコンセプトとは異なるものと考えております。リーディングの基本は大学内の研究科を横
断することに手段がありましたが、卓越大学院は、世界水準の卓越した人材の育成を、そのような人材像を設定して頂きたいと思い
ます。また、その人材を自分の大学だけで、育成できるかどうかを考えれば、必然的に外の機関との連携を考えなければならないと
考えます。日本で最も優れたプログラムであるという事をしっかり主張出来る形で、どういう所と連携するかどうかを考えなくてはいけ
ない。卓越した人材を世界基準で育成していくために、何が必要かという観点であらゆる事を捉え直して頂きたいと思います。
　
　優秀な学生・教員を結集する観点については、例えば優秀な社会人の博士号取得促進などが、基本になるのかなと思っています。

　人材育成の場としての産学協同研究を活用する場合の観点については、拠点を形成し、高度な研究を通じて、学生を育成してい
く観点と、大学と企業等との組織対組織での連携協力体制の構築を重視していきたいと考えています。また、企業等からの積極的な
投資は、プログラムの継続発展において重要であると考えます。

　審査の方針については、事業の目的に照らし、プログラムの卓越性等について、教育研究の観点及びマネジメントの観点から総
合的に勘案致します。大学は申請に当り、人材を育成する課題を明確にし、また明確にされた課題の解決に向けて、検証可能かつ
目標をプログラムの目的にふさわしい水準で、自ら設定して頂き、申請の出た大学のシステムをどう変革するかを明確にすることを
求めております。

　事業規模については、適切な規模の所要経費、そして継続性・発展性を確保し、身の丈のあった形で、最終年度に内製化できる
ような事業規模にお願いしたいと思います。
　個別記載事項にて、強調したいところについては、学内の自己資金を、このプログラムにどう取り入れていくのかの考えの記載を
お願いし、大学の特色、機能強化という観点から考えて頂きたいと思います。

　留意事項に関しましては、本当にインパクトのある成果というものは、事業終了後に優秀な博士人材が、世の中にどれだけインパ
クトを与えられるかどうかにかかっておりますので、10 年間しっかり追跡調査を取れる体制というものを、学生と作っていく事を要件
にしたいと思っています。

質疑応答①
質問：これまで卓越大学院の議論なかで、あまり出てこなかった発展性という言葉を繰り返し使われていましたが、この発展性の意
味は何を指しているのか。
平野：知的な発展、量的な発展、大学全体の波及というのは、当然含んでくると思います。10 年間の事業期間とはいえ、大きく世
の中の動向が動いているわけでありますから、しっかりその中でわかってきたニーズなどを含めて内在化して、しっかりと発展させる。
PDCA サイクルというところを強調していますが、そういったものを通じて、プログラムというものの、例えば連携を進化させるやり方
もあるかもしれませんし、わかってきた課題とかニーズというものをしっかりプログラムの中に取り入れるといった方式があると思いま
す。

質疑応答②
質問：リーディングの後継ではないとの話がありましたが、今回は終了したプログラムのケアをやりつつ、かつ新しいものをやらなけ
ればならないという課題が出ているのですが、従来のものをうまく消化して発展させるという部分をある程度書き込みたいのですが、
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その当たりの現実的な部分をお聞きしたい。
平野：個々の大学さんのご事情といのは色々あると思います。リーディングはしっかり継続させて頂くことは、最初からお約束して頂
いている事でありますが、そういう意味でいいますと、卓越大学院は、リーディングの後継というような捉え方は直接にはしておりま
せん。
ですので、さきほどリーディングの関係で強調したのは、リーディングの成果は活かして頂くけれども、その上で卓越大学院にふさわ
しいものを提案して下さいということであります。学長が中心になって学内の資源の再配分を含めて、どうもっていくかという事をよく
よくお考えになって頂きたいと思います。

質疑応答③
質問：卓越大学院における学位プログラムの捉え方はどうなっているのか。
平野：学位プログラムについては、博士課程の 5 年一貫した質の保証を行った学位プログラムを構築するという事が卓越大学院の
取組の主眼であります。
質問：卓越大学院の採択にあたり、リーディングの時のようにプログラムの規模感等がわかるような具体像みたいものが出てくる可
能性はあるのでしょうか。
平野：具体像というものは、今後、各大学様よりご提案して頂くものに尽きると思っています。逆にいうと、今回は枠組みというのも、
領域を設定して、こうやっているということもありませんので、そこはある程度自由にご提案頂くという事になってくると思います。

質疑応答④
質問：学生が、博士に進学しないで修士で終えて、企業に入社し、そしてまた戻ってくる可能性が非常にあると思いますが、それは
どのようにお考えか。
平野：個別のケースでお答えするのは難しいのですが、基本はどこまでいっても、5 年一貫という事になって参ります。QE をしっか
り受けて頂く方法をした上で、博士まで 5 年一貫でやって頂くということでありますから、2 年間の修士で、経済状況がいいからと出
ていってしまうということであれば、これは良いプログラムとはなかなか言えないというような感触を持っています。

質疑応答⑤
質問：現在、世の中というのは、目覚ましく進んできており、例えば新産業を創出する動機というものも、変わってきていると私は考
えております。そういう意味において、リーディングプログラムに採択されなかった大学でも、ドシドシ卓越大学院プログラムに採択し
て頂きたいと思っておりますが、そういう新参者をどのような扱いをする予定なのか、可能であれば出来る限りお教え願いたい。
平野：これはさきほど申し上げた審査基準に照らして審査するという事に尽きる訳でありますが、本当に卓越した人材を育成するた
めに、どういう形であればそういう人材を育成できるのかという観点から、例えば連携することも考えられうると思います。これは大
大学だから出来る取組というのもある一方で、例えば小大学であっても非常にコアな部分を取り上げ、世界に卓越した人材像を設定
した上で、それを自分の大学だけではなかなか出来ないけれども、しっかりとした形でピンポイントで力量のある機関と連携して実施
する。ここで、そういった取組は世界に伍する事もできると考えられてくると思います。そこはまさに大学の創意工夫と、外の組織対
組織の連携を活かしていく事を期待したいところであります。ただその上で審査というものは、どういう卓越した人材が優位性をもっ
て育成されていくのか、プログラムとして実効性があるのか、こういったところを紙面上で見させて頂くなど、中間報告のとおりにな
るのかと思います。
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博士課程教育リーディングプログラムフォーラム２０１７
卓越大学院プログラムに関する説明会
日時：平成２９年１０月２１日（土）９：００〜１０：００
場所：名古屋マリオットアソシアホテル

参加機関一覧

※事前登録されていない方が、受付を通さず多数参加されていると思われるため、実際の参加機関数は、５８機関を上回ると思われる。

・ 会津大学
・ 大阪市立大学
・大阪大学
・大阪府立大学
・ 沖縄科学技術大学院大学
・ お茶の水女子大学
・ 香川大学
・ 核融合科学研究所
・ 鹿児島大学
・ 関西学院大学
・ 九州大学
・京都大学
・ 京都工芸繊維大学
・ 熊本大学
・ 群馬大学
・ 慶應義塾大学
・金沢大学
・ 高知大学
・ 神戸大学
・ 独）国際協力機構　中部国際センター
・ 国立大学協会
・ 静岡大学
・信州大学
・ 政策研究大学院大学
・ 総合研究大学院大学
・千葉大学
・ 筑波大学
・ 東京医科歯科大学
・東京海洋大学

・ 東京大学
・ 東京工業大学
・東京農工大学
・東北大学
・ 富山大学
・ 豊田工業大学
・ 豊橋技術科学大学
・ 長岡技術科学大学
・ 長崎大学
・ 名古屋工業大学
・ 名古屋市立大学
・名古屋大学
・ 奈良女子大学
・ 奈良先端科学技術大学院大学
・ 浜松医科大学
・ 兵庫教育大学
・兵庫県立大学
・ 弘前大学
・ 広島大学
・ 法政大学
・ 北陸先端科学技術大学院大学
・ 北海道大学
・武蔵野大学
・ 文部科学省科学技術・学術政策研究所
・ 山形大学
・山梨大学
・ 横浜国立大学
・ 立命館大学
・ 早稲田大学

計５８機関
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博士課程教育リーディングプログラムフォーラム2017
来場者アンケート集計結果

※全回答数 =153

1. あなたの所属を教えて下さい。（択一選択式）
 Occupation

2. 過去リーディングフォーラムに参加したことはありますか。（択一選択式）
 Have you ever participated in Leading Forum?

学生 12

大学教員 28

大学職員 17

企業 5

官公庁 0

ＮＰＯ等 0

その他 0

その他

ＮＰＯ等

官公庁

企業

大学職員

大学教員

学生

その他

ＮＰＯ等

官公庁

企業

大学職員

大学教員

学生

初参加：91人 参加したことがある：62人

学生 41

大学教員 44

大学職員 37

企業 23

官公庁 6

ＮＰＯ等 0

その他 2

学生 29

大学教員 16

大学職員 20

企業 18

官公庁 6

ＮＰＯ等 0

その他 2
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3. リーディングプログラムとの関係を教えてください。（択一選択式）
 What is your position in the Program for Leading Graduate Schools?

4. このフォーラムをどのようにして知りましたか。（複数回答可）
 How did you find out about this forum? (Check all that apply.)

※その他
・文科省、幹事校からの通知 ・ご担当者様からの案内
・大学からの派遣 ・事務局からの案内
・JSPS ・国大協からの案内
・大学からの案内状 ・経団連からの紹介
・DC リーディング事務局からの案内 ・前回フォーラムでの事前告知
・文部科学省→国大協経由での案内

フォーラムウエブサイト

その他ウエブサイト

学内での案内

知人からの紹介

チラシ・ポスター

SNS

その他

0 20 40 60 80 100 120

履修生 41

プログラム教員 34

プログラムスタッフ 17

実施大学関係者 20

大学外部協力者 11

文科省、ＪＳＰＳ 5

プログラムオフィサー 2

関係者ではない 22 関係者ではない

プログラムオフィサー

文科省、ＪＳＰＳ

大学外部協力者

実施大学関係者

プログラムスタッフ

プログラム教員

履修生
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5. フォーラム参加の動機を教えてください。（複数回答可）
 What was the main reason for participating this forum? (Check all that apply.)

※その他
・I was asked to help and supervise Leading Students at the forum by the director of our Leading Program.
・企業参加者との交流
・卓越大学院説明会があるとうかがったため
・卓越大学院申請に向けての参考として

6. 印象に残った企画を教えてください。（複数回答可、自由記述）
 Which session in the forum did you find to be most valuable? (Check all that apply.)

0 20 40 60 80 100 120

リーディングプログラム関係者だから

リーディングプログラム関係者（学生含む）との交流、又は情報収集のため

リーディングプログラムが何なのか知りたかったため

大学院教育に関心があったため

人材育成全般に関心があったため

登壇者・パネリスト等に関心があったため

フォーラムの内容に関心があったため

知人の勧めがあったため

その他

0 20 40 60 80 100 120

事前議論Ａ
事前議論Ｂ
基調講演

ショートプレゼンテーション
パネルディスカッション

ポスター発表
意見交換会

卓越大学院説明会
学生企画
出口戦略

プログラム定着
多様性推進
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その他各企画に関するご意見・ご感想があればご記入下さい。
If you have any comments or views regarding your selection, please write in the box below.
 ・ more interactive sessions and open discussion
 ・ Leave more time for questions and comments for the panel discussion. Make sure speakers don’t take too much time.
 ・ プログラムの参加学生が集まっていろいろと discussion できたのはよかったのですが、人数が限られていたようですね。別日程

で student 会議を実行できると（学生主体・学生主導で）伸びるでしょうね。
 ・ 当日まで情報があまりなかった。
 ・ Need more guidance and direction on poster presentations so that all students have a uniform way of presentation.
 ・ It’s a wonderful opportunity for Leading Program Students to establish connection with each other.
 ・ The workshop on career development that I attended, was interesting to look at, viewing all the student’s perspectives, 

I hope the officials find the best possible implementation.
 ・ リーディングプログラムの長所的な点ばかりが強調され、問題点についてはあまり議論されていない印象を受けた。文科省にとっ

ては現場の生の声を聞くいい機会であるはずなのだがもったいない。
 ・ もう少しショートプレゼンの時間があっても良かったと思う。出口戦略分科会がよかった。
 ・ お二人の基調講演が感心しなかった。自慢話に終始しており、何が言いたいのかが不明であった。少なくとも講演時間は守るべ

きである。これまでの基調講演の中で最も感心しないものであった。
 ・ I was very impressed by the student’s ability to explay their research in English at the poster session, and their way of 

thinking about their degree / research / future career.
 ・ ポスター発表の発表者が他のポスターを見られなかったのが心残り。せめて奇数・偶数で発表する時間（or 日）を分けるなどし

てほしかった。
 ・ 事前討論があったので、教員の立場としては楽しく聞くことができた。
 ・ 基調講演が素晴らしかった。Excellent!
 ・ 事前議論で英語のグループに入りましたが、日本人の学生が一人もいなかったのが残念でした。学生セッションの内容 2 日目の

パネルや 3 日目の分科会までつなげて実質的なワークを行ったことは、今までのフォーラムにはなく、意義があったのではと思い
ます。吉田氏の基調講演はエネルギーにあふれていて素晴らしかったですが、博士課程教育とのつながりはあまりよくわかりませ
んでした。

 ・ 全体的に非常に良かった。
 ・ 学生の討論と提言はとてもよかったです。
 ・ 形式が人気投票とかわらないポスター賞に意味はあるのか。
 ・ Short Presentation は総花的で率直に言って時間の無駄と感じます。数を絞って好取組例や大失敗例のプレゼンテーションのほ

うが他の参考になります。
 ・ 多様性の発表はみんな似たような同じことを発表するのであまり時間をとる必要はないと思いました。
 ・ 参加ではなく参画する場合の事前準備や当日の流れなど、状況によって変わるのは仕方ないが、インフォメーションが少なすぎで

不完全燃焼感が非常に大きかった。
 ・ もう少し本人の研究の専門がわかるとありがたいです。
 ・ パネルディスカッションの内容は既に古い。改善を現行の組織に求めることはナンセンス。自分自身で新たな価値とそれを追究

する組織を形成すべし！
 ・ パネルディスカッション（1 日目、2 日目学生企画どちらも）の学生は、なぜ名大か関西の大学出身なのか。様々な大学の学生

同士がもっと交流できるような企画があればよいです。レセプションだけじゃ短い？
 ・ Wish to have more opportunity to learn more detail to each program.
 ・ 質疑応答の時間を用意していただきたい。
 ・ 今回の基調講演は省庁側での動きを含めた動向に関する情報もあり、とても有意義だった。
 ・ 基調講演を昼食後に設定していただきたいです。一番聞きたいものを、皆が共有できる時間割を希望します。大学名を A → Z に

並べるようにしないと、プロシーディングで見つかりにくいので困りました。
 ・ 事前案内が遅く、内容もラフで何が行われるのかわかりにくかった。討議スペースが狭い。
 ・ もう少し履修生からの発表が多いほうが嬉しい。
 ・ 去年のようにポスターは研究内容を示していただけるとありがたいです。また、研究の目的を明確にしていただきたいです。
 ・ 素晴らしいフォーラムでした。学生さんの「名古屋提言」に期待しています。
 ・ 企業の人選を考えて欲しいと毎年思っている。博士が活躍している企業はたくさんあって、もっと前向きな意見を聴ける会社・人

材がおります。
 ・ 吉田社長の講演が印象に残りました。女性研究者は研究の世界ではマイノリティです。ここでも女性を増やすことで大きな変革が
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生み出せるはずなのに、進んでいない気がします。
 ・ 英語主体での議論や発表の意味が理解できなかった。同時通訳があるのなら、すべて日本語でよいのでは。パネルディスカッショ

ンはもっとグローバルな視点が欲しかった。日系の企業の人だけで議論しても何も新しいことが生まれない。ただ現在の風習を確
認しているだけで議論ではない。

 ・ 卓越大学院説明会の会場がせますぎた。事前登録していない人が入っていることを言い訳にしていたが、それならば受付を別途
して登録のない人を後から入れるとかすべき。こういったフォーラムに産業界の人が多く参加するような仕掛けが必要。関係者の
みの自己満足に終わっている感がある。

 ・ 濱口先生、吉田社長のご講演を拝聴して胸が熱くなりました。女性研究者の一人として今後も励んでまいりたいと思います。
 ・ プログラム定着に参加したが、全く通常のプログラムコンテンツやノウハウの紹介であり、「プログラム定着」の取材と議論の目

的で名古屋に来たが、きわめて失望した。ただ時間を埋めた感じ。セッション名を途中で修正すべきだった。神成氏、大屋氏は
すばらしかった。他の方々は自分の興味の世界。

 ・ 基調講演は良いものだったが、もっとパネルディスカッションや分科会に時間割くほうが、本フォーラムの目的に沿った効果が得
られたのではないか？各参加者はより具体的な問題意識を持って参加していたと思う。

 ・ I had the chance to participate in the Presession discussion, so I felt my time was well spent. But it would be better 
if future forums could involve the participants more, especially industry and students. It was missed opportunity for 
industry people to meet more students.

 ・ Those sessions are quite inspirative.
 ・ 産業界からの意見をもっと聴きたい。
 ・ パネルの杉山先生が会場の意見をさえぎったのはよくない。聞きたくないなら質問しなければいい。大変失礼な話だ。まとめか

たも違う方向にもっていった。
 ・ ショートプレゼンの内容がどのプログラムも大体同じであり、プログラムの間の違いが理解しにくかった。
 ・ 1 日目のプレゼンにおいて前方座席からはスクリーンが見づらかった。ポスター発表をじっくり拝見したかったが、審査員の責務

を果たしながらだと難しい。せめて 2 時間あればありがたかった。
 ・ 一般の博士課程学生との比較が必要（就職、研究など）
 ・ 学生提言については、産官へのリクエストが主で学生自らが何かをするというものがなかったのが残念だった。
 ・ 卓越大学院説明会は席が足りなかったようです。
 ・ パネルディスカッションで修了生から寄付金を得る考えは少し方向性が違うのではないかと感じました（大学やプログラムによって

異なるとは思いますが）。それよりもテレマラソンの話があったように、学生自身のアクションでリーディングに限らず母校の修了
生や企業に営業をかけて資金を獲得できるようなプランをカリキュラムの一環として組み込む等してはどうかと思います（フォーラ
ム時に企業等へあらかじめ営業をかけて、賞金ありのビジネスコンペ等やってはいかがでしょう。各大学のモチベーションアップ
につながるかも）

7. 博士課程教育の今後に対する意見をご記入下さい。（自由記述）
 If you have any comments or views about the future prospects of the education of graduate schools, 
 please write in the box below.
 ・ support more information about programs in English and encourage foreign students.
 ・ Leading Program should have common base structure.
 ・ 今のリーディング大学院の姿が普通の大学院の目指すべきものと思います。
 ・ 出口を含め、与えられるものではなく、自らが獲得に動くべきものだと思う。
 ・ 次の卓越は学長の覚悟を問う、10 年プログラムとのことですが・・・トップダウン的要素が強いプログラムでは、10 年というス

パンで何回も学長や執行部が変わるごとに継続性に心配があります。
 ・ さまざまな分野の学生が産業界・学術・行政、それぞれをキャリアパスの候補として考えられるようにしてほしい。
 ・ Find ways of ensuring more students get internship opportunities. Career development and support to students by 

university and government should be enhanced.
 ・ Please make a website so we can receive information about future opportunities.
 ・ Not so sure about the future prospects of the education of graduate schools, but if we want to continue it as a legaly, it 

is more important for students and theis supporting professors to bring the best out of everything.
 ・ 日本の博士課程教育のカリキュラムの内容の充実化と国際化は、まだまだ不十分である。コースワークのハードルを上げ、国際

的にも海外のトップクラスの大学院に劣らない大学院レベルの向上を進めて欲しい。そのためにも文科省から大学院への財政援
助をお願いしたい。

 ・ Global Branding is most important to a member of the leading program, will difinitely would like to be in touch.
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 ・ 企業を取り込むべき。
 ・ プログラムスタッフが雑務におわれることなく、博士課程教育をサポートできるような恒久的なプログラムを考えて欲しい。
 ・ In Europe, the reason so many people working industry have PhDs is because it is difficult to get a job without one (or 

it is difficult to progress beyond a certain position in the company). That doesn’t seem to be the case in Japan (from 
the panel discussion on Day1), so why is there so much focus on educating PhD graduates for industry, and not on 
improving undergraduate / masters education?

 ・ 素晴らしい学生が育っていることを実感する。しかし、大学教員が変わることが求められていることを強く感じる。
 ・ 産官との連携のみならず、学問を究める大学院にも力を入れて欲しい。
 ・ Over Parenting 的な環境から少しでも脱却したほうがよい。
 ・ 運営側がリーディングの成果を求める気持ちもよくわかりますが、5 年一貫博士課程教育の「成果」が形にあらわれるのは時間

がかかる話で、成果が出て人々がようやく存在を認識したときには事業が終わっているというのはとても残念な話です。補助金事
業が終わっても、業界外にも認知されるように文科省側にも何か工夫をしていただきたいですし、卓越についても、卓越に選ば
れているということが学生を集められたり博士進学を促したりすることにつながるような（＝補助金だけではなく、社会の認識を
変える）支援をしていただけると相乗効果が高まるのではと思います。

 ・ 難しい問題ですが、博士人材の価値の創造と社会的認知が必要。
 ・ 学生の満足度を無視して、プログラムオフィサーが各プログラムに対して評価をするのは間違っていると思う。満足していても、予

算が減らされる現状は誰のためにもならない。
 ・ Output のデータではなく、Outcome として評価するといいのでは。
 ・ アメリカの大学でみられるような研究者の卵として Dr. コースの学生により手厚い支援（人材交流や経済的な面を重点的に）を。
 ・ 各大学での違いが大きい。せめて修士はとれるようにしてほしい。
 ・ 就職成功物語の紹介（特にノンアカデミア）を多くしたら後輩のためになると思います。
 ・ 「Ph.D です」と自己紹介できるような環境を作っていきたいです。僕らが背中を見せないと、Ph.D Candidate は増えないなと

思いました。より良い社会を構築したいと改めて思ったフォーラムでした。
 ・ Expect to have larger impact for Japanese higher education
 ・ これができる。人類や社会の役に立つ。ということをアピールしてください。何でもできるは当たり前。
 ・ 欧米のように様々な体験をさせて視野の広いグローバルリーダーとしての博士を生み出すリーディングプログラムは魅力的。
 ・ 各リーディング大学院の交流企画があるとよいと思います。
 ・ このようなプログラムの継続が博士課程教育の発展につながると思う。少なくともこの経験の核となる部分を各大学は残して欲し

い
 ・ 従来どおりのアカデミアに行きたい学生のためのコースと、今回のリーディングプログラムでかかげる社会のリーダーになることを

目指す学生のためのコースを別々に用意することが、多様な学生に対応できる道ではないかと思う。留学生が半数を超えるコー
スになるので、リーダーとなる外国人がいい印象で帰国することが大事である。

 ・ 博士課程教育は絶対必要なものだから、大学も変わる必要が大きくある。
 ・ 企業等での長期インターンの導入により就職先の拡大を望む。
 ・ 中小企業との交流をお願いしたいです。
 ・ 日本として強化が必要と考えます。
 ・ 産業界との連携を太くする必要がある。
 ・ 学生と社会のつながりを強めていく動きに共感しました。
 ・ 博士課程教育に関する日本全体の理解を増やしていかないといけない。
 ・ より企業と大学が密接になることと、global に network が広がっていくことにより近いうちに成果が出てくると期待しています。
 ・ 教育は重要な国家課題であり、国として長期的視野で取り組んで欲しい。安易な企業との連携ではなく、意味のある連携と指導

が必要。
 ・ リーディングプログラムの成果については、もうしばらく時間をかけて見極める必要がある。今後は政府、大学、産業界の三者が

それぞれ少しずつ負担をしながら人材育成費用を捻出していくしかないのでは。20 名に巨額の税金を投入するより、もう少し広く
薄く配分したほうがよいと思う。

 ・ 優秀な人材とはどういうものか、きちんと定義づけてアピールしていくべき。文科省として仕組みを作っていくべき。
 ・ やはり経済支援を最後までお願いします。
 ・ 博士修得後に日本の企業に入社すると、3 年間の給与はもらえないばかりか、勤続年数ベースの退職金も大幅に減る。この状況

を変えるには、企業に乞うのではなく、大学が優秀な人材を必死に博士課程に残すべき。まずは工学系などで最優秀層が進学し
ない問題のみに集中。

 ・ こうした「とがった」教育だけではなく、もっとベースとなる博士教育に力を入れるべきではないか。本来の Ph.D がもつべき能
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力が備わっているか評価する教育組織が必要だと考えられる。
 ・ What is the future of the Leading Program after MEXT funding ends?
 ・ Graduate schools need to reform themselves based on the experience of the Leading Graduate Schools program.
 ・ not only noble aim but also clear parameters whether the purpose are archieved (to what extent) and clearer guidance 

for program staff also students based on evaluations
 ・ 卓越大学院の説明を聞くにつけ、15×3 件（概算要求時）は多すぎるように感じました。
 ・ 学生への経済支援を充実させてほしい。
 ・ Diversity で女性の先生が学生に変わって答えていた。彼女の講演会では意味が無い。
 ・ 世の中に強く求められる人材の育成
 ・ 各学生にとってよき指導者に会える機会を多くすることが必要。日本の講座制の問題点をもっと議論すること（若い人材の発掘等）。
 ・ 7 年のリーディング修了と財政支援の終了が不安です。
 ・ 補助金終了後のプログラムの状況、計画等を共有したい。（次年度フォーラム等でもいいので、計画に対し結果がどうであったか

聞いてみたい）

8. その他、会場運営を含めご意見・ご感想があればご記入下さい。（自由記述）
 If you have any other comments or views, including any on the venue or organization of the event, 
 please write in the box below.
 ・ provide some snacks and refreshments.
 ・ Cloak room should be availableeven at pre-forum discussion. (We came with luggage directly from train.) E-mails and 

website should have more CLEAR schedule. It was confusing to read long paragraphs with mixed English and Japanese. 
Thank you!

 ・ Since it was the first time for me to participate, I was totally astonished by the inspiration and creation from other 
university. I think it is a very good opportunity for PhD students to exchange ideas. A good platform should be kept 
forever. I hope I can have the chance to give the poster or presentation in the future, if still I can.

 ・ 運営は大変だったと思いますが、よくオーガナイズされていたと思います。
 ・ The venue was perfect.
 ・ The location was convenient and extravacant. I wonder if it was a wise use of money or not.
 ・ Good administration and well managed staff.
 ・ Thank you so much for this event.
 ・ 高級ホテルを使うぐらいなら、大学院生の奨学金にあててほしい。名古屋大学の会場はなかったのか。
 ・ The objectives of the poster presentation should be specified clealy. Diversity with specifiaty.
 ・ Actually I had also participated in the leading forum in Tokyo in 2015, happy to see that everything is improving. I7ve 

learnt a lot from this year’s forum. I appreciated the keynote speech and panel discussion most, met very talented 
students and people. Thank you very much!

 ・ 学生が前に出ていてよかった。
 ・ 会場運営、ご苦労様です。運営はスムーズに行われたと思います。
 ・ 名古屋大学の運営が大変すばらしかったです！ありがとうございました。
 ・ ショートプレゼンとポスターで何を発表すればいいのかが不明瞭でばらつきが見られたので、内容を具体的に明記してほしい。
 ・ 会場がコンパクトにまとまっていてよかったです。少し席が狭かったり空調が難しくて長時間座って話をきくのは疲れましたが、や

むをえないことかとは思います。学生セッション（事前議論）のように他大学の人とワークショップをする企画が教職員向け（と
くにコーディネーターの教員には強制参加）にもあると良いと思います。

 ・ このように多数の参加者のあるイベントの運営は、スムーズにいってあたりまえで、何かあると文句を言われと大変だったと思い
ます。お疲れさまでした。会場は利便性、quality 等の観点からもとても良かったです。

 ・ 会場内のインフォメーション（矢印）が少なく、迷いやすかった。
 ・ アクセスが便利で大変よかった。
 ・ ポスター発表の投票方法（割り当て含む）など、極めて優れた運営でした。
 ・ スムーズな運営が素晴らしかったです。
 ・ とても盛大で驚きました。
 ・ 産業界は本人の専門性を一番重要視している。その内容も確認できる機会の創出は、本人たちにとってもアピールの場となるの

で実施を検討して欲しい（もちろん、本人の専門性向上のための留学制度等の拡充も必須）
 ・ パンフレット記載のリーディング案内が詳しくてわかりやすかったのですが、所属の研究科が明記されているとよいと思いました
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（リーディングの名前や内容だけでは判断できないものもあるので）。
 ・ 博士を持っている人の社会的に果たすべき役割や志を大学側、学生はきっちり理解するべきだと思う。まだまだ企業側として博士

人材に魅力を感じない。
 ・ 事前議論の会場および運営は改善の余地がある。
 ・ 場所が駅に近いので、日帰りの人も多いと思います。それを反映した時間割をお願いします。この時期はイベントが多いので少

し時期をずらすこともありかと思いました。
 ・ 大変素晴らしいと思いました。
 ・ 全く問題ありません、快適に過ごせました。
 ・ 事前予約をきっちり行い、座席をそれに応じて準備するべき（卓越大学院説明会参加）
 ・ スムーズな受付、会場運営をしていただき、大変気持ちよく参加させていただきました。ありがとうございました。
 ・ 講演のテーマやパネルディスカッション、ポスターのテーマなどプログラムの企画もよかったですし、学生さんが活躍しての運営も

素晴らしかったです。
 ・ ご苦労さまでした。
 ・ 便利な会場でご配慮に感謝いたします。
 ・ 利便性がよかった。すばらしい会場なので予算的に心配。
 ・ 椅子だけでなく、簡単な机みたいなものがあるとありがたい。
 ・ ランチ出て欲しい。エレベーターが混んでいた。
 ・ 大変有意義なフォーラムでした。どうもありがとうございました。
 ・ 全体として会場運営はよかった。ただし、学生ボランティアによるアナウンスはひどすぎる。練習していない、漢字が読めないなど、

プロのようにスムーズでなくても良いが、速度が遅く、役割も果たせていなかった。
 ・ スムーズな運営ありがとうございました。
 ・ Make this forum an annual event even after Mext funding end.
 ・ Organization was good. The keynote speakers were excellent. But for such sessions, please allow time for more 

questions and answers.
 ・ My translator device was not working well. There was no descriptions of the food in the reception, although they 

mentioned we can ask the hotel staff but I think food description will be convenient. Overall this forum is much 
improved compare to the one I joined in the 2015 in Tokyo.

 ・ 卓越大学院の説明にもう少し時間の余裕が欲しかった。
 ・ 今までのフォーラムのなかで、悪い面を改善されている。95 点。
 ・ 名古屋大学で平日にやって学生に周知させたほうがよかった。
 ・ 素晴らしかった。特に 2 件の基調講演。
 ・ 17 階の部屋割りが少し分かりにくかったです。
 ・ 朝、会場入りするときにタワーズシャトルエレベーターが動いておらず、周辺に案内板等もなかったので混乱している方が多いよ

うに見受けられました。内容については、個人的に去年、一昨年よりも興味深い面白いお話を聞けたと思います。準備等お疲れ
さまでした。ありがとうございます。卓越大学院の説明会はスペースをもう少し確保していただきたかったです。これを目的に来
た方もいると思いますので・・
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VITAE が開発した技能分類表
（https://www.vitae.ac.uk/researchers-professional-development/about-the-vitae-researcher-development-frameworkを参照。）

A 知識と知的能力　Knowledge and Intellectual Abilities

 A-1　知識基盤 Knowledge Base
  A-1-1　専門分野の知識 Subject Knowledge (18)
  A-1-2　研究方法（理論的知識） Research Methods: Theoretical Knowledge  (16)
  A-1-3　研究方法（実際的応用） Research Methods: Practical Application  (17)
  A-1-4　情報探索 Information Seeking  (15)
  A-1-5　情報リテラシーと情報管理 Information Literacy and Management  (15)
  A-1-6　言語 Languages  (10)

 A-2　認知的能力 Cognitive Abilities
  A-2-1　分析能力 Analysing  (16)
  A-2-2　統合能力 Synthesising  (18)
  A-2-3　批判的思考 Critical Thinking  (18)
  A-2-4　評価能力 Evaluating  (17)
  A-2-5　問題解決能力 Problem Solving  (20)

 A-3　創造性 Creativity
  A-3-1　探求心 Inquiring Mind  (18)
  A-3-2　知的洞察力 Intellectual Insight  (19)
  A-3-3　イノベーション Innovation  (16)
  A-3-4　立論能力 Argument Construction  (17)
  A-3-5　知的リスク Intellectual Risk  (8)

B 個人の能力　Personal Effectiveness

 B-1　個人の資質 Personal Qualities
  B-1-1　熱意 Enthusiasm  (16)
  B-1-2　忍耐力 Perseverance  (15)
  B-1-3　誠実性 Integrity  (15)
  B-1-4　自信 Self-confidence  (16)
  B-1-5　内省 Self-reflection  (15)
  B-1-6　責任感 Responsibility  (18)

 B-2　自己管理 Self-management
  B-2-1　準備と優先順位付け Preparation and Prioritisation  (19)
  B-2-2　研究への献身 Commitment to Research  (18)
  B-2-3　時間管理 Time Management  (21)
  B-2-4　変化への対応 Responsiveness to Change  (16)
  B-2-5　ワークライフバランス Work-life Balance  (6)

 B-3　能力開発・キャリア開発 Professional and Career Management
  B-3-1　キャリアマネジメント Career Management  (10)
  B-3-2　継続的な能力開発 Continuing Professional Development  (10)
  B-3-3　機会への機敏な対応 Responsiveness to Opportunities  (14)
  B-3-4　人脈づくり Networking  (18)
  B-3-5　名声と人望 Reputation and Esteem  (5)

プログラム定着 WG【参考資料 1】
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C 研究の管理運営　Research Governance and Organisation

 C-1　専門家としての行動 Professional Conduct
  C-1-1　健康と安全 Health and Safety  (7)
  C-1-2　倫理・原則・継続性 Ethics, Principles and Sustainability  (11)
  C-1-3　法令の遵守 Legal Requirements  (11)
  C-1-4　知的財産権と著作権 IPR and copyright  (10)
  C-1-5　他者への配慮と守秘義務 Respect and Confidentiality  (13)
  C-1-6　引用と共同執筆のルール Attribution and Co-authorship  (10)
  C-1-7　適切な行動 Appropriate Practice  (17)

 C-2　研究管理 Research Management 
  C-2-1　研究戦略 Research Strategy  (11)
  C-2-2　プロジェクトの立案と遂行 Project Planning and Delivery  (21)
  C-2-3　リスク管理 Risk Management  (8)

 C-3　財務、資金調達、リソース Finance, Funding and Resources
  C-3-1　収入と資金調達 Income and Funding Generation  (4)
  C-3-2　財務管理 Financial Management  (6)
  C-3-3　インフラとリソース Infrastructure and Resources  (4)

D エンゲージメント、影響とインパクト　Engagement, Influence and Impact

 D-1　他との協働 Working with Others
  D-1-1　コレジアリティ Collegiality  (22)
  D-1-2　チームワーク Team Working  (24)
  D-1-3　人的管理 People Management  (13)
  D-1-4　監督 Supervision  (8)
  D-1-5　メンタリング Mentoring  (8)
  D-1-6　影響力とリーダーシップ Influence and Leadership  (22)
  D-1-7　協働 Collaboration  (27)
  D-1-8　平等とダイバーシティ Equality and Diversity  (15)

 D-2　コミュニケーションと普及 Communication and Dissemination
  D-2-1　コミュニケーションの方法 Communication Methods  (28)
  D-2-2　コミュニケーション・メディア Communication Media  (8)
  D-2-3　出版 Publication  (9)

 D-3　エンゲージメントとインパクト Engagement and Impact
  D-3-1　教育 Teaching  (6)
  D-3-2　パブリック・エンゲージメント Public Engagement  (15)
  D-3-3　ビジネス Enterprise  (10)
  D-3-4　政策 Policy  (5)
  D-3-5　社会・文化 Society and Culture  (12)
  D-3-6　グローバル・シティズンシップ Global Citizenship  (13)

プログラム定着 WG【参考資料 1】
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■ タイトル
GRM インフラストラクチャー基礎実験：同志社大学グローバル・リソース・マネジメント（以下：GRM）

■ 対象とする技能
GRM は、同志社大学の設立の旨意「一国の良心たる人物の養成」に則り、強靭な精神と高度な倫理観をもって、今日、最も困難
な状況にある国から、新興国までをパートナーとして、人類社会の平和と安寧に寄与するグローバル・リーダーの養成を目指している。
このリーダーには、現代世界にとって喫緊の課題である異文化との摩擦や衝突を回避するための学知と資源・エネルギーに関する
学知を統合的に扱う能力が求められる。そこで GRM は、文理融合の視点からこれらの課題を解決する実践演習（GRM コモン演習）・
実習（GRM オンサイト実習）の学習効果を高めることを目的として、人文・社会科学を主専攻とする学生は、インフラ科学、資源・
エネルギー科学の理工学分野を副専攻とし、理工学主専攻とする学生は、地球規模の課題群人文・社会科学分野を副専攻とする
教育課程を開発し、学生に提供している。本実験科目は、Introductory Science and Engineering、Introductory Infrastructure 
Engineering 等の講義科目で学んだ理論を実験にて実践するものであり、電気工学の基礎知識だけでなく、電気工事、配管工事あ
るいは道路復旧工事等に必要となる機器、道具等の基礎技術が身につく内容となっている。エネルギーの大きさを感覚的に理解する
ことは、災害地域・紛争地域等でのインフラ復興、低開発地域等でのライフライン建設等の政策決定プロセスに関わることを目指す
人文・社会科学系の学生にとっては重要な意味を持つ。

■ 目的
GRM は、いわゆる「エリート型」リーダーを養成するのではなく、最困難国や新興国で現地の人々と同じ目線で諸課題の解決にあ
たることのできるグローバル・リーダーを養成することにある。現在、世界規模で発生している、民族や宗教間の衝突・摩擦の背景
には、資源やインフラ（＝リソース）の不均衡がある。このリソースをいかに安定的に配分するか、いかに持続可能な発展の可能性
を探るか、という視点から、GRM は多文化共生の可能性を追求している。とりわけ最困難国や新興国においては、人文・社会科
学のみ、あるいは理工学のみの知識をもつ人材にできることは限られている。グローバル展開を果たした企業においても、理工学の
知識を持ちつつマネジメントや社会貢献を考えていかなければ、異文化との共生を実現するリーダーとして活躍できない。逆に、人文・
社会科学についての深い知見を有していても、現実の人間社会の基盤となるインフラストラクチャーや資源・エネルギーについての
知見をもたなければ、人類社会の安定には寄与できない。本実験科目は、自然科学分野における最適化問題を社会科学的側面も
含めて鳥瞰し、国家資源や社会インフラが「人間の創出するシステム」であることの認識を深める。この認識を基に、現在の困難を
解決し、将来に生じうる隘路を事前に察知して対策を講じうる能力を育むことを目的とする。

■ 対象学生
GRM 履修生（M1 ～（理工学研究科生以外））

■ 必要経費、設備、備品
主に実験に用いる工具や機器の実験材料費。

（電気配線設備、可搬式発電機、変圧器、小型風力発電機・太陽光発電装置、テスター（電圧・電流・抵抗簡易測定器）、電池、
各種配線用電源・ケーブル、ペンチ、ドライバー、ニッパ、圧着工具等。）

■ 指導案
本科目では、工具の利用、電気配線、電圧・電流測定、発電機利用、小型風力・太陽光発電利用、小型掘削機利用等について、
講義と実習を行う。
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■ 評価について
本科目では、実験・実習を中心に進めているため、授業内での参加状況を特に評価している。成績評価基準は以下の通り。

・平常点（出席、クラス参加、グループ作業の成果等）＝ 40%（実習状況により評価）
・クラスで発表等＝ 10%（発表内容により評価）
・提出物＝ 10%（提出物の内容により評価）
・見学会・実験・実習評価・実技テスト・模擬授業等＝ 40%（参加状況により評価）

■ 特徴、ノウハウ等

・文理共修「GRM コモン・ルーム」
「GRM コモン・ルーム」は、文理の学生が日常的に切磋琢磨する融合空間である。そのコモン・ルームの一角に、インフラで共通
に必要とされる電力（電流・電圧）に慣れ親しめる実験機器、測定機器を取り揃えた「インフラ基礎実験室」を設けている。人社
系学生は、この実験室で工業高等専門学校から招聘した教員の指導と理工系 TA の補助により電流・電圧の測定（風力・太陽光発
電に伴う基礎的実験）を行う。また、水道やガス、電力、輸送に用いられるパイプ、ケーブル等のサンプルを備え、人社系学生が
これらの工具に違和感なく接することができるよう工夫を凝らしている。人社系学生が本学理工学研究科の実験施設を利用するのは、
レベル的にも規模的にも困難である。また大学の実験施設では、工具の取り扱いを身につけることはできない。この技能は、現地
の人 と々同じ目線で諸課題の解決にあたるに有用であり、工業高等専門学校から教員を招聘する企図はここにある。

・実践的な実習
受講学生には、GRM コモン・ルームでの実験に加え、インフラ復旧と敷設に必要な建機の基本操作方法を身につける講習会（コ
マツ教習所株式会社「小型車両系建設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）の運転業務」）に参加する。
毎年度、教室内で学んだ知識、技術を基に自ら立案・企画したインフラ関連実験を和歌山、または奈良県の南部、東部の野外実験
場で実施している。実験場では小型風力発電システムの構築実習と発電の確認、小型水力発電機からの電力供給確認、太陽光パ
ネル及び可搬式発電機の利用実習等を行う。
　※参考
　　平成 27 年度に実施した際の学生活動報告（和歌山工業高等専門学校、和歌山県日高郡）
　　http://grm.doshisha.ac.jp/jpn/student_activities/view.php?c=student_activities_1&pk=1477021870

■ その他（成果等）
・ 最困難国や新興国で現地の人々と同じ目線で諸課題の解決にあたることのできる、人社系のグローバル・リーダーに必要な理工

系知識の到達目標を学内に示した。
・実践的な実習を念頭にした授業運営の工夫は、人社系学生にインフラ工学の実践的知識を身に付けさせる上で効果的であった。
・ 本科目を受講した人社系学生の中には、第二種電気工事士の国家資格を取得した者もおり、新たな博士像でもって、民間企業の

総合職に就いた者もいる。

■ 問い合わせ
同志社大学大学院 理工学研究科電気電子工学専攻 長岡 直人教授
問合せ先：ji-grmld@mail.doshisha.ac.jp（グローバル・リソース・マネジメント事務局）
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■ Title
GRM Introductory Laboratory of Infrastructures: Global Resource Management, Doshisha University (GRM)

■ Skill Outcomes
The GRM program aims to foster global leaders possessing tenacious spirit and high ethical standards, who can assist 
developing and emerging countries and make a significant contribution to the stability of global peace in accordance 
with the founding sprit of Doshisha University - to nurture individuals who will become the “conscience of a nation”-. 
This leader is expected to unite the knowledge to avoid cultural conflicts which are the most pressing challenges facing 
the world today and the knowledge relevant to resource and energy. To cater this need, we provide humanities students 
science classes, such as infrastructure, resource, or energy related courses as a sub-major, and provide humanities 
classes for science students, in order to enhance the learning effectiveness of “GRM Joint Seminar” and “GRM On-Site 
Practice”- the practical learning course to develop knowledge of tackling issues viewed from the comprehensive integration 
of the humanities and the science discipline. This laboratory course is designed to provide first-hand study of some of 
the concepts being presented in the lecture of “Introductory Science and Engineering” or “Introductory Infrastructure 
Engineering”, and deals with not only basic electrical engineering knowledge but also the basic skills for electrical works, 
piping works and road restoration works. It is essential to understand energy or infrastructure intuitively through hands-on 
experience for humanities students who are assumed to participate in the process of policy decision making of restoration 
of infrastructures in disaster or conflict areas.

■ Course Objectives
Our goal is to nurture not existing “elite” type leaders but global leaders who can resolve issues in developing and emerging 
countries by working alongside the local people from their perspectives. Conflict and friction between various ethnic and 
religious groups currently occurring on a global scale typically arise from inequalities in access to infrastructures and/or 
in the distribution and ownership of resources. The program will assist in addressing these issues and strive to realize a 
harmonious co-existence of multiple cultures by providing solutions founded on sustainable development, human security, 
and a fair and reliable distribution of resources. These global issues especially in developing and emerging countries, 
cannot be addressed by individual scientists working alone within single disciplines. What is needed here is to consider 
all of the angles through our transdisciplinary approach to complex problems in the world. This course will examine 
optimization problems including social scientific aspects in the areas of natural science from the bird’s eye view, providing 
students with a deep understanding of that national resources and social infrastructure is a “human made system”. 
Based on this understanding, this course aims to develop human resources capable of proposing solutions to the current 
problems, detecting the narrow path which might appear in the future in advance, and taking related measures.

■ Intended Students
GRM students (M1 ～ (Except students in the Science and Engineering major))

■ Required Course Fee and Equipment
The course fee includes mostly tools or materials for experiments.
(electric wiring equipment, portable generator, transformer, small wind power generator/solar photovoltaic device, 
multimeter, (voltage/electric current/simple resistance measuring instruments), battery, various wiring for power/cable, 
pliers, driver, nippers, compression tools for wire connectors of interior wiring etc.)

■ Brief Overview
This course consists of lectures and hands-on learning about how to operate the tools, electric wiring, measurement of 
voltage/electric current, use of generator, the use of small wind power generation and solar power generation, the use of 
excavator etc.
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■ Grading
Since this class will involve substantial amounts of laboratory work or hands-on approach, active participation will be 
especially evaluated.

The final grade will be determined by the following distribution:
・Class participation 40% (evaluated by how they participate)
・Class presentation 10% (evaluated by the contents of their presentation)
・Reports, written assignment 10% (evaluated by the contents of their submitted material)
・Practical training 40% (evaluated by how they participate)

■ Features, Knowhow
・The GRM Common Room (Coeducation of the humanities course and the science course students)
The GRM Common Room is where the humanities and science students work together to exchange their knowledge 
across their disciplines more freely. The Introductory Laboratory of Infrastructures, located inside the Common Room, is 
designed to familiarize the students of the usage of a wide variety of laboratory apparatus, which is critical to understand 
infrastructures. Humanities students perform measurements of voltage or electric current led by the guest instructors 
with the auxiliary support of the science teaching assistants to avoid any misunderstandings in using these equipment. 
For humanities students, using the normal laboratory facility of our Science and Engineering department is difficult based 
on the students’ knowledge level and laboratory capacity, and they cannot learn the use of such equipment in the normal 
laboratory. This is why we have invited a guest lecturer from the National Institute of Technology, also for the students to 
be able to solve problems from the perspective of the local people.

・Hands-on Training
In addition to the experiments in the Common Room, students participate a seminar to acquire basic knowledge of 
operation needed for restoration of infrastructures and construction of infrastructure networks and facilities. Every year we 
conduct infrastructure-related experiments which students carry out planning, based on knowledge and skills in the class, 
at the field of Wakayama prefecture or south and east of Nara prefecture, including construction of small wind power 
generation, test power supply with a small water power generator, the use of solar panels and portable generators.

※ Reference
Students Activity Report conducted in 2015 (National Institute of Technology, Wakayama College, Wakayama) (ONLY in 
Japanese) http://grm.doshisha.ac.jp/jpn/student_activities/view.php?c=student_activities_1&pk=1477021870

■ Others (Achievement etc.)
・ The GRM program has presented the achievement goal regarding science knowledge needed for global leaders of the 

humanities major, who can solve problems using comprehensive knowledge through local perspectives in developing and 
emerging countries.

・ Class management efforts based on practical training was effective in terms of giving basic hands-on experiences to 
humanities students.

・ A graduate of the program with a humanities major obtained a Second Class Qualified Certified Electrician, national 
certification, and with the evolved graduate profile, was accepted for a regular position of a private company.

■ Contact
Professor Naoto NAGAOKA
Department of Electrical and Electronic Engineering, Graduate School of Science and Engineering
Contact: ji-grmld@mail.doshisha.ac.jp (Global Resource Management Administration Office)
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長崎大学 
熱帯病・新興感染症制御 
グローバルリーダー育成プログラム 
Program for Nurturing Global Leaders in Tropical and Emerging 
Communicable Diseases  

※平成28年度までのカリキュラム
（平成29年度から新カリキュラム） 
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多国籍の大学院生のための英語カリキュラムの設計
コースマネージャーに必要な関連スキル
知識と知的能力 -A、特に言語 -A-1-6、エンゲージメント、影響とインパクト-D

背景
熱帯病・新興感染症制御グローバルリーダー育成プログラムには多くの独自の特徴があり、その一つが書くことと話すことの両方の
コミュニケーションのツールとしての英語教育の重視です。最近のエボラ流行の世界的な影響と対応に見られるように、病気には境
界がなく、流行への対応はもはや現地の懸念事項ではなくなりました。国際的な病害制御分野においては、優れた英語コミュニケー
ションスキルは情報と知識の共有、そして今後のアウトブレイクに備えている WHO といった室内やインフルエンザワクチンプログラム
を管理しているフィールドに関係なく、全ての関係各所が彼らの役割を理解し、不必要な負担や言語障害なしに職務を遂行できるこ
とを確かにするために不可欠であります。本プログラム学生が英語を集中的に勉強するもう一つの重要な理由は、2 回の海外研修に
参加することです。ジュネーブの WHO、ナイロビやベトナムにある本学研究拠点、そしてアメリカの大学機関等での海外研修中、本
プログラム学生は素早く効果的に割り当てられたプロジェクトに溶け込めるように備えなければなりません。スキルや知識に加えて、
優れた英語スキルを身に付けることで、研修を成功させることができるのです。

概要
本プログラムでは、全ての学生が 4 年間で一学期につき 33 時間（年間で 67 時間）の英語コミュニケーションスキル演習を完了す
ることが求められています。通常、学生は週に 2 回講義に出席する必要があります。英語コミュニケーションスキル講義（CS）は学
年ごとに CSI、CSII、CSIII そして CSIV に分けられます。また、本プログラム学生の出身国は 12 か国を超え様々です。

コース設計構成要素
良いコース設計のためのいくつかの構成要素があり、自明のように聞こえるかもしれませんが、コースを設計するにあたり、私たち
は設計者として、まず学生がすでに学んでいることと比較して学生が必要とするものを知っておかなければなりません。これらのニー
ズを判断するために、私たちはニーズアセスメントを行います。評価後、私たちが得たことをコース計画に組み込むことができます。
最後に、コースの有効性を査定し評価する必要があります。CSI、CSII、CSIII 及び CSIV 講義の構造と構成要素は次の 3 つの設計
ポイントに基づいて決定されます。

1. ニーズの分析
ニーズの分析には様々な段階があり、学生の強みと弱点、学生がコースに期待すること、また、私たちが学生に学んでもらいたいこ
とを学生が学べるようにするためにコースに含めることを確認することができます。ニーズ分析には、ライティングにおける問題点を
知るために学生にサンプル抄録を書かせたり、スピーキングにおけるニーズを理解するためのディスカッションをさせたり、学生の要
望や学習スタイルを理解するためのアンケートの実施があります。

1 ニーズ分析段階
 1.1 分析の目的を確認にする
 1.2 標的集団を定める
 1.3 アプローチを決定する
 1.4 制約を確認する
 1.5 データ収集方法を選択する
 1.6 データを収集する
 1.7 結果を分析し解釈する
 1.8 目標を決定する

プログラム定着 WG【参考資料 4】



58

2. コース計画
分析が完了したらコース設計を開始することができます。ゴールは何か？どのような考慮すべき点があるか？どのような学習取り組み
方法を使用するか？制約するものは何か？これらは答えを出す必要がある質問です。本プログラムはコンテンツベース教授法を用い
た学習者主導方法に基づいています。私たちはまた、タスクベースの学習にも焦点を当てています。なぜならば、学習するための最
善の方法は、実際に学生自身で行うことだと考えるからです。

2 コース留意事項
 2.1 目標
 2.2 コース留意事項
 2.3 実用的な応用と目標への適合
  2.3.1 学習者主導方法とコンテンツベース教授法
  2.3.2 問題解決型授業
 2.4 タスクと体制
 2.5 制約
 2.6 コース / シラバス
 2.7 資料

3. 査定と評価
コースをまとめて走らせるだけでは十分ではありません。よく練られた計画や設計であっても進化させ成長させる必要があります。ま
た、新たにプログラムに参加する学生やバックグラウンドの異なる学生に応じて学生のニーズが変わります。この最終段階のコース
設計は、コース中及びコース終了後に行われます。コースを評価することで、効果的でなかったことは効果的であったことと同じくら
い重要であるということが分かります。本プログラムでは、学生の習熟度を測るため正式な熟達度テストから非公式のパフォーマンス
ベース評価まで様々な評価方法を使用しています。査定及び評価のフィードバックはニーズ分析及びコース計画に立ち返らせ、そう
することにより本プログラムをよりよくするために定期的に修正することができます。

3 査定と評価
 3.1 査定
  3.1.1 初期テスト
  3.1.2 熟達度テスト
  3.1.3 主観 / 客観テスト
  3.1.4 実績ベーステスト
  3.1.5 統合的形式テスト
 4.6 点数と評価結果
 4.7 コース評価

終わりに

本プログラム教員はプログラムをよりよいものにするために常に努力をしており、現行の英語コースを誇りに思っております。このノウ
ハウ説明書が、他大学のプログラムの改善に役立つアイディアになればよいと願っています。質問等ありましたら喜んで話し合います。

問い合せ
長崎大学医歯薬学総合研究科、リーディングプログラム特任教員
Todd Saunders (saunders@nagasaki-u.ac.jp)
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Designing an English curriculum for multinational post-graduates
Relevant skills necessary for course managers
Knowledge and intellectual abilities-A, Specifically Languages-A-1-6, Engagement, influence, impact--D

Background
The Program for Nurturing Global Leaders in Tropical and Emerging Communicable Diseases (TECD) has many unique 
features, one of which is a focus on English as a tool for both written and spoken communication. Disease knows no 
boundaries and the responses to epidemics are no longer of just local concern as seen with worldwide impact and 
response to the recent Ebola outbreak. Because of the international nature of the field of disease management good 
English communication skills are essential to the sharing of information and knowledge, and to ensuring that all those 
involved, be it planning for future outbreaks in the offices of the WHO or in the field administering an influenza vaccination 
program, can understand their roles and carry out their duties without the additional burden of language barriers. Another 
important reason why our students study English so intensively is that they all go on two overseas training sessions. During 
these sessions that take place in places like the WHO in Geneva, research centers in Nairobi and Vietnam, and universities 
across the United States our students must be prepared to integrate quickly and effectively into their assigned projects. In 
addition to their technical skills and knowledge, good English skills allow them to do this successfully.

Overview
The TECD program requires all students in all four years to complete 33 hours of English communication classes per 
semester for a total of 67 semester hours per academic year. Typically this requires students to attend classes twice a 
week. English communication skills classes (CS) are divided by year i.e. CSI, CSII, CSIII, and CSIV. Students come from a 
variety of backgrounds and over 12 different countries.

Course design components
There are several components that go into good course design and while it may sound self evident, before designing the 
course, we as the designers must first know what the students needs are compared to what we expect them to know. In 
order to determine these needs we conduct a needs assessment. Following the assessment, we can start to incorporate 
what we learned into the course proposal. Finally we need to assess and evaluate the effectiveness of the course. The 
structure and content for our CSI, CSII, CSIII, and CSIV classes are determined based on the following three design points:

1. Needs Analysis
The needs analysis has various stages and allows us to see students’ strengths and weaknesses, what they expect from 
the course, and what we need to include in the course to ensure that they know what we want them to know. Our needs 
analyses include having students write sample abstracts to learn grammar writing issues, discussions to help understand 
their verbal needs and questionnaires to help us understand students’ desires and learning styles.

1 Needs Analysis stages
 1.1 Identify purpose of analysis
 1.2 Delimit target population
 1.3 Decide approach
 1.4 Identify constraints
 1.5 Select data collection method
 1.6 Collect data
 1.7 Analyze and interpret results
 1.8 Determine objectives
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2. Course Proposal
Once the analysis is complete we can start to design the course. What are our goals? What kinds of considerations are 
there? What learning approaches will we use? What are some of our constraints? These are questions that need to be 
answered. Our particular program is based on a learner-centered approach with content-based instruction. We also focus 
on task based learning, because we feel that the best way for students to learn is to actually do it themselves.

2 Course considerations
 2.1 Goals
 2.2 Course considerations
 2.3 Practical applications and meeting goals
  2.3.1 Learner-Centered Approach and Content-Based Instruction
  2.3.2 Project Based Learning
 2.4 Tasks and Organization
 2.5 Constraints
 2.6 Course/Syllabus
 2.7 Materials

3. Assessment and Evaluation
Simply putting together a course and letting it run is not enough. Even the best laid plans and designs need to evolve 
and grow. We have also seen that students’ needs can change depending on the new groups coming in and different 
backgrounds. This final stage in course design takes place during the course and after its completion. It also allows us to 
see what was and just as important what was not effective. We use a host of evaluation methods from formal progress 
tests to informal performance based evaluations to measure student learning. Feedback from assessment and evaluation 
loop back to the needs analysis and course proposal allowing us to regularly modify our program for the better.

3 Assessment and Evaluation
 3.1 Assessments
  3.1.1 Initial
  3.1.2 Progress tests
  3.1.3 Subjective / Objective
  3.1.4 Performance-based
  3.1.5 Integrative construction format
 4.6 Scoring and assessment outcomes
 4.7 Course evaluation

Conclusion
Teachers in the TECD program are constantly striving to make our program better and are proud of the English courses we 
now offer. We hope that this know-how explanation will give other programs some ideas to help improve their own English 
programs. And if you have any questions or ideas for us we would be happy to discuss them with you.

Contact information
Nagasaki University Graduate School of Biomedical Sciences, Leading Program teacher,
Todd Saunders (saunders@nagasaki-u.ac.jp)
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各プログラムから「ダイバーシティ・マネジメント」の取組に関して、以下の紹介がありました。
The activities to promote "diversity management" in each program are introduced as follows.
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ro
sc

op
y)

・
電
子
顕
微
鏡

(E
le

ct
ro

n 
M

ic
ro

sc
op

y)
・
計
算
機

(C
om

pu
ta

tio
na

l A
na

ly
si

s)
・
中
性
子
結
晶
解
析

(N
eu

tro
n 

C
ry

st
al

 A
na

ly
si

s)
・
細
胞
生
物
学

(C
el

l B
io

lo
gy

)

多
様
性

(D
iv

er
si

ty
)

・
習
慣

(C
us

to
m

)
・
文
化

(C
ul

tu
re

)
・
宗
教

(R
el

ig
io

n)
・
食

(F
oo

d)
・
言
語

(L
an

gu
ag

e)

日
本

(J
ap

an
)

大
韓
民
国

(K
or

ea
)

中
華
人
民
共
和
国

(C
hi

na
)

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

(B
an

gl
ad

es
h)
マ
レ
ー
シ
ア

(M
al

ay
si

a)

U
ni

ve
rs

ity
 o

f H
yo

go

フ
ォ
ト
ン
サ
イ
エ
ン
ス
が
拓
く
次
世
代
ピ
コ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

N
ex

tg
en

er
at

io
n

Pi
co

bi
ol

og
y

Pi
on

ee
re

d
by

Ph
ot

on
Sc

ie
nc

e

©
 R

IK
EN

D
iv

er
si

ty
・

C
us

to
m

・
C

ul
tu

re
・

R
el

ig
io

n
・

Fo
od

・
La

ng
ua

ge

Ja
pa

n
Ko

re
a

C
hi

na

Ba
ng

la
de

sh
M

al
ay

si
a

A
im

:T
o

de
ve

lo
p

“N
ex

tg
en

er
at

io
n

gl
ob

al
le

ad
er

s
“w

ho
no

to
nl

y
sp

ec
ia

liz
e

in
lif

e
sc

ie
nc

e,
bu

ta
re

fa
m

ilia
rw

ith
va

rio
us

ot
he

rf
ie

ld
s.

Ef
fo

rt
s:

①
Ac

qu
ire

an
ab

ilit
y

to
un

de
rs

ta
nd

an
d

in
te

gr
at

e
th

e
fie

ld
s

re
la

te
d

to
ou

r
sp

ec
ia

liz
ed

re
se

ar
ch

as
w

el
la

s
su

rro
un

di
ng

ar
ea

s.
②

Ac
qu

ire
an

in
te

rn
at

io
na

lw
ay

of
th

in
ki

ng
by

co
m

m
un

ic
at

in
g

am
on

g
st

ud
en

ts
in

En
gl

is
h.

Sp
ec

ia
lty

Th
e 

W
or

ld
’s

 M
os

t A
dv

an
ce

d 
Pi

co
bi

ol
og

y
Tr

ai
ni

ng
・

Th
e 

w
or

ld
’s

 la
rg

es
t s

yn
ch

ro
tro

n 
ra

di
at

io
n 

fa
ci

lit
y 

(S
Pr

in
g-

8)
/ 

Th
e 

X-
ra

y
Fr

ee
El

ec
tro

n
La

se
r F

ac
ilit

y 
(S

AC
LA

)
・

Vi
br

at
io

na
l S

pe
ct

ro
sc

op
y

・
El

ec
tro

n 
M

ic
ro

sc
op

y
・

C
om

pu
ta

tio
na

l A
na

ly
si

s
・

N
eu

tro
n 

C
ry

st
al

 A
na

ly
si

s
・

C
el

l B
io

lo
gy

O
ut

co
m

e:
 ①

St
ud

en
ts

 s
at

is
fie

d 
w

ith
 th

e 
pr

og
ra

m
 a

nd
 v

al
ue

d 
th

e 
ex

pe
rie

nc
e 

to
 

im
ag

e 
th

ei
r f

ut
ur

e 
vi

si
on

.
②

C
om

pr
eh

en
si

ve
 c

om
m

un
ic

at
io

n 
am

on
g 

st
ud

en
t h

el
p 

th
em

 
de

ve
lo

p
un

de
rs

ta
nd

in
g 

in
 th

e 
di

ve
rs

ity
 o

f c
ul

tu
re

, c
us

to
m

, e
tc

. 

•
様
々
な
個
人
の
集
ま
り
と
し
て
の
社
会
を
学
び
、
専
門
と
す
る
学
問
分
野
が
対
象
と
す
る
人
や
社
会

に
対
す
る
認
識
が
変
化
し
た
。

•
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
々
を
受
け
入
れ
る
重
要
性
を
理
解
し
、
技
術
者
と
し
て
多
様
性
を

踏
ま
え
た
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

東
北
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル
安
全
学
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

取
組
例

効
果

•
性
別
、
国
籍
、
人
種
、
民
族
、
宗
教
、
性
的
指
向
な
ど
の
社
会
階
層
と
不
平
等
の
問
題
を
学
ぶ
。

•
ア
メ
リ
カ
で
の
滞
在
を
通
し
て
多
文
化
理
解
を
深
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境

•
文
系
と
理
系
の
様
々
な
学
問
分
野
を
専
門
と
す
る
学
生
・
教
員
が
参
加
す
る
異
分
野
交
流
環
境

•
災
害
に
お
け
る
宗
教
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
学
ぶ
。

•
問
題
の
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
を
学
ぶ
。

•
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
多
様
な
性
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
も
関
心
を
持
つ
。

人
・
社
会
・
学
問
の
多
様
性
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
や
講
義
の
実
施

【
研
修
】
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
の
リ
ス
ク
・
安
全
・
安
心
・
不
平
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

【
講
義
】
社
会
の
多
様
性
を
踏
ま
え
た
災
害
対
応
を
実
践
に
活
か
す
た
め
の
講
義

Ø
発
表
・
議
論
に
よ
り
、
社
会
の
様
々
な
社
会
階
層
と
不
平
等
の
問
題
や
関
連
を
多
面
的
に
理
解
す
る
。

Ø
講
義
・
議
論
に
よ
り
、
災
害
時
の
問
題
が
平
時
の
人
と
社
会
の
多
様
性
の
問
題
に
起
因
す
る
こ
と
を
理
解

す
る
。
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ul
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e 

M
an
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em

en
t

⽂
化

資
源

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
Se
ek
	so
lu
tio
ns
	to
	o
ne
	p
ro
bl
em

fro
m
	d
iv
er
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	re
se
ar
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	p
er
sp
ec
tiv
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Fr
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	d
iv
er
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	n
et
w
or
k	
fo
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ed
	in
	a
	sp
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c	
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gi
on
	

to
	th
e	
w
or
ld

Ex
am
pl
e:
To
de
ve
lo
p
ne
w
cu
st
om
er
se
gm
en
ts
of
tr
ad
iti
on
al
cr
af
t

“W
aj
im
a-
nu
ri”

an
d
re
vi
ta
liz
e
th
e
in
du
st
ry
,
al
l
of
th
e

pr
og
ra
m
st
ud
en
ts
co
nd
uc
td
isc
us
sio
ns
an
d
fie
ld
w
or
ks

Ex
am
pl
e:
O
rg
an
ize

in
te
rn
at
io
na
l
co
nf
er
en
ce
s
co
op
er
at
in
g
pa
rt
ne
r

un
iv
er
sit
ie
s;
pr
es
en
t
a
pa
pe
r
in
an
ac
ad
em
ic
co
nf
er
en
ce

he
ld
in
UK
;g
et
an
in
te
rn
sh
ip
at
a
m
us
eu
m
in
Ca
na
da

Gr
ad

ua
te

 P
ro

gr
am

 in
 C

ul
tu

ra
l R

es
ou

rc
e 

M
an

ag
em

en
t

⽂
化

資
源

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム

⼀
つ
の
⽬
的
に
対
し
多
様
な
研

究
視
点
か
ら
解
決
策
を
提
⽰

特
定
の
地
域
内
で
の
多
様
な
⼈
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
経
験
を
基
に
、
世
界
へ

活
動
例
：
伝
統
⼯
芸
「
輪
島
塗
」
の
新
た
な
顧
客
層

の
開
拓
を
⽬
指
し
、
全
学
⽣
が
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
実
施

し
、
伝
統
⼯
芸
産
業
の
振
興
を
図
る

活
動
例
：
協
定
校
と
の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
イ

ギ
リ
ス
で
開
か
れ
る
学
会
に
出
席
、
カ
ナ
ダ
の
博

物
館
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

早
稲
田
大
学

20
17

/1
0/
19

◆
早
稲
田
大
学
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
理
工
学
博
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
◆

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
理
工
学
博
士
プ
ロ
グ
ラ
ム

取
組
み
例
：
国
内
外
の
学
生
・
教
員
と
の
交
流
の
促
進
（
国
籍
・
文
化
に
お
け
る
多
様
性
）

②
定
期
的
に
本
学
留
学
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
や
、
他
大
学
生
と
の
交
流
会
を
実
施

＊
1年
生
必
修
の
海
外
大
学
と
の
短
期
演
習
も
実
施

*ジ
ョ
イ
ン
ト
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

(JS
P)
へ
発
展

高
麗
大
学
（
韓
）
、
吉
林
大
学
（
中
）
、

ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
国
王
科
学
技
術
大
学
（
ｻ
ｳ
ｼ
ﾞｱ
ﾗ
ﾋ
ﾞｱ
）
、
他

*4
大
学
合
同

W
S

*4
大
学
合
同
合
宿
型

W
S

北
京
大
学
（
中
）

ﾓ
ﾅ
ｼ
ｭ
大
学
（
豪
）

初
の

JS
P修
了
生

3名
を
輩
出

海
外
大
学
と
の
共
同
研
究
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
海
外
大
学
で
学
籍
が
用
意
さ
れ
、
研
究
指
導
に
加
え
、
在
学
生
と
と
も
に
授
業
・
ゼ
ミ
に
も
参
加
す
る
。

・
連
携
先
教
員
が
学
位
審
査
の
副
査
と
な
り
、
双
方
の
学
長
が
サ
イ
ン
し
た
修
了
書
が
授
与
さ
れ
る
。

①
海
外
大
学
や
企
業
・
国
際
機
関
で
の
実
習
（
2回
、
合
計

6ヶ
月
間
、
必
修
科
目
）

海
外
一
流
大
学
の
教
授
や
、
企
業
の
海
外
研
究
所
長
等
が
副
指
導
教
員
に

派
遣
実
績
：
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾄﾞ
大
学
（
米
）
、
ﾏ
ｻ
ﾁ
ｭ
ｰ
ｾ
ｯ
ﾂ
大
学
（
米
）
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（
米
）
、
イ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾘ
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ（
英
）
、
ﾎ
ﾞﾝ
大
学
（
独
）
、
ﾓ
ﾅ
ｼ
ｭ

大
学
（
豪
）
、
ﾐｼ
ｶ
ﾞﾝ
大
学
（
米
）
、
他

早
期
か
ら
海
外
で
の
実
践
経
験
を
積
む

異
文
化
交
流
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
(IC

C)
英
語
ﾗ
ﾝ
ﾁ
ﾐｰ
ﾃ
ｨﾝ
ｸ
ﾞ

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

多
様
な
専
門
分
野
・
国
籍
・
文
化
を
も
つ
学
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
W
Sを
通
し
て
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
構
築
に

*お
茶
の
水
女
子
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、

東
京
大
学
、
早
稲
田
大
学
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群
馬
大
学

重
粒
子
線
医
工
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
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og

ra
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ng
in
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g

国
際
的
に
活
躍
す
る
先
生
方
か
ら
経
験
談
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、
女
性
に
限
ら
ず
男
性
の
履
修

生
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
や
家
庭
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
保
ち
方
に
つ
い
て
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
生
と
国

際
的
に
活
躍
す
る
著
名
な
研
究
者
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。
履
修
生
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
り
目
標
や
研

究
を
明
確
化
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

2.
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
著
名
な
研

究
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

活
動

:
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女
性
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
を
考
え

る
た
め
の
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
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ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

1)
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

(2
日
間
：
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
合
宿

)-
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
を
体
感
す
る

2)
海
外
武
者
修
行

-グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
企
画
力
、
実
行
力
の
養
成

グ
ロ
ー
バ
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
エ
ジ
ン
バ
ラ
）
適
正
技
術
教
育
（
東
テ
ィ
モ
ー
ル
）

シ
ス
テ
ム
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
（
ア
メ
リ
カ
）
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
オ
ラ
ン
ダ
）

学
生
自
ら
が
主
催
す
る
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
産
学
官
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
、
セ
ミ
ナ
ー
や
学
生
企
画
の
ア

ク
テ
ビ
テ
ィ
を
通
し
て
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
。
全
学
生
、
全
教
員
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
カ
ー
が
一
同
に
会
し
、
毎
年
行
わ
れ
る
。

学
生
自
ら
実
習
先
を
開
拓
し
、
国
境
を
越
え
て
能
力
を
発
揮
す
る

全
て
の
学
生
が
途
上
国
を
含
む
海
外
に
出
か
け
、
研
究
や
起
業
に
必
要
な
知
識
、
技
術
、
戦
略
的
な
企
画
力
を
身
に
付
け
る
。
派
遣
先
に
お
い

て
学
生
は
自
身
の
企
画
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
画
実
行
能
力
が
養
わ
れ
る
。
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効
果
：
■
異
分
野
間
の
議
論
に
よ
り
、
討
論
能
力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上

ー
ー
ー
＞
2
8
年
度
の
学
生
の
受
賞
件
数
：
優
秀
賞
（
口
頭
発
表
）
5
件
、
ポ
ス
タ
ー
賞
3
件

■
留
学
生
を
含
む
異
分
野
の
学
生
同
士
の
継
続
的
な
議
論
に
よ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
研
究
分
野

ポ
ス
タ
ー
発
表

異
分
野
間
で
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る

Ø
毎
月
１
回
の
開
催
。
企
画
・
運
営
は
す
べ
て
学
生
。
司
会
進
行
は
英
語

Ø
4つ
の
全
分
野
す
べ
て
の
学
生
・
教
員
が
参
加

Ø
3分
間
の
ｼ
ｮｰ
ﾄﾌ
ﾟﾚ
ｾ
ﾞﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
、
約
1時
間
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
構
成

取
組
例
：
専
門
分
野
の
垣
根
を
超
え
た
学
生
・
教
員
が
議
論
す
る
月
例
研
究
発
表
会
の
実
施
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シ
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！
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シ
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シ
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て
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ot

en
tia

lit
e

•
St

ud
y 

lik
e 

a 
lo

ca
l i

n 
M

on
as

h
U

ni
ve

rs
ity

•
H

om
es

ta
y 

in
 M

el
bo

ur
ne

•
fa

ce
 to

 fa
ce

 C
om

m
un

ic
at

io
n

•
C

ro
ss

 c
ul

tu
ra

l g
ro

up
 p

ro
je

ct
•

U
nd

er
st

an
di

ng
di

ve
rs

ity
 in

 
Au

st
ra

lia

•
Bh

ut
an

: s
ex

ua
lit

y,
 h

ap
pi

ne
ss

 &
 

Bu
dd

hi
sm

•
M

os
co

w
: a

ch
ie

vi
ng

 e
qu

al
ity

 
th

ro
ug

h 
sp

or
ts

•
U

nd
er

st
an

di
ng

 &
 a

na
ly

zi
ng

di
ve

rs
e 

is
su

es
 a

ro
un

d 
th

e 
w

or
ld
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生
体
統
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
医
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

In
te

rd
is

ci
pl

in
ar

y 
Pr

og
ra

m
 fo

r B
io

m
ed

ic
al

 S
ci

en
ce

s 
(IP

B
S)

取
組
：
多
用
な
国
籍
の
学
生
が
融
合
し
、
英
語
を
公
用
語
と
し
、

学
生
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
・
成
長
す
る
教
育
環
境
の
構
築
。

内
容
①
提
携
施
設
か
ら
の
留
学
生
獲
得

内
容
②

学
生
企
画
・
国
際
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
際
的
な
教
育
研
究
環
境
の
も
と
、
融
合
研
究
能
力
の
開
発
、

生
命
科
学
分
野
の
探
究
、
英
語
で
発
表
・
議
論
す
る
力
の
向
上
。

IP
B

S独
自
の
正
規
留
学
生
・
海
外
特
別
選
抜
シ
ス
テ
ム
の
確
立
：

国
立
台
湾
大
学
（
台
湾
）
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学
（
タ
イ
）
、

Tr
an

sl
at

io
na

l H
ea

lt
h 

Sc
ie

nc
e 

an
d 

Te
ch

no
lo

gy
 In

st
it

ut
e 

(イ
ン
ド

)、
上
海
交
通
大
学
（
中
国
）
、
浦
項
工
科
大
学
校
（
韓
国
）
。

例
：
国
立
台
湾
大
学
・
生
命
科
学
院
と
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
Fu

si
on

: I
nt

er
di

sc
ip

lin
ar

y 
R

es
ea

rc
h 

in
 L

ife
 S

ci
en

ce
s」
の
開
催
。

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド
・
韓
国
・
タ
イ
・

台
湾
・
中
国
・
ト
ル
コ
・
ネ
パ
ー
ル
・
マ
カ
オ
・
日
本

*累
積
学
生
数
お
よ
び
国
籍
（
海
外
特
別
選
抜
枠
外
の
留
学
生
含
む
）

In
te
rd
isc
ip
lin
ar
y	
Pr
og
ra
m
	fo
r	B

io
m
ed
ic
al
	S
ci
en
ce
s	(
IP
BS
)

An
	in
te
rn
at
io
na
l	c
om

m
un
ity
,	E
ng
lis
h	
as
	a
n	
of
fic
ia
l	l
an
gu
ag
e,
	

st
ud
en
ts
	e
nc
ou
ra
ge
	e
ac
h	
ot
he
r	a

nd
	im

pr
ov
e	
th
em

se
lv
es
	th

ro
ug
h	
fr
ie
nd
ly
	ri
va
lry
.

1.
	In
te
rn
at
io
na
l	s
tu
de
nt
s	f
ro
m
	d
es
ig
na
te
d	
pa
rt
ne
r	i
ns
tit
ut
io
ns
	o
ve
rs
ea
s

2.
	In
te
rn
at
io
na
l	s
ym

po
siu

m
	o
rg
an
ize

d	
by
	st
ud
en
ts

St
ud
en
ts
	e
ng
ag
e	
in
	in
te
rn
at
io
na
l	s
et
tin

gs
,	d
isc
us
s	t
he
ir	
on
go
in
g	
pr
of
es
sio

na
l	d
ev
el
op
m
en
t,	

an
d	
ex
pl
or
e	
th
e	
co
m
pl
ex
iti
es
	o
f	l
ife
	sc
ie
nc
es
.

O
w
n	
st
ud
en
t	n

om
in
at
io
n	
sy
st
em

	w
ith

	N
at
io
na
l	T
ai
w
an
	U
ni
ve
rs
ity
	(T
ai
w
an
),	

M
ah
id
ol
	U
ni
ve
rs
ity
	(T
ha
ila
nd
),	
Sh
an
gh
ai
	Ji
ao
	To

ng
	U
ni
ve
rs
ity
	(C
hi
na
),	
	

Tr
an
sla

tio
na
l	H

ea
lth

	S
ci
en
ce
	a
nd
	Te

ch
no
lo
gy
	In
st
itu

te
	(I
nd
ia
),	
an
d	

Po
ha
ng
	U
ni
ve
rs
ity
	o
f	S
ci
en
ce
	a
nd
	Te

ch
no
lo
gy
	(R

ep
ub
lic
	o
f	K

or
ea
).

Ca
se
:	T
he
	2
01
6	
Jo
in
t	S
ym

po
siu

m
	w
ith

	
N
at
io
na
l	T
ai
w
an
	U
ni
ve
rs
ity
	C
ol
le
ge
	o
f	L
ife
	S
ci
en
ce
,

Fu
sio

n:
	In
te
rd
isc

ip
lin

ar
y	
Re

se
ar
ch
	in
	L
ife

	S
ci
en

ce
s

U.
S.
,	U

.K
.,	
In
di
a,
	R
ep
ub

lic
	o
f	K

or
ea
,	T
ha
ila
nd

,	T
ai
w
an
,	

Ch
in
a,
	T
ur
ke
y,
	N
ep
al
,	M

ac
au
,	J
ap
an

*C
um

ul
at
iv
e	
nu

m
be
r	o

f	s
tu
de
nt
s	a

nd
	n
at
io
na
lit
ie
s

大
阪
大
学

O
sa

k
a
 U

n
iv

er
si

ty
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ヒ
ュ

ー
マ

ン
ウ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
博

⼠
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

取
組
例
“異
種
間
対
話
能
⼒
を
も
つ
サ
イ
エ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
”

Ø
研

究
分

野
・

国
籍

・
学

年
を

跨
ぐ
徹
底
議
論
合
宿

（
年

1回
: 

2泊
3⽇

）
多

様
な

履
修

⽣
が

集
い

徹
底

議
論

（
⻫

同
熟

議
）

を
⾏

う
こ

と
で

、
内

発
的

に
視

野
を

広
げ

、
新

た
な

価
値

観
を

形
成

す
る

。
Ø

学
外

へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

で
の

異
種

間
対

話
（

年
3回

: 
各

1⽇
）

履
修

⽣
主

体
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

活
動

で
、

研
究

開
発

と
無

関
係

な
⼈

々
も

含
め

、
履

修
⽣

が
と

り
あ

げ
た

多
様

な
テ

ー
マ

に
つ

い
て

議
論

す
る

。

受
動
的
な
教
育
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
⼈
と
の
能
動
的
な
関
わ
り
合
い
の
中
で
学
ぶ

O
sa

ka
 U

ni
ve

rs
ity

Hu
m

an
w

ar
e

In
no

va
tio

n 
Pr

og
ra

m
E.

g.
 “

Fo
st

er
 s

ci
en

ce
 le

ad
er

s 
w

ith
 h

ig
h 

ad
ap

ta
bi

lit
y”

 
Ø

H
W

 s
pr

in
g 

ca
m

p:
 d

is
cu

ss
 c

ro
ss

in
g 

fie
ld

s,
 b

or
de

rs
, a

nd
 a

ge
s

U
nd

er
st

an
d 

th
e 

vi
ew

po
in

t o
f o

th
er

 re
se

ar
ch

 fi
el

ds
, n

at
io

na
lit

ie
s,

 a
nd

 a
ge

s 
th

ro
ug

h 
an

 
in

te
ns

iv
e 

di
sc

us
si

on
(⻫

同
熟

議
)w

ith
 v

ar
io

us
 s

tu
de

nt
s

Ø
O

ut
re

ac
h:

 in
te

ra
ct

 w
ith

 n
on

-p
ro

fe
ss

io
na

ls
 a

nd
 g

en
er

al
 c

iti
ze

ns
U

nd
er

st
an

d 
th

e 
vi

ew
po

in
t o

f s
oc

ie
ty

 th
ro

ug
h 

an
 in

te
ra

ct
io

n 
w

ith
 n

on
-p

ro
fe

ss
io

na
ls

 a
nd

 
ge

ne
ra

l c
iti

ze
ns

 in
 s

tu
de

nt
-d

riv
en

 o
ut

re
ac

h 
ac

tiv
ity

Le
ar

n 
di

ve
rs

ity
 t

hr
ou

gh
 in

te
ra

ct
io

n 
w

ith
 v

ar
io

us
 p

eo
pl

e

(3
 s

uc
ce

ss
iv

e 
da

ys
 / 

ye
ar

)

(3
da

ys
 / 

ye
ar

)

効
果
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関
す
る
履
修
⽣
全
体
の
意
識
改
善
が
⼤
き
く
進
ん
だ
。

と
く
に
男
性
履
修
⽣
に
よ
る
主
体
的
な
実
践
や
研
究
が
増
え
た
。

内
容
①
：
男
性
主
体
の
「
フ
ェ
ア
メ
ン
｣普
及
活
動
の
授
業
へ
の
取
り
込
み
（
４
・
５
年
次
）

男
性
が
主
体
と
な
っ
て
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
促
進
に
取
り
組
む
一
般
社
団
法
人
ホ

ワ
イ
ト
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
で
の
学
び
を
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
授
業
で
共
有

内
容
②
：
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
１
･２
年
次
）

大
阪
府
豊
中
市
の
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
現
場
で
共
生
の
課
題
を
学
び
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

未
来
共
生
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
博
士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム

取
組
例
；
学
外
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
男
性
が
主
体
的
に
関
わ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
実
践

大
阪
大
学

D
oc

to
ra

l P
ro

gr
am

 fo
r M

ul
tic

ul
tu

ra
l i

nn
ov

at
io

n

1:
 P

ra
ct

ic
al

 W
or

k:
 m

al
e 

st
ud

en
t’s

 in
iti

at
iv

e 
fo

r s
pr

ea
di

ng
 th

e 
id

ea
 o

f “
Fa

ir 
M

en
”

W
hi

le
 jo

in
in

g 
th

e 
ac

tiv
iti

es
 o

f W
hi

te
 R

ib
bo

n 
C

am
pa

ig
n 

Ja
pa

n,
 m

al
e 

st
ud

en
t  

re
po

rt 
th

e 
le

ss
on

s 
to

 
pr

og
ra

m
 m

em
be

rs
 a

t t
he

 s
oc

ia
l a

ct
io

n 
cl

as
s.

2:
 In

te
rn

sh
ip

: l
ea

rn
in

g 
fro

m
 v

ar
io

us
 p

ub
lic

 s
er

vi
ce

 a
t s

oc
ia

l o
rg

an
iz

at
io

ns
By

 w
or

ki
ng

 o
n 

an
 in

te
rn

sh
ip

 a
t v

ar
io

us
 s

oc
ia

l o
rg

an
iz

at
io

ns
 in

cl
ud

in
g 

ST
EP

 (G
en

de
r E

qu
al

ity
 C

en
tre

, 
To

yo
na

ka
, O

sa
ka

), 
st

ud
en

ts
 le

ar
nt

 th
e 

ge
nd

er
 is

su
es

 a
nd

 to
ok

 in
iti

at
iv

es
 fo

r s
ev

er
al

 p
ro

je
ct

s.
 

O
ut

co
m

e:
 U

nd
er

st
an

di
ng

 o
f t

he
 s

tu
de

nt
s 

ab
ou

t g
en

de
r e

qu
al

ity
 is

su
es

 h
av

e 
be

en
 d

ra
m

at
ic

al
ly

 c
ha

ng
ed

, 
in

 p
ar

tic
ul

ar
, p

ra
ct

ic
e 

an
d 

st
ud

y 
by

 m
al

e 
st

ud
en

ts
 o

n 
th

is
 is

su
e 

ha
ve

 in
cr

ea
se

d.

O
sa

ka
 U

ni
ve

rs
ity

Ex
am

pl
e:

 M
en

’s
 In

iti
at

iv
es

 fo
r p

ro
m

ot
in

g 
ge

nd
er

 e
qu

al
ity

 w
or

ki
ng

 w
ith

 s
oc

ia
l o

rg
an

iz
at

io
ns
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①
戦
略
的
シ
ス
テ
ム
思
考
力
演
習
（
半
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

工
学
、
理
学
、
生
命
環
境
科
学
研
究
科
の
履
修
生
、
さ
ら
に
は
留
学
生
、

他
大
学
出
身
者
も
入
り
混
じ
っ
た
多
種
多
様
な
学
生
が
、
異
分
野
融
合

の
観
点
か
ら
新
た
な
「
こ
と
づ
く
り
」
を
創
出
す
る
。

②
国
際
ア
イ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
年
1回

約
10
日
間
）

海
外
大
学
（
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
）
で
、
海
外
の
大
学
教
授
、
金
融
関
係
者
，

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
，
起
業
家
を
前
に
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
を
議
論

し
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ー
素
養
を
鍛
錬
す
る
。

③
文
科
省
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
の
連
携
（
年
2-
3回
）

多
く
の
異
な
る
環
境
下
で
、
異
な
る
分
野
の
人
た
ち
と
議
論
、
交
流
す
る

こ
と
で
さ
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
異
分
野
対
応
力
を
育
成
す
る
。

1

取
組
例
：
「
こ
と
づ
く
り
」
を
可
能
に
す
る
産
業
牽
引
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

大
阪
府
立
大
学
・
大
阪
市
立
大
学

シ
ス
テ
ム
発
想
型
物
質
科
学
リ
ー
ダ
ー
養
成
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

Sy
st

em
-in

sp
ire

d	
M

at
er

ia
l	S

ci
en

ce
（
Si

M
S
）

対
外
的
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
多
く
の
実
績

・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
ビ
ジ
ネ
ス
構
想
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

平
成
28
年
度
「
優
秀
賞
」

平
成
29
年
度
「
最
優
秀
賞
」
「
特
別
賞
」

・
M
ee
t
up

K
an
sa
i（
り
そ
な
銀
行
主
催
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
）

平
成
28
年
度
「
最
優
秀
賞
」

効
果
多
種
多
様
な
環
境
の
中
で
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る

グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
人
材
の
育
成
を
実
現
。

1-
Sp

ec
ia

lS
em

in
ar

fo
rS

tr
at

eg
ic

Re
as

on
in

g
an

d
Th

in
ki

ng
(6
m
on
th
s)

Di
sc
us
sin

g
id
ea
sw

ith
di
ffe

re
nt

pe
op
le
in
di
ffe

re
nt

ve
nu
es
,

de
ve
lo
p
"s
ys
te
m
st
hi
nk
in
g"

to
ta
ke

a
ho
lis
tic

vi
ew

of
co
m
pl
ex

th
in
gs

an
d
"d
es
ig
n
th
in
ki
ng
"t
o
cr
ea
te
in
no
va
tiv
e
id
ea
sf
or

KO
TO

DU
KU

RI
.

2-
Id

ea
tio

n
an

d
Gl

ob
al

iza
tio

n
W

or
ks

ho
p
(1
0
da
ys
)

To
fo
st
er

hi
gh

bu
sin

es
ss
en
tim

en
tt
o
lin
k
hi
gh

le
ve
lo
fa
ca
de
m
ic

re
se
ar
ch

re
su
lts

to
th
e
de
ve
lo
pm

en
to

fn
ew

in
du
st
rie

sa
nd

cr
ea
tio

n
of

id
ea
tio

n,
m
ak
in
g
a
bu
sin

es
sp

la
n
un
de
rg
lo
ba
lc
irc
um

st
an
ce

to
pr
es
en
ta
nd

ge
tf
ee
db
ac
k
fro

m
PR

IM
E
pr
of
es
so
rs
an
d
co
rp
or
at
e

le
ad
er
sa

tB
ro
w
n
Un

iv
er
sit
y
in
US

A.

3-
Co

-w
or

ki
ng

	w
ith

	M
EX

T	
th

ro
ug

h	
a	

pr
og

ra
m

	“
ED

GE
”

De
ve
lo
p	
co
m
m
un
ic
at
io
n	
sk
ill
	a
nd
	a
bi
lit
y	
to
	o
th
er
	fi
el
d	
in
	g
ro
up
	

di
sc
us
sio

ns
,	w

or
ks
ho
p	
an
d	
by
	th

ro
ug
h	
di
al
og
ue
	w
ith

	sp
ec
ia
lis
ts
	a
nd
	

Le
ad
er
s	i
n	
th
e	
in
du
st
ry
.	

2

Ac
tio

n:
	E

nh
an

ce
	sp

ec
ia

liz
ed

	p
ro

gr
am

s	t
o	

ac
hi

ev
e	

“K
O
TO

DU
KU

RI
”
-c
re
at
io
n	
of
	“
ko
to
”	
or
	sy
st
em

s.

O
sa
ka
	P
re
fe
ct
ur
e	
Un

iv
er
sit
y	
/	O

sa
ka
	C
ity
	U
ni
ve
rs
ity

Sy
st

em
-in

sp
ire

d	
M

at
er

ia
l	S

ci
en

ce
（
Si

M
S
）

<A
ch
ie
ve
m
en
t>
		B
us
in
es
s	I
de
a	
Co

m
pe
tit
io
n

-
Le
ad
in
g	
Pr
og
ra
m

20
16
	E
xc
el
le
nc
e	
Aw

ar
d

20
17
	H
ig
he
st
	A
w
ar
d,
	S
pe
ci
al
	A
w
ar
d

-
M
ee
t	U

p	
Ka
ns
ai
	(	
sp
on
so
re
d	
by
	R
IS
O
NA

	B
an
k)

20
16
	H
ig
he
st
	A
w
ar
d

R
es
ul
t:

Cu
lti

va
te

	g
lo

ba
l	s

tu
de

nt
s	w

ho
	ca

n	
cr

ea
te

	a
	n

ov
el

va
lu

e	
in

	a
	w

id
e	

va
rie

ty
	o

f	f
ie

ld
s.

慶
應
義
塾
大
学
・
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
型

国
内
外
の
大
学
連
携

(デ
ル
フ
ト
工
科
大
学
)

社
会
課
題
解
決
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
認
知
症
含
む
高
齢
者
と
の
社
会
共
生
」

“
認
知
症
と
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
”
を
実
現
す
る
た
め
の

解
決
策
を
試
行
し
、
自
治
体
へ
の
政
策
提
言
を
目
指
す

「
超
成
熟
社
会
発
展
の
サ
イ
エ
ン
ス
」

Sc
ie
nc
e	
fo
r	D
ev
el
op
m
en
t	o
f	S
up
er
	M
at
ur
e	
So
ci
et
y

中
間
発
表
会

(渋
谷
区
超
福
祉
展
)

20
16
年
度
：
勉
強
会
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
基
に
、
具
体
的
な
課
題
を
抽
出

20
17
年
度
：
課
題
に
対
す
る
解
決
策
を
地
域
で
実
践
、
評
価

４
つ
の
解
決
策
を
川
崎
市
や
渋
谷
区
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
実
践
予
定
（
例
：
園
芸
療
法
を
用
い
た
経
済
的

サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
す
新
た
な
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
認
知
症
当
事
者
と
若
者
双
方
が
楽
し
め
る
ク
ラ
ブ
ダ

ン
ス
の
実
践
等
）

海
外
先
進
的
事
例
の
調
査

(オ
ラ
ン
ダ
ブ
ー
ラ
農
園
)

Ke
io
	U
ni
ve
rs
ity

(A
ll-
Ro

un
d	
Pr
og
ra
m
)

Co
lla
bo
ra
tio
n	
w
ith
	u
ni
ve
rs
iti
es

Th
e	
De
m
en
tia
	R
es
ea
rc
h	
Pr
oj
ec
t

“S
oc
ia
l	S
ym
bi
os
is	
fo
r	o
ld
er
	a
du
lts
,	i
nc
lu
di
ng
	th
os
e	
w
ith
	d
em
en
tia
”

→
	B
ui
ld
	a
	 co
m
m
un
ity
		i
n	
w
hi
ch
	e
ve
ry
on
e,
	e
ve
n	
th
os
e	
w
ith
	

de
m
en
tia
,	c
an
	li
ve
	lo
ca
lly
	w
ith
	p
ea
ce
	o
f	m
in
d

Sc
ie
nc
e	
fo
r	D
ev
el
op
m
en
t	o
f	S
up
er
	M
at
ur
e	
So
ci
et
y

Pr
es
en
ta
tio
n	
re
po
rt

1)
Id
en
tif
y	
pr
ob
le
m
s	t
hr
ou
gh
	re
se
ar
ch
,	f
or
m
ul
at
e	
so
lu
tio
ns

2)
Te
st
	th
os
e	
so
lu
tio
ns
	a
nd
	re
co
m
m
en
d	
po
lic
ie
s		
fo
r	l
oc
al
	

go
ve
rn
m
en
ts
		a
nd
	th
e	
na
tio
n

※
W
e	
w
ill
	te
st
	4
	so
lu
tio
ns
	th
is	
ye
ar
	(	
e.
g.
	a
	n
ew
	d
em
en
tia
	ca
re
	sy
st
em

cr
ea
tin
g

ec
on
om
ic
cy
cl
e
w
ith
	h
or
tic
ul
tu
ra
l	t
he
ra
py
,	a
	d
an
ce
ac
tiv
ity
co
nn
ec
tin
g
yo
un
g	

pe
op
le
	a
nd
	p
eo
pl
e	
w
ith
	d
em
en
tia
	e
tc
.).

Re
se
ar
ch
	o
f	o
ve
rs
ea
	ca
se
s
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レ
ア
メ
タ
ル
等
資
源
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

“N
ew

 F
ro

nt
ie

r L
ea

de
rs

 fo
r R

ar
e-

M
et

al
s a

nd
 R

es
ou

rc
es

”
目
指
す
リ
ー
ダ
ー
像

特
色
を
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色

キ
ー
ワ
ー
ド
:	俯
瞰
力
，
実
践
力
，
幅
広
い
分
野
の
専
門
知
識
と
応
用
力

公
用
語
は
英
語
！

授
業
や
奨
励
金
、
各
種
申
請
は
全
て
英
語
で
実
施
中

異
文
化
理
解
を
通
し
て
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
以
下
を
実
施
．

秋
田
大
に
集
結
！

留
学
生
が
多
い
国
際
色
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

南
ア
フ
リ
カ
諸
国

ボ
ツ
ワ
ナ
，
ザ
ン
ビ
ア
，
ケ
ニ
ア
，

マ
ラ
ウ
ィ
，
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
，

西
ア
ジ
ア

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
，
パ
キ
ス
タ
ン

東
南
ア
ジ
ア
諸
国

フ
ィ
リ
ピ
ン
，
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
，
ベ
ト
ナ
ム
，

タ
イ
，
モ
ン
ゴ
ル
，
中
国

1.
SA

M
: S

tu
de

nt
 A

ct
iv

ity
 M

ee
tin

g

2.
 Y

R
M

: Y
ou

ng
 R

es
ea

rc
he

rs
 M

ee
tin

g

合
計
31
人
の
大
学
院
生
が
現
在
所
属

実
感
し
て
い
る
効
果

•
人
種
・
言
葉
の
壁
を
超
え
た
議
論
の
機
会
が
得
ら
れ
る

•
自
分
の
専
門
以
外
の
研
究
分
野
の
学
習
に
有
用

•
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
す
る
学
生
以
外
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
実
施

オ
セ
ア
ニ
ア

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

各
人
の
研
究
活
動
報
告
お
よ
び
意
見
交
換

プ
ロ
グ
ラ
ム
外
の
学
生
に
対
し
て
活
動
紹
介

→
人
種
・
思
想
・
人
物
背
景
の
多
様
化

院
生
の
発
表

若
手
研
究
者
も
参
加

教
員
・
在
籍
学
生
か
ら
の
説
明

学
部
生
と
も
議
論

レ
ア
メ
タ
ル
等
資
源
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

“N
ew

 F
ro

nt
ie

r L
ea

de
rs

 fo
r R

ar
e-

M
et

al
s a

nd
 R

es
ou

rc
es

”
To

 b
e 

a 
N

ew
 F

ro
nt

ie
r L

ea
de

r…
…

A
ct

iv
iti

es
 in

 o
ur

 p
ro

gr
am

U
ni

qu
e 

po
in

t o
f t

hi
s p

ro
gr

am
K

ey
w

or
ds

: p
er

sp
ec

tiv
es

, c
om

pr
eh

en
si

ve
 e

xp
er

tis
e 

an
d 

pr
ac

tic
al

 sk
ill

s

En
gl

is
h 

is
 la

ng
ua

ge
 to

 c
om

m
un

ic
at

e 
am

on
g 

us
.

Ev
er

y 
ap

pl
ic

at
io

n,
 c

la
ss

 a
nd

 m
ee

tin
g 

is
 c

on
du

ct
ed

 in
 E

ng
lis

h.
 

G
at

he
r i

n 
A

ki
ta

!!

So
ut

h 
A

fr
ic

a
B

ot
sw

an
a,

 Z
am

bi
a,

 K
en

ia
, 

M
al

aw
i, 

R
ep

ub
lic

 o
f S

ou
th

 A
fr

ic
a

W
es

te
rn

 A
si

a
A

fg
ha

ni
st

an
, P

ak
is

ta
n

So
ut

he
as

t A
si

a
Ph

ili
pp

in
e,

 In
do

ne
si

a,
 V

ie
tn

am
, 

Th
ai

la
nd

, M
on

go
lia

, a
nd

 C
hi

na

1.
SA

M
: S

tu
de

nt
 A

ct
iv

ity
 M

ee
tin

g

2.
 Y

R
M

: Y
ou

ng
 R

es
ea

rc
he

rs
 M

ee
tin

g

31
gr

ad
ua

te
 st

ud
en

ts
 fr

om
 th

os
e 

co
un

tri
es

 b
el

on
g 

to
 th

is
 p

ro
gr

am
. 

Th
e 

ab
ov

e 
ac

tiv
iti

es
 o

ffe
r u

s t
he

 fo
llo

w
in

gs
:

•
A

n 
op

po
rtu

ni
ty

 to
 d

is
cu

ss
 w

ith
 st

ud
en

ts
 fr

om
 d

iff
er

en
t n

at
io

na
lit

ie
s

•
D

iff
er

en
t p

er
sp

ec
tiv

es
 fr

om
 st

ud
en

ts
•

A
 S

ug
ge

st
io

n 
to

 u
nd

er
gr

ad
ua

te
 th

e 
fu

tu
re

 o
pt

io
n 

af
te

r g
ra

du
at

io
n

O
ce

an
ia

Pa
pu

a 
N

ew
 G

ue
ni

a

R
ep

or
tin

g 
re

se
ar

ch
 p

ro
gr

es
s a

nd
 e

xc
ha

ng
in

g 
th

ei
r 

id
ea

In
tr

od
uc

in
g 

ou
r 

ac
tiv

ity
 to

 u
nd

er
gr

ad
ua

te
 st

ud
en

ts
St

ud
en

ts
 in

 o
ur

 p
ro

gr
am

 is
 d

iv
er

se
 in

 n
at

io
na

lit
y,

 r
el

ig
io

n,
 a

nd
 c

us
to

m
.

Pr
es

en
ta

tio
n 

by
 st

ud
en

ts
Se

ni
or

 r
es

ea
rc

he
rs

 a
ls

o 
jo

in

E
xp

la
na

tio
n 

by
 p

ro
fe

ss
or

 
D

is
cu

ss
 w

ith
 u

nd
er

gr
ad

ua
te

s

T
he

 o
bj

ec
tiv

e 
is

 to
 g

ai
n 

va
ri

ou
s i

de
as

 fr
om

 d
iff

er
en

t d
is

ci
pl

in
e.

博
⼠
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム

20
17

事
前
討
論

B：
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
討
論
会
」

⼭
形
⼤
学
⼤
学
院
有
機
材
料
シ
ス
テ
ム
研
究
科

有
機
材
料
シ
ス
テ
ム
専
攻

4年
次
宮
根
聡

1年
次
江
部
⽇
南
⼦

n
⼭
形
⼤
学
男
⼥
共
同
参
画
推
進
室
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

n
博
⼠
学
位
を
⽬
指
す
学
⽣
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー

山
形
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
有
機
材
料
シ
ス
テ

ム
創
成
フ
レ
ッ
ク
ス
大
学
院

⼭
形
⼤
学
男
⼥
共
同
参
画
推
進
室
の

外
部
評
価
委
員
を
務
め
ら
れ
て
い
る

⼩
舘
⾹
椎
⼦
教
授
に

「
⼥
性
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
」

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
．

博
⼠
の
学
⽣
の
就
活
の
現
状
や
、
学

位
を
ど
の
よ
う
に
将
来
に
役
⽴
て
る

か
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
．

⼥
⼦
学
⽣
や
留
学
⽣
も
多
数
参
加
し

て
い
ま
し
た
．

Pr
og

ra
m

 fo
r L

ea
di

ng
 G

ra
du

at
e 

Sc
ho

ol
s 

Fo
ru

m
 2

01
7

Pr
e-

de
ba

te
B：
「

sy
m

po
si

um
 o

n 
D

iv
er

si
ty

 m
an

ag
em

en
t」

Ya
m

ag
at

a 
U

ni
ve

rs
ity

 O
rg

an
ic

 m
at

er
ia

ls
 s

ci
en

ce
fo

ur
th

-y
ea

r
Sa

to
sh

i M
iy

an
e

on
e-

ye
ar

   
   

 H
in

ak
o 

Eb
e

n
C

ol
la

bo
ra

tio
n 

w
ith

 o
ffi

ce
 fo

r g
en

de
r E

qu
al

ity
 

n
C

ar
ee

r /
 jo

b 
hu

nt
in

g 
se

m
in

ar
 fo

r s
tu

de
nt

s 
ai

m
in

g 
fo

r d
oc

to
r's

 d
eg

re
e

山
形
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
有
機
材
料
シ
ス
テ

ム
創
成
フ
レ
ッ
ク
ス
大
学
院

W
e 

lis
te

ne
d 

to
 th

e 
le

ct
ur

e 
of

 "
C

ar
ee

r 
Fo

rm
at

io
n 

of
 F

em
al

e 
R

es
ea

rc
he

rs
" 

fro
m

 P
ro

f. 
K

od
at

e
w

ho
 w

or
k 

at
 

C
ol

la
bo

ra
tio

n 
w

ith
 o

ffi
ce

 fo
r g

en
de

r 
Eq

ua
lit

y 
as

 a
n 

ex
te

rn
al

 e
va

lu
at

io
n 

co
m

m
itt

ee
 m

em
be

r.

As
 a

 c
ar

ee
r c

on
su

lta
nt

, D
r. 

N
om

ur
a 

ga
ve

 a
 le

ct
ur

e 
on

 th
e 

re
cr

ui
tm

en
t 

st
at

us
 o

f d
oc

to
ra

l s
tu

de
nt

s 
an

d 
ho

w
 

to
 u

til
iz

e 
th

ei
r d

eg
re

e.
 A

 lo
t o

f f
em

al
e 

an
d 

in
te

rn
at

io
na

l s
tu

de
nt

s 
al

so
 

pa
rti

ci
pa

te
d 

in
 th

e 
le

ct
ur

e 
as

 w
el

l.
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A
dv

an
ce

d 
Pr

og
ra

m
 fo

r G
lo

ba
l L

ea
de

rs
 in

 th
e 

C
ha

ng
in

g 
W

or
ld

-t
he

 N
at

io
na

l G
ra

du
at

e 
In

st
itu

te
 fo

r P
ol

ic
y 

St
ud

ie
s 

(G
R

IP
S)

Ex
ec

ut
iv

e 
Se

m
in

ar

G
R

IP
S 

is
 

in
te

rn
at

io
na

l

•
A 

di
ve

rs
ifi

ed
 in

te
rn

at
io

na
l s

tu
de

nt
 b

od
y

-o
ve

r 1
00

 c
ou

nt
rie

s 
an

d 
re

gi
on

s 
re

pr
es

en
te

d 

am
on

g 
ov

er
 4

20
0 

al
um

ni

•
A 

le
ad

er
 in

 E
ng

lis
h-

ba
se

d 
ed

uc
at

io
n 

in
 J

ap
an

-3
0%

 o
f J

ap
an

es
e 

fa
cu

lty
 o

ve
rs

ea
s 

tra
in

ed

-1
8%

 o
f o

ur
 fa

cu
lty

 a
re

 n
on

-J
ap

an
es

e 
E

ng
lis

h-
sp

ea
ki

ng
 s

ta
ff 

an
d 

re
si

de
nt

 a
ss

is
ta

nt
s

•
In

te
rn

at
io

na
l a

ca
de

m
ic

 c
al

en
da

r (
O

ct
-S

ep
)

（
G

R
IP

S
 F

ac
ts

 &
 F

ig
ur

es
 a

s 
of

 2
01

7）

S
tu

de
nt

s 
co

lla
bo

ra
te

 a
nd

 
co

m
pe

te
, a

ll 
th

e 
w

hi
le

 
no

ur
is

hi
ng

 m
ut

ua
l r

es
pe

ct
 

an
d 

th
e 

ab
ilit

y
to

 d
ev

el
op

 
de

ep
er

 le
ve

ls
 o

f 
co

m
m

un
ic

at
io

n.

S
tu

de
nt

s 
ac

qu
ire

 th
e 

ab
ilit

y 
to

 
en

ga
ge

 in
 in

te
lle

ct
ua

l d
is

cu
ss

io
ns

, 
de

sp
ite

 d
iff

er
en

ce
s 

in
 la

ng
ua

ge
, 

cu
ltu

re
, h

is
to

ry
, s

pe
ci

al
iz

at
io

n,
 a

nd
 

na
tio

na
lit

y.
 

M
an

ag
in

g 
D

iv
er

si
ty

 
Th

ro
ug

h 
C

om
m

un
ic

at
io

n

グ
ロ
ー
バ

ル
秩

序
変

容
時

代
の

リ
ー
ダ
ー
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム

-政
策

研
究

大
学

院
大

学
th

e 
N

at
io

na
l G

ra
du

at
e 

In
st

itu
te

 fo
r P

ol
ic

y 
St

ud
ie

s 
(G

R
IP

S)

Ex
ec

ut
iv

e 
Se

m
in

ar

G
R

IP
S 

is
 

in
te

rn
at

io
na

l

•
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生

-1
00

以
上
の
国
と
地
域
か
ら
4,
20
0名

以
上
の
修
了
生

•
日
本
で
受
け
ら
れ
る
、
英
語
に
よ
る
大
学
院
教
育

-日
本
人
専
任
教
員
の
30
%
が
海
外
で
学
位
を
取
得

-外
国
人
教
員
の
割
合
は
18
%

•
英
語
対
応
可
能
な
職
員
、
レ
ジ
デ
ン
ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
在
籍

•
10

月
ス
タ
ー
ト
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
G
R
IP
S
大
学
デ
ー
タ
20
17

）

共
に
学
び
、
協
力
し
競
争
す
る
こ
と

で
、
互
い
に
尊
敬
し
、
深
い
レ
ベ
ル

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
能

力
を
身
に
つ
け
ま
す

学
生
た
ち
は
言
語
、
文
化
、
歴
史
、

専
門
、
国
籍
を
越
え
て
知
的
な
議
論
を

行
う
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す

M
an

ag
in

g 
D

iv
er

si
ty

 
Th

ro
ug

h 
C

om
m

un
ic

at
io

n

京
都
大
学
大
学
院
思
修
館
プ
ロ
グ
ラ
ム

取
り
組
み

:	「
ほ
ん
ま
も
ん
」
の
日
本
文
化
を
理
解
で
き
る
人
財
育
成

八
思
（
講
義
）

学
生
（
多
様
な
価
値
観
）

書
道
・
華
道
・
茶
道

講
師
陣
は
家
元

効
果

:	①
日
本
文
化
を
深
く
理
解
し
た
「
日
本
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
の
根
幹
形
成

②
経
験
に
基
づ
く
日
本
の
文
化
と
他
国
の
文
化
の
相
互
理
解
の
深
化日
本
文
化
を
実
践
で
学
ぶ
多
様
な
機
会

・
日
本
の
正
月
と
中
国
の
旧
正
月

各
国
の
行
事

学
生
に
よ
る
文
化
の
相
互
理
解
の
場

合
宿
型
研
修
施
設
（
全
寮
制
）

自
然
と
共
に
暮
ら
す
憩
い
の
場

朝
練
や
茶
会
を
開
催

技
能
と
歴
史
の

両
方
を
学
ぶ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

人
（材
）

環
境

人
と
の
交
流
を
通
し
て
視
野
を
広
げ
る

多
機
能
な
ラ
ウ
ン
ジ

静
寂
な
茶
室

ビ
オ
ト
ー
プ
を
目
指
す
中
庭

Ky
ot
o
U
ni
ve
rs
ity

Sh
is
hu

-k
an

Pr
og

ra
m

Gl
ob
al
	le
ad
er
s	w

ith
	a
ut
he
nt
ic
cu
ltu

ra
l	e
du
ca
tio

n

Re
sid

en
tia
lC
ol
le
ge

Di
ve
rs
e	
ba
ck
gr
ou

nd
s

Le
ct
ur
es

“H
as
sh
i八
思

”

Te
a-
ce
re
m
on
y	
ro
om

St
ud

en
ts
de

ve
lo
p
a
hu

m
an

ist
ic
pe

rs
pe

ct
iv
e

w
ith

	fe
llo

w
	st
ud

en
ts
	fr
om

	d
iff
er
en

t	c
ul
tu
re
s

St
ud

en
ts
	h
av
e	
pr
ac
tic
al
	o
pp

or
tu
ni
tie

s	
to
	st
ud

y	
an

d	
ex
pe

rie
nc
e	
Ja
pa

ne
se
	c
ul
tu
re

-J
ap
an
es
e	
Ca
lli
gr
ap
hy

-F
lo
w
er
	A
rr
an
ge
m
en
t

-T
ea
	C
er
em

on
y

No
t	o
nl
y	
pr
ac
tic
e,

bu
t	a
lso

	th
e	
hi
st
or
y	

of
	Ja
pa
ne
se
	cu

ltu
re
	

Pa
rt
	o
f	o
ur
	d
ai
ly
	li
fe

Ce
le
br
at
in
g	

di
ffe

re
nt
	

tr
ad
iti
on
s

St
ud

en
ts
	li
ve
	in

	h
ar
m
on

y	
w
ith

	n
at
ur
e	

in
	a
cc
or
da

nc
e	
w
ith

	Ja
pa

ne
se
	tr
ad

iti
on

Ef
fe
ct
s:
①

To
	m
ak
e	
gl
ob

al
	le
ad
er
s	w

ith
	a
	p
er
sp
ec
tiv
e	
in
fo
rm

ed
	b
y	
Ja
pa
ne
se
	c
ul
tu
re

②
To

un
de
rs
ta
nd

bo
th
	Ja
pa
ne
se

an
d
fo
re
ig
n
cu
ltu

re
st
hr
ou

gh
	e
xp
er
ie
nc
e

Lo
un
ge

Bi
ot
op
e

Sy
st
em

Va
lu
es

En
vi
ro
nm

en
t

In
te
ra
ct
in
g	
w
ith
	p
eo
pl
e	
br
oa
de
ns
	o
ur
	h
or
izo

ns
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名
古

屋
⼤

学
N

ag
oy

a 
U

ni
ve

rs
ity

実
世

界
デ

ー
タ

循
環

学
リ

ー
ダ

ー
⼈

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

Gr
ad

ua
te

 P
ro

gr
am

 fo
r 

Re
al

-W
or

ld
 D

at
a 

Ci
rc

ul
at

io
n 

Le
ad

er
s

(1
)

海
外

研
修

グ
ロ

ー
バ

ル
産

業
の

⽣
産

拠
点

で
、

異
⽂

化
・

国
際

分
業

を
体

感
（

対
象

：
M

2
学

⽣
）

Is
ta

nb
ul

 2
01

5/
6/

29
-7

/1
0

Ha
no

i 2
01

6/
8/

2-
8/

12
Ba

ng
ko

k 
20

17
/7

/3
1-

8/
11

(2
) 

学
⽣

企
画

留
学

⽣
に

よ
る

⽂
化

紹
介

や
⾷

事
会

（
不

定
期

）

Ja
pa

ne
se

 C
al

lig
ra

ph
y

Ne
w

 Y
ea

rʼs
 C

ar
d

Sa
m

ur
ai

 /
 N

in
ja

Tu
rk

is
h 

Ar
t (

Eb
ur

u)
W

at
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 P
up

pe
t

Fr
ui
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 C

ur
vi

ng

Ja
pa

ne
se

 c
ul

tu
re

 
in

tr
od
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ed

 
by

 N
U 

st
ud

en
ts

Ex
pe

rie
nc

ed
cu

ltu
re

 o
f o

th
er

 
co

un
tr

ie
s

-
W

ha
t I

s 
Ra

m
ad

an
?

-
W

ha
t I

s 
Is

la
m

?
-

Eg
yp

tia
n 

Fo
od

名
古

屋
⼤

学
N

ag
oy

a 
U

ni
ve

rs
ity

実
世

界
デ

ー
タ

循
環

学
リ

ー
ダ

ー
⼈

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

(1
) 

O
ve

rs
ea

s 
Tr

ai
ni

ng
 P

ro
gr

am
 E

xp
er

ie
nc

e 
di

ffe
re

nt
 c

ul
tu

re
s 

an
d 

in
te

rn
at

io
na

l s
pe

ci
al

iz
at

io
n 

(M
2 

st
ud

en
ts

)

(2
) 

St
ud

en
tʼs

 E
ve

nt
s 

  C
ul

tu
ra

l e
xc

ha
ng

e 
an

d 
di

nn
er

 p
ar

ty
 b

y 
in

te
rn

at
io

na
l s

tu
de

nt
s 

(I
rr

eg
ul

ar
)

-
W

ha
t I

s 
Ra

m
ad

an
?

-
W

ha
t I

s 
Is

la
m

?
-

Eg
yp

tia
n 

Fo
od

Is
ta

nb
ul

 2
01

5/
6/

29
-7

/1
0

Ha
no

i 2
01

6/
8/

2-
8/

12
Ba

ng
ko

k 
20

17
/7

/3
1-

8/
11

Ja
pa

ne
se

 C
al

lig
ra

ph
y

Ne
w

 Y
ea

rʼs
 C

ar
d

Sa
m

ur
ai

 /
 N

in
ja

Tu
rk

is
h 

Ar
t (

Eb
ur

u)
W

at
er

 P
up

pe
t

Fr
ui

ts
 C

ur
vi

ng

Ja
pa

ne
se

 c
ul

tu
re

 
in

tr
od

uc
ed

 
by

 N
U 

st
ud

en
ts

Ex
pe

rie
nc

ed
cu

ltu
re

 o
f o

th
er

 
co

un
tr

ie
sGr

ad
ua

te
 P

ro
gr

am
 fo

r 
Re

al
-W

or
ld

 D
at

a 
Ci

rc
ul

at
io

n 
Le

ad
er

s

名
古
屋
大
学
法
学
研
究
科
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院

法
制
度
設
計
·国
際
的
制
度
移
植
専
門
家
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
の
多
様
性
推
進
活
動

名
古
屋
大
学
法
学
研
究
科
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
は
異
な
る
法
制
度
の
下
で
教
育
を
受
け
て
き
た
学
生
の
参
加
を
心
掛
け
、
一
ヵ
国
一
名
と
い
う

募
集
制
度
を
応
募
理
念
と
し
、
ま
た
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
多
様
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
原
則
的
に
、
毎
年
の
新
入
生
チ
ー
ム

は
す
べ
て
異
な
る
国
の
学
生
か
ら
構
成
さ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
我
々
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
セ
ミ
ナ
ー
及
び
ク
ラ
ス
に
は
学
生
以
外
に

も
様
々
な
出
身
国
の
指
導
者
が
お
り
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
持
ち
主
が
意
見
を
交
わ
し
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
授
業
の

一
つ
で
あ
る
共
同
研
究
実
習

I, 
II 

&
 II

Iで
は
、
参
加
者
の
考
え
方
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
発
表
や
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
機
会
が
得
ら
れ
ま
す
。

異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持
つ
学
生
達

の
多
様
な
知
識
に
よ
り
常
に
授
業
で
ブ
レ

イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
が
行
わ
れ
る

異
な
る
専
門
家
、
機
関
や
関
係
者
を
取
材
す

る
こ
と
に
よ
り
学
生
自
ら
調
査
研
究
を
発
展

さ
せ
る

海
外
か
ら
専
門
家
を
招
き
学
生
に
よ
る
研
究
報

告
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

Th
e 

Pr
og

ra
m

 fo
r L

ea
di

ng
 G

ra
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at
e 
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ho
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C
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D
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D
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 p
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s 
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m
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w
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 m
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e 
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 fr
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n 
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e 
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 e

xc
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lly
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d.

T
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ou

r 
w
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ks

ho
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, s
em

in
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s 
an

d 
cl
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se

s 
co

ns
is

t 
no

t 
on

ly
 s

tu
de

nt
s, 

bu
t 

al
so

 s
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er
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so
rs

 fr
om

 d
iv

er
se

 c
ou

nt
ri

es
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nd
 

ba
ck

gr
ou

nd
s. 

Ex
am

pl
e:

 Jo
in

t 
R

es
ea

rc
h 

W
or

ks
ho

p 
I, 

II 
&

 II
I

Br
ai

ns
to

rm
in

g 
id

ea
s 

of
 s

tu
de

nt
s 

w
ith

 
di

ve
rs

e 
ba

ck
gr

ou
nd

s 
in

 t
he

 c
la

ss
.

In
te
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w
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ve
rs

e 
pe
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ut

io
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Pr
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豊
橋
技
術
科
学
大
学
：
超
大
規
模
脳
情
報
を
高
度
に
技
術
す
る
ブ
レ
イ
ン
情
報
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の
育
成

国
籍
・
性
別
・
文
化
・
人
種
・
民
族
・
宗
教
の
多
様
性
推
進
活
動

取
組
例
：
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
２
週
間
）

p
海
外
の
学
生
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
い
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
で
計
画
を
遂
行
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

【
先
住
民
へ
の
技
術
提
案
】

【
脳
科
学
出
前
授
業
】

【
脳
科
学
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
】

p
マ
レ
ー
シ
ア
科
学
大
学
の
学
生
と
ペ
ア
を
組
み
取
り
組
む

海
外
の
学
生
と
の
協
力

先
住
民
の
暮
ら
し
の
理
解

課
題
発
掘

国
際
会
議
で
の
成
果
発
表

雑
誌
（
A
E
R
A
ム
ッ
ク
）
へ
の
掲
載

効
果
・
成
果
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ra
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 p
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R
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D
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G
lo
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s

U
ni
fy
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g
D
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R
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e
D
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te
r
R
is
ks
:
Th

e
G
SS
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og
ra
m

is
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si
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to
un
ify

di
ve
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e
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ad
em

ic
fie
ld
s
to

ad
dr
es
s
re
al
w
or
ld
pr
ob
le
m
s,
by

1)
se
tti
ng

a
co
m
m
on

go
al
to

re
du
ce

di
sa
st
er

ris
ks

fo
rb

ui
ld
in
g
a
sa
fe

an
d
su
st
ai
na
bl
e
so
ci
et
y,

2)
in
te
gr
at
in
g
a
to
ta
lo
f8

0
st
ud
en
ts
(3
9
m
al
es

an
d
41

fe
m
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es
)f
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m

va
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gr
ad
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d
3)
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ct
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g
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m
s
w
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e
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s
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pl
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y
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d
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m
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%
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%

13
%

15
%

6%3%29
%
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R
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m
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Re
al
	w
or
ld
	

pr
ob

le
m
	so

lv
in
g	 Le
ad
er
sh
ip
	a
nd

	
In
no

va
tio

n	

In
te

rd
is

ci
pl

in
ar

y 
Se

m
in

ar
s 

Field Training 

U
ni

v.
-I

nd
us

tr
y 

C
ol

la
bo

ra
tio

n 

International Project L
ea

de
rs

hi
p 

Se
m

in
ar

s 

Internships

G
SS

 S
ch

em
es

 

L
ea

de
rs

hi
p 

Se
m

in
ar

s 
Fi

el
d 

Tr
ai

ni
ng

 
U

ni
v.

-I
nd

us
tr

y 
Pr

oj
ec

t 

G
SS
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

災
害
リ
ス
ク
削
減
の
た
め
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
統
合

G
SS
プ
ロ
グ
ラ
ム
多
様
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
分
野
を
統
合
し
、
実
際
の
世
界
の
問
題
に
取
り
組
む
よ
う
デ
ザ
イ
ン
；

１
）
安
全
・
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
の
た
め
の
災
害
リ
ス
ク
削
減
と
い
う
共
通
目
標
を
設
定

２
）
多
様
な
研
究
科

か
ら
の
80
人
の
学
生
（
男
39
、
女
41
）
を
統
括

３
）
学
際
的
／
問
題
解
決
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
焦
点
を
当
て
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
統
合
化

G
SS

 プ
ロ
グ
ラ
ム
の
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

G
SS
に
お
け
る
研
究
科
別
学
生
数

災
害
リ
ス
ク
削

減
持
続
可
能

性

食
料
安
全
保
障

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト科
学
的
／
個
⼈

の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

学
際
的

現
実
世
界
問
題

解
決

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
／
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

学
際
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

フィールドトレーニング

産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

国際プロジェクト リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

インターンシップ

G
SS

 仕
組
み

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

13
%
6% 15

%

13
%

15
%

6%3%29
%

農
学

経
済

医
学

環
境
学

⼯
学

理
学

教
育

ダイバーシティ・マネジメントWG【参考資料】



72

東
京
農
⼯
⼤
学

グ
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
⾷
料
⽣
産
を
⽀
え
る
実
践
科
学
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
⼤
学
院
の
創
設

取
組

(科
⽬

)例
：

A 
 国

際
⽂

化
⽐

較
論

及
び

⽇
本

語
表

現
特

論
、

B 
 国

際
交

流
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

(他
国

際
研

修
)、

C
キ

ャ
リ

ア
開

発

多
様

性
や

異
⽂

化
を

理
解

す
る

た
め

に
は

先
ず
⾃
分
⾃
⾝
と
⾃
国
を
理
解
し
た
上
で

、
⼈

種
や

⺠
族

、
⽂

化
や

宗
教

、
性

格
や

ジ
ェ

ン
ダ

ー
(性

的
指

向
も

含
め

)な
ど

が
異

な
る
他
者
や
他
国
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
⼤
切

だ
と

考
え

授
業

を
構

成
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

授
業

や
体

験
な

ど
で

の
学

び
や

気
付

き
を

通
し

て
、

異
⽂

化
や

多
様

性
を

尊
重

で
き

、
⼈
間
⼒
も
兼
ね
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
博
⼠
⼈
材
の
育
成

を
⽬

指
し

て
い

る
。

学
び
→
気
付
き
→
実
践

エ
ニ

ア
グ

ラ
ム

（
性

格
分

析
）

や
EQ

（
⼼

の
知

能
指

数
）

、
セ

ル
フ

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
等

の
⾃

⼰
分

析
⼿

法
や

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

し
て

⾃
分

⾃
⾝

や
他

者
に

つ
い

て
考

え
、

受
け

⼊
れ

、
尊

重
す

る
。

⼜
、

外
国

⼈
や

セ
ク

シ
ャ

ル
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
、

パ
ラ

リ
ン

ピ
ア

ン
等

講
師

を
招

き
、

多
様

性
に

つ
い

て
考

え
、

認
識

を
深

め
る

。

異 文 化 と 多 様 性

の 理 解 と 尊 重

自 己 と 他 者 を

知 る

海
外

連
携

⼤
学

の
学

⽣
と

国
内

外
で

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
、

他
国

の
⽂

化
、

宗
教

、
価

値
観

、
考

え
⽅

、
習

慣
等

を
学

び
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
⼒

や
語

学
⼒

を
養

う
。

⼜
、

外
国

⼈
に

⽇
本

⽂
化

を
紹

介
す

る
こ

と
で

⾃
国

に
つ

い
て

の
知

識
も

深
め

る
。

自 国 と 他 国 を

知 る
A&

C

A&
B

To
ky

o 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f A

gr
ic

ul
tu

re
 a

nd
 T

ec
hn

ol
og

y

Le
ad

in
g 

Gr
ad

ua
te

 S
ch

oo
l f

or
 G

re
en

 a
nd

 C
le

an
 F

oo
d 

Pr
od

uc
tio

n
Ex

am
pl

es
: 

A 
 In

te
r-

Cu
ltu

ra
l C

om
pa

ris
on

 S
tu

di
es

 a
nd

 S
el

f-
Ex

pr
es

si
on

 S
ki

lls
,

B
In

te
rn

at
io

na
lC

om
m

un
ic

at
io

n
W

or
ks

ho
p

(a
nd

 o
th

er
 in

te
rn

at
io

na
l w

or
ks

ho
ps

),
C

Ca
re

er
De

ve
lo

pm
en

tP
ro

gr
am

To
 b

e 
ab

le
 to

 re
sp

ec
t a

nd
 a

cc
ep

t d
iv

er
si

ty
 o

r c
ro

ss
-c

ul
tu

ra
l d

iff
er

en
ce

s,
 y

ou
 m

us
t k

no
w

 a
nd

 
un

de
rs

ta
nd

 y
ou

rs
el

f a
nd

 y
ou

r o
w

n 
cu

ltu
re

. T
hu

s,
 w

e 
pr

ov
id

e 
le

ct
ur

es
 to

 th
in

k 
an

d 
le

ar
n 

fir
st

 a
bo

ut
 

yo
ur

se
lf 

an
d 

yo
ur

 o
w

n 
cu

ltu
re

 a
nd

 th
en

 a
bo

ut
 d

iff
er

en
t r

ac
es

, e
th

ni
c 

gr
ou

ps
, c

ul
tu

re
s,

 re
lig

io
ns

, 
pe

rs
on

al
iti

es
, g

en
de

rs
 (i

nc
l. 

LG
BT

). 
Th

ro
ug

h 
th

es
e 

ex
pe

rie
nc

es
 s

tu
de

nt
s 

nu
rtu

re
 th

ei
r a

bi
lit

ie
s 

to
 th

in
k 

fo
r o

ne
se

lf 
an

d 
ot

he
rs

, r
es

pe
ct

 d
iff

er
en

ce
s 

an
d 

di
ve

rs
ity

 a
s 

w
el

l a
s 

im
pr

ov
e 

th
ei

r h
um

an
 s

ki
lls

.

Le
ar

ni
ng

 →
 R

ec
og

ni
tio

n 
→

 P
ra

ct
ic

e

To
un

de
rs

ta
nd

an
d

le
ar

n
to

ac
ce

pt
on

es
el

f
an

d
ot

he
rs

by
us

in
g

se
ve

ra
l

se
lf-

an
al

ys
is

to
ol

s
(e

.g
.

En
ne

ag
ra

m
,

EQ
)

as
w

el
l

as
di

sc
us

sin
g

an
d

sh
ar

in
g

th
ou

gh
ts

in
di

ve
rs

e
gr

ou
ps

.T
o

in
vi

te
le

ct
ur

er
s

fro
m

se
ve

ra
l

m
in

or
ity

gr
ou

ps
,

su
ch

as
fo

re
ig

ne
rs

,
LG

BT
,

a
Pa

ra
ly

m
pi

an
,

fo
r

le
ar

ni
ng

an
d

re
sp

ec
tin

g
di

ve
rs

ity
.

Re
sp

ec
tin

g 
an

d 
va

lu
in

g 
 

di
ffe

re
nc

es
 a

nd
 d

iv
er

si
ty

Un
de

rs
ta

nd
in

g
yo

ur
se

lf 
an

d 
ot

he
rs

To
ho

ld
w

or
ks

ho
ps

w
ith

st
ud

en
ts

w
ith

fo
re

ig
n

pa
rt

ne
r

un
iv

er
sit

ie
s

to
le

ar
n

ab
ou

t
th

ei
r

cu
ltu

re
s,

re
lig

io
ns

,
va

lu
es

,
w

ay
s

of
th

in
ki

ng
,

m
an

ne
rs

,
et

c.
as

w
el

l
as

to
pr

ac
tic

e
co

m
m

un
ica

tio
n

an
d

En
gl

ish
sk

ills
.

Al
so

to
le

ar
n

m
or

e
ab

ou
t

Ja
pa

n
by

in
tr

od
uc

in
g

Ja
pa

ne
se

cu
ltu

re
to

fo
re

ig
ne

rs
.

Un
de

rs
ta

nd
in

g 
cu

ltu
re

s 
of

 y
ou

r 
ow

n 
an

d 
ot

he
rsA&

B
A&

C

グ
リ
ー
ン
自
然
科
学
国
際
教
育

研
究

プ
ロ
グ
ラ
ム

名
古
屋
大
学

取
組

例
：
女

子
大

学
院

生
を
対

象
と
し
た
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施

内
容
①
：
女
性
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
育

成
合

宿
（
年
１
回

、
１
泊
２
日
）

内
容
②
：
産
学
官

で
活

躍
す
る
女

性
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の

特
別

講
演

会
（
学
内

、
年

１
～
２
回
）

In
te

g
ra

ti
ve

 G
ra

d
u
a
te

 E
d
u
c
a
ti
o
n
 a

n
d
 R

e
se

a
rc

h
 P

ro
g
ra

m
 i
n
 G

re
e
n
 N

a
tu

ra
l 
S
c
ie

n
c
e
s

(
IG

E
R
)

女
子
大
学
院
生

だ
け
で
な
く
、
男

性
の

参
加

を
促

し
、
男

女
全

体
の

意
識

改
革

を
目

指
す

効
果

：
合

宿
後

に
「
将

来
へ

の
漠

然
と
し
た
不

安
が

改
善

さ
れ

た
」
、
「
リ
ー
ダ
ー
を
目

指
し
て
み

よ
う
と
思

っ
た
」
と
回

答
し
た
女

子
大

学
院

生
の

割
合

→
１
０
０
％

ワ
ー
ル

ド
カ
フ
ェ
形
式
の
自
由
討
論

子
供

連
れ
参
加
（託

児
サ
ー
ビ
ス
付
）

産
官

学
で
活
躍
す
る

女
性

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
参

加

産
官

学
で
活

躍
す
る
女

性
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
や

女
性

教
員

ら
と
合

宿
を
行

い
、
活

発
な
議

論
や

密
接

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自

分
た
ち
で
未

来
を
切

り
開

く
力

や
自

信
を
つ
け
る

N
a
g
o
ya

 U
n
iv

e
rs

it
y

E
x
a
m

p
le

: 
P
ro

g
ra

m
s 

to
 P

ro
m

o
te

 W
o
m

e
n
 L

e
a
d
e
rs

1
.
T
ra

in
in

g
 C

a
m

p
 –

P
ro

m
o
te

 f
e
m

a
le

 g
ra

d
 s

tu
d
e
n
ts

 t
o
 a

c
q
u
ir
e
 l
e
a
d
e
rs

h
ip

 (
2
 D

a
ys

 /
 

Y
e
a
r)

In
te

g
ra

ti
ve

 G
ra

d
u
a
te

 E
d
u
c
a
ti
o
n
 a

n
d
 R

e
se

a
rc

h
 

P
ro

g
ra

m
 i
n
 G

re
e
n
 N

a
tu

ra
l 
S
c
ie

n
c
e
s

(
IG

E
R
)

D
is

c
u
ss

io
n
 a

b
o
u
t 
th

e
 g

e
n
d
e
r 

e
q
u
a
lit

y 
is

su
e
s

O
u
tc

o
m

e
: 
A
 f
o
llo

w
-
u
p
 s

u
rv

e
y 

a
ft
e
r 

th
e
 c

a
m

p

D
is

c
u
ss

io
n
 -

W
o
rl
d
 C

a
fé

 s
ty

le
C
h
ild

-
c
a
re

 s
u
p
p
o
rt

L
e
c
tu

re
s 

-
b
u
si

n
e
ss

 l
e
a
d
e
rs

D
is

c
u
ss

io
n
s

w
it
h

b
u
si

n
e
ss

le
a
d
e
rs

,
h
ig

h
-
le

ve
l
g
o
ve

rn
m

e
n
t

o
ff
ic

ia
ls

&
a
c
a
d
e
m

ic
e
x
p
e
rt
s

2
.
L
e
c
tu

re
 -

P
ro

m
o
te

 e
ve

ry
o
n
e
 t
o
 s

ta
n
d
 t
o
g
e
th

e
r 

&
 t
a
k
e
 a

c
ti
o
n
s

1
0
0
%
 o

f 
w

o
m

e
n
 g

ra
d
 s

tu
d
e
n
ts

 w
h
o
 j
o
in

e
d
 t
h
e
 c

a
m

p
 b

e
c
a
m

e
 

>
 m

o
re

 c
o
n
fi
d
e
n
t 
to

 t
a
ke

 t
h
e
 l
e
a
d
e
rs

h
ip

>
 m

o
re

 p
o
si

ti
ve

 a
b
o
u
t 
th

e
ir
 f
u
tu

re
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東
京

⼯
業

⼤
学

情
報
生
命
博
士
教
育
院
（
AC

LS
）

１
．

異
⽂

化
を
議
論

す
る

異
⽂

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

科
⽬

（
必

修
）

２
．

異
⽂

化
を
発
表

す
る

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ン

テ
ス

ト

３
．

異
分

野
で
協
力

す
る

グ
ル

ー
プ

型
問

題
解

決
演

習
（

必
修

）

４
．

異
分

野
で
主
催

す
る

国
際

夏
の

学
校

（
in
	英

・
⽶

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
な

ど
）

５
．

異
⽂

化
で
研
究

す
る

３
ヶ

⽉
間

以
上

の
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（

必
修

）

国
籍

も
研

究
分

野
も

異
な

る
学

⽣
が

協
働

で
き

る
よ

う
に

な
る

ま
で

の
簡

単
５

ス
テ

ッ
プ

異
分

野
の

⼈
々

と
の

協
働

が
散

り
ば

め
ら

れ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
な

っ
て

い
る

。
異

分
野

協
働

は
も

は
や

特
別

な
こ

と
で

は
な

い
。

そ
ん

な
感

覚
に

な
っ

て
い

た
。

複
合

領
域

型
(⽣

命
健

康
) 平

成
23

年
度

採
択

C0
3

Ed
uc

at
io

n 
Ac

ad
em

y 
of

 C
om

pu
ta

tio
na

l L
ife

 S
ci

en
ce

s
(A

CL
S)

 

×
学

⽣
が

異
分

野
を

学
ぶ

○
異

分
野

の
学

⽣
が

協
働

す
る

留
学

⽣
16

名

⽣
命

系
50

名
情

報
系

27
名

※
20
17

年
7⽉

時
点

１
２

３
４

５

⽇
本

⼈
学

⽣
61

名

To
ky
o	
In
st
itu

te
	o
f	T
ec
hn
ol
og
y
(T
ok
yo
	Te

ch
)

Ed
uc
at
io
n	
Ac

ad
em

y	
of
	C
om

pu
ta
tio

na
l	L
ife

	S
ci
en

ce
s	(
AC

LS
)

１
．
In
te
rc
ul
tu
ra
l	D

isc
us
sio

n
Gl
ob
al
	C
om

m
un
ic
at
io
n*
/P
re
se
nt
at
io
n*
/W

rit
in
g/
De

ba
te

２
．
In
te
rc
ul
tu
ra
l	P
re
se
nt
at
io
n

Gl
ob
al
	C
om

m
un
ic
at
io
n	
Co

nt
es
t

３
．
In
te
rd
isc
ip
lin
ar
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取
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取
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潜
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⽣
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取
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⽤
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懇
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回
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⽇
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⾷
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ワ
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プ
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チ
ャ
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ア
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東
京
大
学
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す
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リ
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成
プ
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ラ
ム
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行
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ボ
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ラ
ビ
大
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で
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論

パ
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小
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校
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の
訪
問
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舎
生
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ゴ
共
和
国
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共
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国

真
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西
ア
フ
リ
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を
見
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よ
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全
く
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成
長
の
姿
を
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感
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文
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療
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安
全
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の
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性
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る
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西
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な
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ー
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築
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テ
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ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
: “

感
染

症
制

御
に

お
け

る
多

種
多

様
な

国
籍

の
重

要
性

”

国
際

的
な

共
同

研
究

を
振

興
：

長
崎

-
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
1

8
か

国
を

超
え

る
国

々
か

ら
5

5
名

の
学

生
が

国
際

保
健

の
分

野
に

お
い

て
リ

ー
ダ

ー
に

な
る

べ
く

準
備

中

長
崎

大
学

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

目
的

: 

“
7

0
年

の
感

染
症

研
究

で
培

わ
れ

た
経

験
と

実
績

で
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
を

備
え

た
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

”
 

多
様

な
国

籍
は

感
染

症
と

の
闘

い
に

お
い

て
重

要
：

v
様

々
な

出
身

国
の

学
生

は
感

染
症

に
関

す
る

異
な

る
見

方
を

も
た

ら
し

て
く

れ
る

例
：

エ
ボ

ラ
、

デ
ン

グ
熱

や
マ

ラ
リ

ア
発

症
地

域
出

身
の

学
生

は
疾

病
の

影
響

力

を
直

に
知

っ
て

い
る

v
長

崎
大

学
に

は
ベ

ト
ナ

ム
と

ケ
ニ

ア
に

研
究

拠
点

が
あ

り
、

感
染

症
制

御
や

管
理

に
関

す
る

o
n

-
th

e
-
jo

b
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

v
感

染
症

に
は

国
境

は
な

い
た

め
、

他
者

と
取

り
組

み
、

共
通

理
解

や
目

的
を

持
ち

得
る

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

る

熱
帯
病
・
新
興
感
染
症
制
御
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際

保
健

の
重

要
性

を
促

進
さ

せ
る

た
め

若
い

世
代

の
力

を
掴

む
＝

未
来

の
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

教
育

生
活

環
境

の
改

善
は

学
生

の
効

果
を

改
善

：

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

学
生

の
企

画
に

よ
り

、
ハ

ラ
ル

商
品

が
キ

ャ
ン

パ
ス

内
で

販
売

開
始

D
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E
R

S
IT
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m
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 d
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Fo
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ol
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De
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ha
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d
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us
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se
as
es
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ro
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m
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t.

v
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s
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bo
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da
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s
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g
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k
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d
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a
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en
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g	
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ts
’s
tu

dy
en

vi
ro

nm
en
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m

pr
ov

es
	

st
ud

en
ts

’e
ffe

ct
iv

en
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s:

Le
ad

in
g	

st
ud

en
ts

	la
un
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ed

	a
		

Ha
la

l	f
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d	
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	in
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m
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s	c
o-
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東
京
医
科
歯
科
大
学

isa
st

er
 

ur
sin

g 
lo

ba
l 

ea
de

r P
ro

gr
am

災
害
看
護
は
、
全
て
の
人
々
を
対
象
に
安
心
・
安
全
を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

“ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
”を

対
象
の
持
つ
背
景
（
年
齢
・
性
別
・
宗
教
・
地
域
・
職
種
・
組
織
等
）
か
ら
生
じ
る
文
化
と
捉
え
、

そ
の
多
様
性
に
応
じ
た
防
災
・
減
災
を
推
進
す
る
活
動
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

産
・
官
・
学
・
民
連
携
に
よ
る
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
―
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
、

社
会
全
体
の
防
災
・
減
災
力
向
上
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す

災
害
×
看
護

＊
対
象
の
多
様
性

に
応
じ
た
活
動

＊
多
職
種
・
多
機

関
と
の
連
携

行
政

自
治
体
な
ど[官

]

[民
]

[産
]

[学
]

医
療
機
関

企
業
な
ど

TM
DU
（
学
部

生
）
他
大
学
院
な
ど

住
民

NP
O/

NG
O

自
治
防
災
組
織

な
ど

To
ky

o 
M

ed
ica

l a
nd

 D
en

ta
l U

ni
ve

rs
ity

isa
st

er
 

ur
sin

g 
lo

ba
l 

ea
de

r P
ro

gr
am

Di
sa

st
er

 N
ur

sin
g w

or
ks

 o
n 

hu
m

an
 se

cu
rit

y 
an

d 
sa

fe
ty

 fo
r a

ll 
pe

op
le

.
To

 p
ro

m
ot

e 
“D

iv
er

sit
y-

ce
nt

er
ed

” d
isa

st
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 p
re

ve
nt

io
n 

an
d 
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du

ct
io

n 
ac

tiv
iti

es
 a

nd
 it

s m
an

ag
em

en
t, 

w
e 

re
ga
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rs
ity
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cu

ltu
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ris

in
g 

fro
m

 v
ar

io
us

 b
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kg
ro

un
d 

(a
ge
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ex
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eg

io
n,

 re
lig
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up
at
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n,
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rg

an
iza
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n 
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d 

ot
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rs
).

Di
sa
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in

g
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ve
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m
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ti-
di

cip
lin
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n.
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er
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t]

Pu
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ic 
Se
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th
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 e
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.

[T
he

 P
ub

lic
]

Re
sid

en
ts

, N
PO

/N
GO

Vo
lu

nt
ar

y g
ro

up
s f

or
 

di
sa

st
er

 p
re

ve
nt

io
n

et
c.

[In
du

st
ry

]
M

ed
ica

l i
ns

tit
ut

es
Co

m
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ni
es

et
c.

[A
ca

de
m

ia
]

TM
DU

 a
nd

 o
th

er
 

un
iv

er
sit

ie
s

Im
pr

ov
e 

di
sa

st
er

 p
re

ve
nt

io
n 

ca
pa
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lit

y 
of

 th
e 

so
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ty
 

th
ro

ug
h 

“D
iv
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sit

y 
M
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ag
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en

t”
.
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U
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ra
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ea
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	P
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am
	(D

N
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).
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am
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l	d
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ec
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4.
	A

	g
at

he
rin

g	
of

	lu
nc

h	
ea

ch
	W

ed
ne

sd
ay

	
at

	ca
fe

te
ria

	b
y	

in
te

rn
at

io
na

l	s
tu

de
nt

s
3.

En
gl

ish
	a

nd
	Ja

pa
ne

se
	

La
ng

ua
ge

	co
ur

se
	p

ro
gr

am
s

Cu
rr
en

tly
,	D

N
GL

	p
ro
gr
am

	c
on

sis
ts
	o
f	s
tu
de

nt
s	f
ro
m
	Ja

pa
n,
	In
do

ne
sia

,	N
ep

al
	a
nd

	C
hi
na
.

1.
	G

ro
up

	d
isc

us
sio

n
2.

	P
ar

tic
ip

at
in

g	
in

	v
ol

un
te

er
in

g	
ac

tiv
iti

es
in

	K
oc

hi
	H

ea
lth

	S
ci
en

ce
s	C

en
te

r

互
い
の
文
化
の
違
い
を
尊
重
し
、
文
化
多
様
性
を
学
ぶ
た
め
の
活
動

4.
	留
学
生
に
よ
る
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
の
毎
水
曜
日
の

ラ
ン
チ

3.
英
語
や
日
本
語
を
学
ぶ

プ
ロ
グ
ラ
ム

現
在
D
N
G
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ネ
パ
ー
ル
・
中
国
か
ら
の
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

1.
	グ
ル
ー
プ
討
議

2.
	留
学
生
に
よ
る
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

高
知
県
立
大
学

災
害
看
護
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

(D
N
GL

)に
お
け
る
文
化
多
様
性
の
取
り
組
み
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En
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%
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 E
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ha

ng
e 

Ev
en

ts
, I

nv
ite

d 
ta

lk
 b

y 
di

st
in

ct
 le

ad
er

s,
 

M
al

e
87

%

Fe
m

al
e

13
%

工
学
研
究
科

47
%

理
学
研
究
科

43
%

環
境
学
研
究
科

8%
情
報
学
研
究
科

2%

v
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
･
プ
ロ
グ
ラ
ム

(国
籍

, 文
化

, 研
究
分
野

,性
別

)

得
ら
れ
た
成
果

Ø
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

Ø
価
値
観
の
広
が
り

Ø
適
応
力
の
向
上

v
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
活
か
し
た
例

C
hu

bu
Sa

tミ
ッ
シ
ョ
ン
提
案
フ
ェ
ー
ズ
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

, 
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト

,各
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
招
待
講
演

男
性

87
%

女
性

13
%
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持
続
可
能
な
社
会
を
拓
く
決
断
科
学
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム

G
ra

du
at

e 
Ed

uc
at

io
n 

an
d 

Re
se

ar
ch

 Tr
ai

ni
ng

 P
ro

gr
am

 
in

 D
ec

isi
on

 S
ci

en
ce

 fo
r a

 S
us

ta
in

ab
le

 S
oc

ie
ty

九
州
大
学

取
組
例
:学
生
の
自
主
的
な
研
究
・
教
育
活
動
に
お
け
る
博
士
向
け
の
教
養
教
育
の
実
施

内
容
:オ
ト
ナ
塾
～
持
続
可
能
な
キ
ャ
リ
ア
を
目
指
す
博
士
の
た
め
の
実
践
教
養
講
座

従
来
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
生
に
お
い
て
研
究
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、

結
婚
や
出
産
、
マ
ナ
ー
な
ど
人
生
の
決
断
に
必
要
な
教
養
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
理
解
が
進
ん
で

い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
有
志
の
学
生
に
よ
り
、
人
生
の
決
断
に
必
要
な
素
養

に
つ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
生
の
実
態
に
即
し
な
が
ら
調
査
を
行
い
、
情
報
の
共
有
を
行
っ
た
。
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「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

in
ア
ジ
ア
」
実
現
の
た
め
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

名
古
屋
大
学

取
組
例
：
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
実
地
研
修
の
実
施
を
通
じ
た
異
文
化
理
解
力
と
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
向
上

【
目
的
】

途
上
国
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
実
践
力
・
現
場
力
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
専
門
分
野
や
国
籍
の
異
な
る
学
生
が
共
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
で
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
学
び
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
内
部
に
学
際
性
を
育
て
る
こ
と
。

【
内
容
】

【
成
果
】

１
．
単
独
の
研
究
科
・
専
門
的
知
見
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
多
角
的
な
視
点
や
幅
広
い
知
見
の
習
得

２
．
多
様
な
タ
イ
プ
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
活
躍
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
背
景
、
現
状
の
理
解

３
．
背
景
を
異
に
す
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
実
現
に
向
け
た
、
各
々
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

事
前
学
習

訪
問
先
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
、
調
査
の
計
画
立
案
、
現
地
語
学
習

出
発
前
発
表
会

調
査
計
画
に
つ
い
て
議
論
、
目
標
と
グ
ル
ー
プ
内
の
差
異
の
理
解

現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
現
地
の
学
生
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
経
験
や
学
び
の
共
有

成
果
発
表
会

他
チ
ー
ム
と
の
学
び
の
深
化
と
共
有
、
議
論
を
通
じ
た
今
後
の
課
題
発
見
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フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
ジ
ア
に
お
け
る

海
外
研
修
の
実
施

①
現

地
で

活
躍

す
る

リ
ー

ダ
ー

か
ら

の
講

義
（

起
業

家
、

社
⻑

）
②

⽂
化

を
理

解
→

グ
ル

ー
プ

で
問

題
解

決
に

取
り

組
む

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
養
成

•
現

地
の

多
様

な
⽂

化
背

景
に

合
わ

せ
た

問
題

解
決

能
⼒

の
向

上
•

グ
ル

ー
プ
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ー

ク
を
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し

て
、

戦
略

的
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「
個
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性
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か
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得

る
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セ
ル

フ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

講
義

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

演
習

北
海

道
⼤

学
物

質
科

学
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
を

開
拓

す
る

Am
bi

tio
us

リ
ー

ダ
ー

育
成

プ
ロ
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内
容

①
：

語
学

教
育

⽀
援

、
海

外
渡

航
⽀

援
、

海
外

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
・

国
際

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
運

営

内
容

②
：

科
学

技
術

の
倫

理
と

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
⼿

法
の

獲
得

取
組

例
：

国
際

的
実

践
⼒

、
科

学
技

術
の

倫
理

、
科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

⼿
法

の
獲

得
（

性
別

、
国

籍
、

⼈
種

、
⺠

族
、

⽂
化

、
宗

教
、

年
齢

、
障

が
い

）

語
学

⼒
の

強
化

と
海

外
渡

航
⽀

援
、

海
外

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
・

国
際

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
運

営
に

よ
る

国
際

交
流

を
活

発
化

し
、

多
様

性
を

理
解

し
国

籍
に

よ
ら

な
い

国
際

的
実

践
⼒

を
⾝

に
つ

け
る

。

語
学
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⽀
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⽣
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キ
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営

研
究

と
発

表
の
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理
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獲

得
を

通
じ

て
科

学
者

の
特

権
的

地
位

を
理

解
す

る
。
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対
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⼒
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伝

え
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取
組
例
：
多
様
な
背
景
の
人
々
が
交
流
・
学
習
・
議
論
す
る
機
会

－
所
属
・
専
門
分
野
・
性
別
・
国
籍
・
人
種
・
民
族
・
文
化
・
宗
教
・
年
齢
を
超
え
た
活
動
－

取
組
①
：
異
分
野
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

取
組
②
：
リ
ト
リ
ー
ト

放
射
線
災
害
復
興
を
推
進
す
る

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

広
島
大
学

E
0
2

➣
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
修
活
動
を
他
大
学

の
L
P
学
生
に
も
公
開
し
た
学
生
同
士
の

異
分
野
間
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流
の
場

➣
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
講
義

➣
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京
工
業
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、
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北
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、
兵
庫
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立
大

な
ど
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学
生
と
交
流
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一
泊
二
日
の
合
宿
形
式

➣
学
生
が
教
員
と
と
も
に
学
際
的
な
広
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学
修
の
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➣
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➣
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ョ
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ョ
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多
様
な
価
値
観
を
持
つ
学
生
を
育
成
す
る
：
副
指
導
教
員
制
度

学
生
と
指
導
員
か
ら
の
評
価

学
生

指
導
教
員

副
指
導
教
員

専
門
的
な
指
導

学
際
的
な
指
導

特
徴

•
指
導
教
員

= 
日
常
的
に
研
究
指
導
を
行
っ
て
い
る
教
員

•
副
指
導
教
員

= 
指
導
教
員
と
異
な
る
専
門
分
野
で
研
究
を
行
っ
て
い
る
教
員

•
副
指
導
教
員
は
コ
ー
ス
採
用
の
際
に
割
り
当
て
る
（
学
生
の
希
望
を
優
先
す
る
）

•
学
生
が
定
期
的
に
研
究
進
捗
を
副
指
導
教
員
に
報
告
す
る

•
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際
的
な
視
点
か
ら
の
研
究
指
導

•
卒
業
後
の
進
路
に
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い
て
の
相
談

•
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導
内
容
、
視
野
拡
大
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交
流
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動
な
ど
の
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で
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員
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も
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も
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à
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国
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講
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教
員
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教
員
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義
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の
交
流
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療
機
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の
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取
組
例
：
自
発
融
合
研
究

東
京
大
学

統
合
物
質
科
学
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

内
容
：
異
な
る
研
究
室
に
所
属
す
る
コ
ー
ス
生
同
士
が
、
コ
ロ
キ
ウ
ム
や
自
主
キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る

交
流
を
通
じ
て
自
発
的
に
研
究
課
題
を
発
案
し
、
両
研
究
室
に
て
実
施
す
る
共
同
研
究
。

有
望
な
萌
芽
的
研
究
課
題
に
対
し
て
は
、
奨
励
研
究
費
を
支
給
。

効
果
：
・
異
分
野
間
で
の
知
識
の
共
有
か
ら
融
合
、
さ
ら
に
新
た
な
発
見
と
い
う
、
異
分
野
融
合
に
よ
る

共
同
研
究
の
醍
醐
味
を
経
験
。

・
こ
れ
ま
で
に
４
０
人
が
自
発
融
合
研
究
を
実
施
し
、
こ
の
中
の
幾
つ
か
の
研
究
成
果
が

国
際
学
術
雑
誌
に
掲
載
。

X
線
1
分
子
追
跡
法
に
よ
る
ダ
イ
ニ
ン
1
分
子
の
3
次
元
的
運
動
測
定

（
１
分
子
の
合
成
と
Ｘ
線
計
測
技
術
の
融
合
）

強
磁
性
半
導
体
に
お
け
る
局
所
的
な
室
温
強
磁
性
の
発
見

（
半
導
体
薄
膜
成
長
と
ナ
ノ
磁
性
計
測
技
術
の
融
合
）
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ra
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東
京
⼤
学
博
⼠
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

多
⽂
化
共
⽣
・
統
合
⼈
間
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

(IH
S)

•T
he

 2
nd

 E
as

t A
sia

n 
C

on
fe

re
nc

e 
fo

r Y
ou

ng
 

So
ci

ol
og

ist
s(

20
15

-1
6)
東
ア
ジ
ア
の
若
⼿
社
会
学
研

究
者
を
集
め
た
研
究
報
告
と
い
う
趣
旨
の
国
際
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
学
⽣
が
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
運
営
。
会
議

運
営
の
実
務
経
験
と
⾼
い
英
語
⼒
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
⼒
が
鍛
え
ら
れ
た

•展
覧
会
『
境
界
を
引
く
⇔
越
え
る
』
（

20
15
東
京
⼤

学
駒
場
博
物
館
）
科
学
の
発
展
に
基
づ
く
近
代
以
降
の
社
会
で
、

不
鮮
明
で
あ
っ
た
「
境
界
」
を
明
確
に
し
て
き
た
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し

て
の
顕
微
鏡
の
画
像
。
こ
れ
ら
を
展
⽰
し
た
こ
の
展
覧
会
を
準
備
す

る
過
程
で
学
⽣
た
ち
は
、
多
様
な
⾝
体
を
持
つ
⼈
々
が
、
顕
微
鏡
の

画
像
を
共
に
⾒
て
、
描
き
、
１
つ
の
作
品
を
作
る
と
い
う
営
み
を
通

し
て
、
健
常
と
障
害
、
男
⼥
な
ど
、
⼈
の
間
に
引
か
れ
た
様
々
な

「
境
界
線
」
を
、
再
び
混
沌
と
し
た
環
境
に
お
い
て
問
い
直
し
た

•「
新
し
い
表
現
を
⽣
み
だ
す
た
め
の
リ
サ
ー
チ
＆

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
（

20
14

-1
5)

科
学
的
な
調
査

や
分
析
と
は
異
な
る
、
特
定
の
対
象
へ
の
強
い
関
⼼
に

も
と
づ
く
芸
術
制
作
の
現
場
に
接
し
、
演
劇
と
映
像
の

分
野
で
注
⽬
さ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
関
⼼
を
持
つ

テ
ー
マ
に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
を
⾏
な
い
、
さ
ら
に
制
作

の
現
場
を
体
験
し
た

•北
海
道
浦
賀
べ
て
る
の
家
（

20
14

-1
7)
「
精

神
障
害
等
を
抱
え
た
当
事
者
の
地
域
活
動
拠
点
」
で
あ

る
べ
て
る
の
家
を
訪
問
し
、
メ
ン
バ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
、

地
域
の
関
係
者
と
交
流
す
る
と
と
も
に
、
科
学
（
⼈
⽂

社
会
科
学
を
含
む
）
や
技
術
が
精
神
障
害
者
の
福
祉
や

⽣
活
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
寄
与
で
き
る
の
か
を
共
に

考
え
、
提
案
し
て
い
る

協
働
⼒

俯
瞰
⼒

国
際
性

独
創
性
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東
京
大
学 数
物
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院

L
ea

d
in

g
 G

ra
d
u
a
te

 C
o
u
rs

e 
fo

r 
F
ro

n
ti
er

s 
o
f 

M
a
th

em
a
ti
ca

l 
S
ci

en
ce

s 
a
n
d
 P

h
y
si

cs
（
F
M

S
P
）

内
容

①
:
株

式
会

社
ニ

コ
ン

か
ら

の
多

様
な

定
式

化
が

可
能

な
課

題
（１

回
/
１
学

期
）

内
容

②
:様

々
な

国
籍

や
専

攻
の

F
M

S
P
コ

ー
ス

生
に

よ
る

研
究

・発
表

・議
論

（１
回

/
1
ヶ

月
）

企
業

か
ら

与
え

ら
れ

た
課

題
を

、
数

理
科

学
的

ア
プ

ロ
ー

チ
か

ら
取

り
組

む
為

に
、
そ

の
課

題
に

合
っ

た
数

学
的

な
問

題
設

定
を

与
え

る
。

問
題

を
解

く
為

に
、
関

連
論

文
を

調
査

し
、
メ

ン
バ

ー
の

持
つ

専
門

技
術

を
用

い
た

横
断

的
な

研
究

を
行

っ
て

い
る

。

ま
た

定
期

的
に

結
果

発
表

の
場

を
設

け
（1

回
/
 1

ヶ
月

）
、
学

生
お

よ
び

ニ
コ

ン
の

研
究

員
と

議
論

し
て

い
る

。

最
終

的
に

は
、
企

業
か

ら
与

え
ら

れ
た

産
学

的
な

問
題

へ
の

応
用

を
目

指
す

。

取
組

例
：
F
M

S
P
社

会
数

理
実

践
研

究
「
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
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博士課程教育リーディングプログラム 
フォーラム 2017
Program for Leading Graduate Schools Forum 2017

平成29年 月 日（金）～ 日（土）10 20 21
Oct. 20-21 (Fri.-Sat.)

Nagoya University Executive Committee for Leading Forum 2017
名古屋大学リーディングフォーラム実行委員会

開催報告書

名古屋大学リーディングフォーラム 2017 実行委員会
Nagoya University Executive Committee for Leading Forum 2017

TEL ： 052-789-5265
Email ： LF2017@leading.nagoya-u.ac.jp
WEB ： http://www.leading.nagoya-u.ac.jp/LF2017/
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